
延
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

丑
'
，aE
・

r、
日

次、J

て

絡

一
ニ
、
世
界
海
上
貿
易
の
情
勢

的
世
界
貿
易
の
萎
微

例
海
上
町
え
日
必
に
見
る
大
宗
貨
物
移
動
の
療
化

ω
オ
ツ

9
ワ
協
定
。
影
響

ω
極
東
海
上
貿
易
の
快
復

四
.
日
本
商
般
隊
の
需
要
程
度

言

ニ
・
世
界
海
運
の
現
扶

同
世
界
却
腹
の
膨
脹

ω
世
界
商
船
隊

ω
総
詮
能
力

ω
世
界
向
船
隊
の
活
動
欣
態

q
山

定

期

flli 

(4) 
(c) (b) 

世
界
海
運
弓t
f兄
の

諸
相

坂

不

A 

世
界
各
図
貿
易
数
量
。
最
近
四
筒
年
比
較
一
覧
表

根
来
主
要
輪
出
品
数
量
最
近
五
箇
年
比
較
一
賢
表

知

〔
附
表
〕

定

期

i由

干脅

高E

B 

板
東
主
要
職
入
口
同
数
A
A
最
近
五
箇
年
比
較
一
覧
表

-以

上

C 

(5) 

日
本
海
運
の
更
生

ム巾

助

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

ハ
本
稿
は
、
最
近
世
界
海
運
出
介
。
最
も
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
過
剰
般
腹
調
整
問
題
叉
は
海
混
合
理
化
問
題
の
検
討
批
列
上
、
基
礎
的
資
料
を
な

}
八
九
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商
鋲
研
究

第
一
ニ
披

一
九

O

ナ
部
分
で
あ
る
。
従
来
、
此
の
種
の
資
料
に
闘
し
て
主
日
々
研
究
者
の
も
つ
い
底
の
も
の
は
至
っ
て
砂
く
且
つ
不
整
備
な
も
の
で
あ
る
が
峰
崎
に
、
本
稿
に
牧

録
し
た
多
く
の
統
計
表
類
も
・
之
が
作
成
上
、
概
ね
意
外
に
多
く
の
時
間
と
労
力
と
を
費
き
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
前
・
本
稿
に
於
て
は
一
見

明
か
統
計
表
類
の
観
兵
式
。
如
き
部
分
を
示
ナ
庭
な
き
に
非
ざ
る
も
、
而
も
其
品
見
守
の
中
に
は
、
少
し
く
貿
易
統
計
に
関
心
を
有
た
れ
る
人
身
に
と
っ
て

は
、
多
く
の
新
し
き
試
み
の
盛
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
舎
で
あ
る
。
倫
ほ
.
本
稿
は
前
記
海
運
ム
日
開
化
問
題
と
共
に
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
鈴
り
に
紙
面
を
占
め
る
髭
か
ら
、
都
合
上
.
後
者
の
掲
載
は
次
の
機
曾
に
譲
り
、
訟
に
其
の
前
宇
部
分
の
み
を
高
授
に
供
ナ
る
次
第
で
あ
る
。
)

緒

近
時
、
世
界
海
上
貿
易
の
一
般
的
減
退
と
共
に
、
之
が
運
搬
用
具

(Mgr司
N2mむ
た
る
世
界
の
商
船
隊
に
容
易
な
ら
ぬ
過
剰
現
象
が
惹

起
せ
ら
れ
、
所
謂
過
剰
船
腹
調
節
問
題
な
る
も
の
が
海
運
の
絞
管
及
び
政
策
に
関
し
て
重
要
な
る
研
究
封
象
に
加
へ
ら
る
与
に
至
っ
た
υ

然
る
に
、
海
運
と
貿
易
と
が
同
一
の
経
済
単
位
に
よ
り
皆
ま
れ
た
往
時
D
商
航
混
替
か
ら
分
化
し
て
、
夫
々
濁
立
の
企
業
と
し
て
経
営

せ
ら
る
L
を
常
態
と
す
る
現
代
に
於
て
は
、

一
般
統
計
技
術
の
進
歩
に
も
不
拘
、
此
の
同
者
に
闘
す
る
統
計
的
記
録
は
未
だ
概
し
て
甚
し

〈
不
備
た
る
境
地
に
取
残
さ
れ
て
居
る
請
に
、
商
船
と
貿
易
と
の
需
要
供
給
関
係
に
就
い
て
の
全
般
的
観
測
は
他
の
産
業
部
門
に
於
け
る

如
く
に
は
容
易
で
な
く
た
っ
た
。
乃
ち
、

一
桐
の
園
際
的
商
品
に
闘
興
す
る
産
業
に
就
て
は
共
の
商
品
乃
至
は
僅
に
数
個
の
競
争
的
立
場

に
あ
る
商
品
の
園
際
的
需
要
供
給
闘
係
に
闘
す
る
討
究
を
以
て
足
れ
り
と
す
る
に
反
し
て
、

海
上
を
経
営
地
域
と
す
る
近
代
的
海
運
経
笹
に
あ
う
て
は
、
有
も
世
非
海
上
に
移
動
す
る
商
品
の
総
て
が
、
海
上
運
詰
附
労
務
の
目
的
物
で

「
海
洋
の
自
由
」
た
る
約
束
の
下
に
世
界
の



あ
り
、
之
等
穂
て
の
目
的
物
の
園
際
的
並
に
圏
内
的
需
要
供
給
関
係
に
登
生
す
る
異
同
が
直
に
舶
腹
需
要
の
上
に
反
影
せ
ら
る
ふ
も
の
な

る
が
故
に
、
不
断
に
右
に
劃
す
る
会
憧
的
見
透
し
の
謬
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
肝
要
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
由
来
、
世
界
貿
易
に
閲
し
て

は
園
際
貸
借
関
係
の
考
読
に
役
立
つ
可
き
貨
幣
単
位
に
基
く
計
数
の
整
備
せ
る
に
反
し
、
統
一
的
な
る
数
量
単
位
に
基
く
計
敢
に
訣
く
鹿

多
く
、
且
つ
此
の
数
量
に
闘
す
る
移
動
方
向
の
明
示
な
き
も
の
齢
ら
や
J

、
新
る
技
術
的
理
由
に
基
因
し
て
海
運
貿
易
の
需
給
関
係
の
全
般

的
観
測
に
就
き
非
常
な
困
難
を
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

尤
も
、
現
時
の
海
運
経
管
形
態
に
は
大
別
、
定
期
舶
(
口

5
a
)
に
関
す
る
も
の
と
、
不
定
期
船

(
H
4
3
E
H
)
4
2
8
Z
)
に
闘
す
る
も
の
と

の
二
様
あ
っ
て
、
外
観
上
は
恰
も
都
市
の
自
動
車
交
通
に
パ
ス
と
タ
ク
シ
ー
乃
至
ト
ラ
ッ
ク
と
の
謝
立
あ
る
に
似
て
居

p
、
前
者
が
一
定

航
路
に
於
て
定
時
に
一
定
の
寄
港
地
問
を
縫
ふ
て
航
海
す
る
に
劃
し
、
後
者
は
之
を
な
さ
や
J

、
世
界
的
に
乃
至
地
方
的
に
殻
生
す
る
船
腹

需
要
に
臆
巳
て
積
出
地
か
ら
目
的
の
揚
地
へ
貨
物
の
直
詮
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
従
而
又
、
此
の
雨
者
の
聞
に
は
共
の
運
送
目
的
物
の
種

類
に
自
ら
差
遣
を
生
じ
、
概
し
て
言
へ
ば
、
海
上
に
あ
っ
て
は
今
日
に
於
け
る
都
市
自
動
車
交
通
の
場
合
と
相
反
し
、

比
較
的
運
賃
負
捨

能
力
の
大
た
る
貨
物
及
び
又
は
船
容
の
迅
速
た
る
輪
詮
が
定
期
舶
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
比
較
的
運
賃
負
捨
能
力
の
大
た
ら
ざ
る
貨
物
、
印

ち
所
謂
大
量
貨
物
(
ロ
ロ
-r}12お
る
の
低
速
な
る
輪
選
が
不
定
期
舶
に
よ
り
行
は
る
与
を
一
般
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
く
海
運
の

内
に
あ
っ
て
も
、
定
期
船
と
不
定
期
船
と
で
は
其
の
劃
象
と
す
る
貿
易
口
聞
の
分
野
が
自
ら
相
具
ら
ざ
る
を
特
歩
、
亦
同
様
に
雨
者
の
舵
質

並
に
運
搬
能
力
に
就
て
も
一
般
的
差
遣
が
認
め
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

果
し
て
然
ら
ば
、
定
期
船
生
以
て
直
に
不
定
期
舶
の
活
動
分
野
に
、
不
定
期
舶
を
以
て
直
に
定
期
舶
の
分
野
に
、
各
々
一
時
に
且
つ
大

規
模
に
競
争
左
挑
む
こ
と
は
事
賃
上
至
難
で
あ
り
、
又
、
定
期
舶
の
部
門
に
於
て
世
界
各
航
路
に
就
き
成
立
し
て
ゐ
る
庭
の
海
運
同
盟

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
祭

(
伊
坂
)

ゴL
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ブし

(∞
EE){口
町
川
門
戸
》
コ

P
8ロn
A
U
)

な
る
強
力
た
園
際
カ
ル
テ
ル
が
、
管
に
定
期
舵
相
互
の
競
争
を
抑
制
す
る
の
み
で
た
く
、
盟
外
不
定
期
舶
の

侵
入
に
劃
し
て
一
定
限
界
の
下
に
潤
占
を
形
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
海
運
と
貿
易
と
の
関
聯
し
た
情
勢
を
見
る
場
合
に
官
つ
て
は
、

大
懐
に
於
て
不
定
期
舶
腹
と
大
量
貨
物
の
移
動
吠
態
、
及
び
定
期
舶
腹
と
非
大
量
貨
物
の
移
動
扶
態
と
の
二
箇
の
観
賠
か
ら
せ
ら
れ
る
用

震
が
必
要
で
あ
る
。
但
し
、
設
に
所
謂
大
量
貨
物
と
一
耳
ふ
の
は
穀
粒
、
石
表
、
蹟
石
乃
至
鏑
石
、
木
材
等
の
概
し
て
撒
荷
乃
至
無
包
装
の

大
量
出
廻
り
貨
物
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
之
等
を
定
期
舶
が
絶
割
に
積
む
こ
と
た
く
、
叉
、
非
大
量
貨
物
が
不
定
期
舶
に
よ
り
断
じ

て
積
ま
れ
る
例
が
な
い
と
云
ふ
様
な
意
味
で
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

而
し
て
、
不
定
期
借
経
替
の
費
際
に
昔
つ
て
は
、
別
に
夫
々
の
専
門
の
調
杢
機
関
に
よ
っ
て
た
さ
れ
る
選
ば
れ
た
幾
ヲ
か
の
大
量
貨
物

の
刻
々
の
出
廻
動
勢
が
具
に
参
酌
せ
ら
れ
、
爾
飴
の
経
済
的
諸
僚
件
と
相
計
っ
て
時
々
の
配
舶
が
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
従
市
、
之
等

不
定
期
舶
に
闘
す
る
需
要
供
給
が
相
落
合
ヲ
て
形
成
せ
ら
れ
る
海
運
市
場
乃
至
海
運
k

貨
市
場
(
∞
E
S宮内

B
R
r
a
c吋
由

E
S目指

pa・

m
Z
E
M
H吋
]
a
d
ω
8『円
白

byHgHHHP『
宮
)
に
於
て
も
亦
、
此
の
主
要
大
量
貨
物
白
出
廻
り
股
態
が
何
よ
り
も
大
き
な
作
用
を
以
て
支
配
す
る
。

斯
く
の
如
く
不
定
期
舶
経
替
上
の
商
機
が
所
謂
主
要
大
量
貨
物
の
移
動
献
態
に
重
駐
が
置
か
れ
て
展
開
せ
ら
れ
る
震
に
、
大
量
貨
物
の
園

際
的
移
動
に
つ
い
て
の
み
は
吾
々
は
比
較
的
精
確
且
つ
新
鮮
た
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
Q

主rJ
設

一
九
三
三
年
に
現
れ
た
頴
著
な
本
邦
産
業
貿
易
の
更
生
が
、
燦
欄
た
る
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
一
の
放
射
線
に
よ
っ
て

ん
7

や
世
界
経
済
の
驚
異
と
化
し
、
日
本
商
品
に
劃
す
る
列
園
の
防
衛
は
、
保
護
貿
易
主
義
、
関
税
障
壁
、
輪
入
制
限
・
割
官
・
禁
止
、
其

他
凡
ゆ
る
経
済
国
家
主
義
政
策
に
拍
車
を
加
へ
た
る
が
如
き
観
を
口
舌
せ
し
め
て
ゐ
る
が
、
主
口
々
は
亦
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
此
の
日
本
心



商
権
の
充
進
と
更
に
後
段
述
ペ
ら
る
L

如
き
他
の
経
済
的
理
由
に
基
い
て
、

「
日
の
丸
」
商
舶
旗
に
よ
り
日
本
の
航
擢
が
七
海
に
遍
く
仲

展
し
て
ゐ
る
事
責
を
把
握
し
て
置
か
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
、
此
の
日
本
の
海
運
貿
易
の
仲
張
と
は
反
劉
に
、
世
界
の
海
運
貿
易
は
一
般
的
に
益
々
轄
落
の
詮
上
を
辿
っ
て
居
夕
、
就
中
、

欧
測
に
於
て
共
の
甚
し
い
傾
向
を
看
取
し
得
る
が
、
殊
に
世
界
舶
肢
の
三
分
一
を
有
つ
英
国
海
運
の
窮
献
は
一
ア
ン
カ
シ
ヤ
綿
業
の
そ
れ
よ

り
も
、
ゥ
ェ

l
ル
ズ
茨
業
の
そ
れ
よ
り
も
遣
に
深
刻
な
も
の
で
あ
る
。
欧
洲
大
陸
の
他
の
海
運
園
亦
殆
ん
ど
同
じ
様
な
窮
境
に
置
か
れ
て

ゐ
る
。
そ
こ
で
、
近
来
、
英
園
が
主
流
を
た
し
、
爾
飴
の
欧
洲
諸
園
が
之
に
和
し
て
、
所
謂
閑
際
的
過
剰
舶
腹
調
節
制
度
に
闘
す
る
研
究

が
積
ま
れ
、
屡
?
セ
れ
に
闘
す
る
世
界
協
定
の
提
唱
が
行
は
れ
て
居
り
、
・
本
年
十
二
月
に
も
英
園
海
運
圏
瞳
の
召
集
に
よ
っ
て
、
世
界
主

要
海
運
岡
十
六
筒
闘
の
民
間
代
表
が
相
曾
し
、
園
際
海
運
合
議
(
同
口
門
司
自
主

S
Pご
ま
宅
一
口
市
円
。
。
ロ
宮
町
宮
司
)
を
倫
敦
に
興
し
て
、
此
の
間

題
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
勿
論
、
商
舶
の
園
際
性
に
鑑
み
て
、
世
界
第
三
の
強
力
な
日
本
商
船
隊
の
競
争
が
怖
れ
ら
れ
る
虚
か
ら
、

此
の
欧
測
の
諸
提
案
は
其
の
都
度
日
本
海
運
白
代
表
機
関
に
参
加
の
勤
誼
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

此
の
駄
洲
の
提
案
は
従
来
、
共
都
度
不
成
立
に
終
っ
て
ゐ
る
だ
け
に
、
共
の
主
張
す
る
庖
の
も
の
は
調
節
の
千
段
に
於
て
文
字
通
り
千

を
換
へ
口
聞
を
替
え
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
調
節
の
必
要
な
る
理
由
と
目
的
と
に
就
い
て
は
常
に
同
一
で
あ
る
。
乃
ち
、
一
一
冊
一
統
制
な
世
界

ーノ

舶
腹
の
損
大
と
世
界
海
上
貿
易
の
萎
微
と
が
舶
腹
過
剰
の
原
悶
で
あ
り
、
二
此
の
船
腹
過
剰
現
象
の
掠
除
に
よ
る
世
界
栴
蓮
不
況
の
快
復

が
共
の
目
的
で
あ
る
ο

但
し
、
彼
等
の
提
案
中
に
於
て
前
者
に
闘
す
る
考
設
は
未
だ
砕
殻
せ
ら
る
べ
き
何
者
も
も
っ
て
ゐ
な
い
の
は
遺
憾

で
あ
る
。

都
て
、

日
本
海
運
貿
易
の
現
欣
を
惟
ふ
に
、
今
や
順
風
に
満
帆
を
張
っ
て
行
迭
を
持
践
し
て
は
居
る
が
、
世
界
の
競
争
が
、
将
来
同
一

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

〔
伊
故
)

九
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四

水
準
の
経
済
的
保
件
の
下
に
立
ち
か
へ
っ
て
行
は
れ
る
時
が
来
て
も
、
持
た
又
、
共
他
の
強
力
な
人
魚
政
策
の
高
庇
の
下
に
行
は
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
も
、
直
に
難
航
と
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
ら
う
ャ

教
於
乎
、
世
界
と
日
本
と
の
悔
蓮
貿
易
の
近
情
に
闘
す
る
考
察
は
袋
々
刻
下
の
喫
緊
事
と
な
る
弐
第
で
あ
る
が
、
此
の
小
研
究
に
於
て

は
主
と
し
て
嚢
に
謹
べ
ら
れ
た
る
如
く
、
海
運
貿
易
に
と
っ
て
不
可
離
た
る
数
量
的
考
察
に
霊
賭
を
置
き
、
所
謂
過
剰
舶
腹
調
節
問
題
に

劃
す
る
参
考
に
資
し
て
見
た
い
と
考
へ
る
次
第
で
あ
る
。

世
界
海
運
の
現
朕

)
 
!
 
(
 

世
界
船
腹
の
膨
脹

現
今
、
世
界
の
商
船
は
ロ
イ
ゾ
・
レ
ヂ
ス
タ
ー
に
擦
れ
ぽ
、
綿
噸
数
百
噸
以
上
の
汽
舶
並
に
内
燃
機
舶
約
二
高
九
千
隻
六
千
四
百
四
十

高
純
噸
絵
、
之
に
約
二
千
隻
百
一
一
十
高
綿
噸
(
但
し
、

日
本
帆
船
隊
約
九
十
寓
紹
噸
を
不
合
)
の
微
少
な
る
帆
船
k

除
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ

る。

(
各
れ
も
一
九
三
四
年
六
月
末
日
現
在
の
数
字
〉

然
る
に
、
此
の
六
千
数
百
宮
内
組
噸
(
以
下
船
舶
の
噸
敢
に
就
い
て
は
特
に
明
記
な
き
限
り
総
噸
を
以
て
噸
と
す
)
の
商
舶
が
過
剰
で
あ

る
と
一
耳
ふ
の
が
即
ち
論
の
第
一
歩
を
成
す
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
明
か
如
何
に
し
て
此
の
借
腹
膨
脹
が
辿
ら
れ
た
か
を
一
覧
し
て
み
た
い

と
思
ふ
。

先
づ
、
世
界
大
戦
直
前
の
一
九
一
四
年
六
月
末
日
嘗
時
に
於
け
る
世
界
の
船
腹
阿

f
九
百
十
寓
噸
に
比
較
す
る
と
現
今
に
於
け
る
前
記



の
船
腹
は
一
干
下
六
百
五
十
高
噸
印
ち
三
割
三
歩
一
の
増
加
に
岱
っ
て
ゐ
る
が
、

(
策
一
表
参
照
ゾ
更
に
此
の
同
じ
二
十
一
年
聞
に
於
け
る
新
造

般
の
進
水
高
と
解
樫
並
に
喪
失
舶
と
に
就
て
見
て
も
、
前
者
五
千
二
百
八
十
高
噸
と
後
者
三
千
五
百
八
十
高
噸
と
の
差
は
一
千
七
百
高
噸

で
略
ぼ
同
様
な
数
字
上
白
結
果
が
得
ら
れ
る
。
而
し
て
、
此
の
増
加
の
最
大
の
要
因
と
た
う
て
ゐ
る
の
は
勿
論
世
界
大
戦
昔
時
の
戦
時
臨

念
遺
舶
に
依
る
も
の
に
し
て
、
印
ち
、

一
九
一
五
年
よ
り
一
九
一
八
年
迄
白
戦
時
四
箇
年
間
に
主
と
し
て
戦
争
危
険
の
潟
に
喪
失
さ
れ
た

(註

z〉

舶
腹
一
千
四
百
五
十
寓
噸
(
共
の
内
英
図
は
最
大
の
被
害
園
で
八
百
六
十
高
噸
喪
失
)
に
封
し
、
同
じ
四
箇
年
聞
の
進
水
舶
一
千
三
百
高

噸
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
各
園
の
戟
時
臨
急
造
船
計
書
の
仕
事
は
倫
ぼ
多
く
在
残
さ
れ
て
.
徐
勢
は
共
後
向
ほ
三
箇
年
間
に
渉
り
一
千
七
百

四
十
寓
噸
の
進
水
舶
を
加
へ
、
結
局
一
九
一
五
年
よ
り
一
九
一
二
年
迄
の
七
筒
年
聞
に
累
計
二
千
八
百
七
十
寓
噸
に
及
む
だ
u

(
但
し
戦

時
臨
急
造
舶
が
最
も
促
進
さ
れ
た
の
は
、

一
九
一
七
年
穿
頭
猫
抱
一
が
敵
関
商
柚
無
制
限
潜
水
艦
爆
沈
を
宣
言
し
て
か
ら
で
、

一
九
一
七
年

以
降
一
九
二
一
年
迄
の
五
箇
年
間
に
二
千
五
百
八
十
高
噸
が
進
水
し
た
o

)

、

昔
時
、

ロ
イ
ド
・
デ
ヨ

l
デ
が
、

『
一
に
舶
、
二
に
舶
、
三
に
舵
!
』
と
絶
叫
し
た
と
と
は
飴
り
に
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
欧
洲
職
局

の
展
開
と
共
に
古
今
未
曾
有
の
大
船
腹
需
要
が
生
じ
っ
-
A

あ
っ
た
際
に
上
越
の
如
き
多
量
の
喪
失
舶
を
出
し
、
之
が
補
充
に
は
日
本
に
於

て
も
重
量
九
千
噸
の
大
型
貨
物
舶
が
起
工
よ
り
竣
工
迄
僅
竺
二
十
日
飴
を
以
て
新
遇
さ
れ
た
記
録
さ
え
出
る
程
の
超
迅
速
さ
に
よ
っ
て
首

ら
れ
た
に
不
拘
、
休
戦
営
時
の
世
界
の
商
船
隊
は
開
戦
営
時
の
四
千
九
百
十
寓
噸
よ
り
少
く
、

一
九
一
九
年
六
月
末
日
に
至
っ
て
漸
く
五

千
O
九
十
寓
噸
と
た

p
、
韓
国
に
復
す
る
の
程
度
で
あ
っ
た
Q

然
る
に
、
休
戦
後
三
ヶ
年
間
に
主
と
し
て
戟
時
中
樹
て
ら
れ
た
臨
急
造
船
計

書
北
に
以
上
の
如
き
借
腹
依
乏
に
よ
っ
て
刺
戟
せ
ら
れ
た
造
船
熱
の
飴
勢
は
更
に
一
千
七
百
四
十
宮
内
噸
を
加
へ
て
、
嚢
に
述
ぺ
た
様
に
七

箇
年
間
合
計
二
千
八
百
七
十
高
噸
の
進
水
舶
を
出
し
た
も

ω
で
あ
る
が
、
此
の
期
聞
の
謹
舶
に
就
い
て
最
も
願
著
た
活
動
を
綾
け
た
も
り

}
近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
八
一
一
A
的
考
察

(
伊
坂
)

一
九
五
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苦慮

一
九
六

ば
米
園
で
あ
り
、
東
西
岡
山
芹
の
各
地
に
造
船
設
備
を
急
設
し
て
一
千
一
十
円
高
噸
、
太
湖
で
石
三
十
高
噸
、
計
一
千
二
百
三
十
高
噸
を
進
水

せ
し
め
た
c
'
次
い
で
英
闘
の
九
古
寓
噸
、
日
本
の
二
百
三
十
寓
噸
と
、
此
の
三
大
閣
に
よ
り
合
計
二
千
三
百
六
十
寓
噸
、
郎
ち
、
世
界
全

僅
の
八
割
二
歩
の
進
水
が
途
げ
ら
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
が
、
其
の
問
、
英
園
の
九
十
円
高
噸
が
僅
に
戦
時
喪
失
舶
を
補
ひ
得
る
程
度
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
に
反
し
て
、
米
園
と
日
本
と
の
遁
船
工
事
は
交
戦
現
場
か
ら
距
離
が
あ
り
、
思
ふ
ま
-
A

に
進
捗
し
て
、
時
後
犬
、
R

英
固
に
亜

い
で
世
界
第
二
位
、
第
三
位
の
商
船
隊
を
完
成
す
る
機
舎
に
車
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

市
し
て
、
爾
飴
の
諸
海
運
固
に
於
て
も
、
戦
後
三
、
四
年
間
夫
々
新
遣
に
民
舶
に
凡
ゆ
る
努
力
が
注
が
れ
て
、
後
に
掲
ぐ
る
第
‘
一
表
に

見
ら
れ
る
如
く
、
賠
償
般
と
し
て
戟
勝
国
に
主
力
船
隊
を
押
牧
せ
ら
れ
た
梢
逸
を
除
い
て
は
、

一
九
二
二
年
六
月
末
日
営
時
に
は
各
れ
も

相
官
の
舶
除
膨
脹
を
途
げ
、
世
界
の
船
腹
は
六
千
四
百
三
十
高
噸
と
大
戦
直
前
に
比
し
三
割
一
歩
の
増
加
を
招
来
し
た
。

勿
論
、
以
上
の
様
た
膨
脹
は
戦
争
の
終
息
と
共
に
冷
縮
し
た
船
腹
需
要
に
劃
し
て
は
飴
り
に
も
過
多
に
失
し
た
る
か
、
同
じ
時
日
に
於

て
世
界
に
は
一
子
高
噸
の
繋
舶
を
生
じ
、
就
中
、
職
時
臨
急
造
船
に
最
も
能
率
を
邸
中
げ
た
米
国
の
繋
舶
は
共
の
牟
の
五
百
再
噸
(
所
有
舶

腹
の
三
分
の
一
に
相
借
問
す
る
貨
物
船
)
に
達
し
、
世
界
的
に
運
賃
、
傭
舶
料
、
遺
船
舶
偵
等
が
一
九
一
二
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
惨
落

し
た
。

(
第
六
表
参
照
)

従
而
又
、

一
九
二
二
年
以
降
数
年
白
世
界
海
運
造
船
業
は
全
く
無
風
状
態
に
終
っ
た
が
、

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
二
九
年
十
月
の
紐
育

経
済
恐
慌
勃
護
迄
の
世
界
貿
易
が
一
般
に
柏
や
快
復
の
兆
を
一
示
す
に
及
む
で
、
此
の
時
期
に
於
て
明
か
活
設
な
造
船
が
行
は
れ
、

七
年
か
ら
三

O
年
迄
の
四
年
間
に
純
計
一
千
高
噸
を
越
ゆ
る
舶
腹
が
進
水
し
、
就
中
、
米
闘
の
石
油
合
此
白
支
援
に
よ
り
油
総
舶
々
一
除
ゴL

(
叶
ロ
ロ
げ
巾
門
出
白
目
。
の
臓
張
に
着
手
し
た
諾
戚
梅
運
と
、
強
力
商
船
隊
再
建
の
復
興
ヱ
作
詮
上
最
後
の
段
階
に
突
進
し
て
ゐ
た
調
逸
海
運
と



の
蹟
大
が
顕
著
で
あ
り
、
特
に
白
囲
内
の
造
船
能
力
を
扶
く
諾
威
の
新
造
註
文
は
、
官
時
頚
勢
に
あ
っ
た
英
園
遺
舶
界
に
一
沫
の
生
気
を

奥
へ
た
か
の
観
を
基
せ
し
め
た
。

(
第
二
表
及
第
六
表
参
照
)

斯
雨
、
今
日
で
は
以
上
大
小
合
せ
て
二
度
の
遺
舶
振
興
期
に
主
た
る
膨
脹
段
階
が
刻
せ
ら
れ
つ
ヘ
桑
に
一
言
せ
る
如
く
大
戦
直
前
に

比
し
世
界
は
三
割
八
歩
の
舶
腹
増
大
を
来
し
て
ゐ
る
弐
第
で
あ
る
が
、
此
の
増
大
割
合
ば
什
世
紀
初
頭
か
ら
大
戦
直
前
迄
の
十
五
何
年
間

の
船
腹
増
大
割
合
で
あ
る
六
割
九
歩
に
比
較
す
れ
ば
常
ほ
一
見
遣
に
小
た
る
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。
乍
然
、
此
の
比
較
は
皐
た
る
数
字
上

の
こ
と
に
と
Y
ま
り
、
費
際
上
に
於
て
は
寧
ろ
反
て
前
者
の
増
大
割
合
こ
そ
後
者
を
凌
駕
せ
る
も
白
と
す
る
の
が
一
般
の
観
測
で
あ
る
、

、lノ
・

印
ち
、
一
帆
舶
々
除
の
激
減
(
第
一
表
参
照
)
に
よ
る
速
力
の
増
加
並
に
同
じ
く
汽
舶
内
燃
機
舶
に
於
て
も
近
年
の
造
船
造
機
技
術
進
歩
特

¥
t
ノ

に
著
し
く
し
て
速
力
増
加
の
傾
向
顕
著
に
し
て
、
世
界
商
船
隊
の
千
均
速
力
が
甚
だ
増
進
さ
れ
居
る
結
、
二
更
に
同
じ
く
造
船
遺
機
技
術

f
t
 

近
年
の
進
歩
は
同
一
舶
型
に
あ
り
て
も
機
関
室
の
所
要
国
積
並
に
主
量
を
大
い
に
減
じ
載
貨
能
力
を
増
大
せ
し
め
居
り
‘
況
や
一
般
に
船

型
増
大
の
傾
向
旺
盛
で
あ
り
、
比
内
燃
機
舶
の
全
盛
時
代
到
来
せ
る
最
近
の
船
舶
界
に
あ
っ
て
は
載
貨
能
力
の
増
進
は
極
め
て
著
し
い
知
、

三
角
ほ
又
、
航
海
保
件

(
z
g一関与
-
o
n
cロ
仏
昨
日
吉
田
)

p
n口
昨
日
巾
田
)

/ 

の
改
善
に
基
く
航
海
所
要
時
聞
の
短
縮
、
就
中
、
世
界
各
地
心
港
縛
設
備
(
町
C
旦

乃
至
舶
舶
自
慢
の
叩
板
荷
役
設
備
白
進
歩
等
に
よ
る
改
善
瀬
著
で
あ
る
貼
、
以
上
の
三
大
理
由
た
る
世
界
商
舶
除
の
海
上
職

選
能
力
増
進
は
貴
に
大
た
る
も
の
あ
り
と
さ
れ
、
英
圏
の
構
成
者
に
撮
っ
て
算
定
せ
ら
れ
た
慮
で
は
、
組
噸
数
二
千
噸
以
上
の
航
洋
汽
舶

及
内
燃
機
舶
の
み
に
就
て
だ
け
で
も
、
以
上
の
三
大
理
由
に
基
く
無
形
的
舶
腹
増
進
が
現
今
は
一
丸
一
四
年
営
時
に
比
し
約
三
割
の
増
大

ハ註
2
)

は
確
に
し
て
ゐ
る
と
結
論
さ
れ
て
ゐ
る
。

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

一
九
七
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回
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)

(
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・
五
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(
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日

現品
IO 

希
II 

西
ロ
丁

(
備
考
)

其。由mω 

威
e

・
o
・八

迩関

. . 
一. 

大

利

J

・
D

・五

繭

:
:
0
・五

m 

典
:
:
:
0
・回

勝

・

3
M一一
岬
)

牙
:
:
ロ
・
六

抹
-

J

・
D
-
四

他
・
;
・
一
人

計

"" 

一・九
3't. 

7L 
一・四. 3't. -c二〉、J't

、

亡
.
ノ

口・九
0

・八プて

同五・回

用品・九 一・六
主主. 
= Cコ

. 
ムノ、

0

・九
(
4帥
岬
)

0

・品
ロ・六

主主. 
プミ

プτミ

区ヨ

ノ、

区ヨ

Eヨ. 
六回・回 四・

D

(
-
2
づ
剖
ヰ
)

(
一
六
)

(
一
・
占
)

(一・四一)

(一一・六)

(
一
・
王
)

(

0

・九)

(
革
・
一
)

つ一九・山中)

(
一
・
五
)

(
0
・一)

(

0
・
二
)

(ロ・一一一)

(σ・一旦)

." 一. 
主主
」ノ

本
表
は
各
年
六
月
末
日
現
在
ゆ
口
介
。
ッ
・
レ
ヂ
ス
タ

1
調
査
に
基
礎
数
字
を
求
め
て
算
出
せ
る
も
の
に
し
て
、
帆
般
を
不
含
。

〔八・八一)

. ノ、

主主

区ヨ

主主. 
プw

主主. 
ベニ2

三三

(
一
・
ニ
J

(
口
・
九
)

(
D
・八)

(

0

・五)

(
D

・2
)

(

0

・四)

(
旦
・
一
)

(
一
口
・
六
)

一
九
三
三
年
度
内
諜
中
航
洋
定
期
加
と
は
総
屯
数
一
ニ
千
屯
以
上
迷
力
十
二
節
以
上
ρ
も
の
、
航
洋
油
槽
艇
は
総
屯
数
一
千
屯
以
上
の
も

の
、
航
洋
不
定
期
加
と
は
総
屯
数
二
千
屯
以
上
に
し
て
前
二
者
を
除
外
せ
る
も
の
‘
沿
岸
航
路
加
は
総
屯
数
二
千
屯
以
下
の
も
の
に
し

て
‘
漁
工
川
町
、
併
、
良
知
.
其
他
の
特
殊
加
を
含
む
。

z 

回・
D

一. 
ヨ三

三三-
"" 

三五

ju 

へ一
-
D
)

3 

右
の
内
謬
中
‘
現
党
に
は
米
闘
の
航
洋
不
定
期
般
に
閑
却
す
る
も
の
は
大
部
分
定
期
航
路
に
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
又
、
日
本
の
如
き

三主

三五

ー己

Eヨ

一-.¥・
ー司 、三三

ノ、

プミ

(一・一円)

も
、
定
期
航
路
に
配
さ
れ
つ
込
あ
る
も
の
は
、
不
定
期
艇
の
定
期
却
化
穎
著
に
行
は
れ
た
結
果
、
現
在
二
百
宮
内
総
屯
を
越
ゅ
。

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
祭

(
伊
坂
)

ー」y、

-B 

アu

-Cコ

. 
3三

--B 

--B 

。・品

-Cコ

一@四

-
"" 

-cコ

一・口

-cコ

三五

回・昌

四・九

四・回

三三

>'、
t . 

六八・日中

ヅ電電
プ竜之. 
プミミ

六六・四

. 
プ零

(
一
・
0
)

. 
三五
. 五・五

(
一
晶
・
五
)

一
九
九



東
京
商
科
大
皐
研
究
年
報

商
皐
研
究

第
三
日
叫

二

O
O

(2) 

世
界
商
船
隊
の
聡
迭
能
力

然
ら
ば
以
上
の
如
く
に
膨
脹
し
た
現
今
の
世
界
商
賠
除
が
果
し
て
如
何
た
る
程
度
の
載
貨
能
力
乃
至
海
上
輸
送
力
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
共
に
重
要
な
意
義
を
有
つ
に
至
る
。
前
掲
第
二
表
下
欄
に
示
さ
れ
た
一
九
三
三
年
六
月
末
日
現
在
に
於
什
る
主

要
因
商
舶
除
心
構
成
上
の
内
鐸
は
速
力
並
に
舶
型
心
二
円
J
D
観
馳
か
ら
現
今
の
海
上
輸
迭
に
於
け
る
経
済
的
性
能
に
準
捺
し
て
可
及
的
賓

般
に
近
寄
っ
た
数
字
に
大
別
せ
ら
れ
た
も
心
で
あ
る
が
、
右
に
上
る
と
、
航
洋
胎

(
O
B
B
-
mち
山
口
市
町
吉
田
注
目
)
が
五
千
六
百
高
噸
、
特
殊

雑
舶
を
合
む
沿
岸
航
路
舶
(
の
o
g
g
g
)
一
千

O
六
十
高
噸
で
、
そ
の
内
、
航
洋
舶
は
、
定
期
舶
(
口
5
3
)

一
千
七
百
五
十
高
噸
、
不
定

期
胎
(
吋
H
P
B
H
)
4
2
m
m
K
0
2
2
Pご
門
口
町
骨
沼
)
二
千
九
百
七
十
高
噸
、
油
槽
舵
(
、

E
ロ
ga)
八
百
八
十
寓
噸
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
o

市
し
て
、

不
定
期
舶
は
主
と
し
て
大
量
貨
物
注
輸
送
す
る
も
の
で
あ
り
、
油
槽
舶
は
石
油
の
職
誌
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
が
、

所
謂
定
期
的
た
る
も
の
L

中
に
は
客
船

(Hig回
目
口
問
。
ユ
同
日
目
一
)
あ
り
、
貨
客
船

(Hロぢ吋
H
E
a
a
o
-
z
m
g
)
あ
り
、
貨
物
船
(
め
p
d
。-
z
g
)

あ
り
‘
舶
腹
に
分
析
在
要
し
、
此
の
三
者
に
就
き
前
記
一
千
七
百
五
十
寓
噸
を
分
類
す
る
と
、
客
船
四
百
二
十
高
噸
、
貨
客
船
四
百
十
高

へ註

3
〉

噸
、
貨
物
舶
九
百
二
十
高
噸
と
な
っ
て
ゐ
る
。
但
し
貴
際
の
就
航
に
首
つ
て
は
前
記
不
定
期
舶
の
性
能
を
有
す
る
二
千
九
百
七
十
寓
噸
中
、

米
国
に
属
す
る
約
五
百
寓
噸
の
主
要
部
分
は
定
期
航
路
に
配
さ
れ
て
ゐ
る
例
等
が
あ
る
か
ら
、
此
の
貼
は
数
字
上
若
干
の
補
整
を
要
す
る

誇
で
あ
る
が
、
誌
に
は
先
十
本
来
の
性
能
上
類
別
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
之
等
各
種
舶
の
載
貨
能
力
の
現
欣
如
何
と
一
五
ふ
こ

門誌
4
〉

と
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
共
去
の
如
き
算
定
が
先
づ
大
過
な
き
も
の
と
認
む
る
の
で
あ
る
。



第
三
夫

世
川
作
船
腹
の
載
貨
能
力

高日

世1
ー界|

7L福住|ぷ
同 1--
羽 I
J凶

同|竺
I-J公

0 載I~ι 
二?貸l介、
1 量カノ
島土

最
噸

，..--'、ーーーー、
j~ 航
岸持
航 t1-

路 艇
加 一一一」一一、
三泊不 定
特定 1相
手事 :1m引
雑船艇

雪槽~ jl{吉一容
含 物物客

.f.iTL 

乙泌 !15般舵

O 一一
ゴヰ五八

一. 
一一

七
・
五

一0
・四

三
五
・
九

一一・五

八
・
五

メ》、
ι二3

計

四
五
・
凶

六

0

・。

航
洋
定
期
般
は
総
屯
数
ゴ
一
千
屯
以
上

ρ
加
型
を
有
し
、
且
っ
そ
O
内
O
客
般
は
航
海
速
力
一
六
・
五
節
以
上
、
貨
客
般
は
一
四
乃
至
一w 

(
備
考
)

世

阿界i一
三百如!九

一語版|三
噸 lニ

同{う:
上lハ
却 IJヲ
工古完liこ
)極力
E且

f貴
明

四

問
。
七

比

較

世
界
創
出
版

官
寓
納
噸

一一・一一一
一
・
九

一
・
七

七
・
八

七
・
四

O 
一
一. 
一

型|増
?百莞|減
互王寓 H 
重力
噸

一一・五四

一
二
・

o
0
・五

コ二・
O

ム
ハ
・
五
節
、
貨
物
艇
は
一
二
乃
至
一
四
節
の
各
航
海
速
力
を
標
準
に
分
類
せ
ら
れ
・
航
洋
不
定
期
加
は
総
屯
数
二
千
噸
以
上
、

未
満
の
も
の
.
航
洋
油
槽
般
は
総
噸
数
一
千
屯
以
上
の
も
の
‘
沿
岸
航
路
磁
は
総
屯
数
二
千
屯
未
満
に
し
て
‘
以
上
に
含
ま
れ
ざ
る
も

の
な
り
。
但
し
、
表
中
不
定
期
加
に
属
す
る
約
七
百
五
十
高
総
屯
、
約
一
千
一
一
円
高
重
量
屯
は
米
図
に
於
て
海
洋
に
太
湖
に
夫
#
定
期

え4

一
二
・
八

2 

航
路
に
配
せ
ら
れ
る
等
に
て
・
現
貨
に
は
今
日
所
謂
不
定
期
加
は
職
前
に
比
し
扱
婚
し
居
る
に
非
ず
。

各
載
貨
力
算
定
の
基
礎
は
、
定
期
貨
客
船
、
定
期
貨
物
姥
・
不
定
期
却
に
就
い
て
は
シ
ツ
ピ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
の
調
査
に
よ
り
・
定
期

客
船
は
総
屯
数
の
二
割
、
油
槽
却
は
同
十
六
割
五
歩
、
沿
岸
航
路
加
は
一
九
一
四
年
に
於
て
総
屯
数
の
八
割
、
一
九
三
三
年
同
八
割
五

歩
と
し
て
計
算
せ
り
c

，、
J 

帆
般
は
本
表
中
に
不
合
。

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
以
)

二
九
・
七

四
九
・

o

八
@
八

一
四
・
五

一O
@
六

九
-
O

司、司、白、

」
/
」
/
。
」
ノ

九
一
・

o

O 



京
一
以
商
科
大
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学
研
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報

商
皐
研
究

筑

波

O 

此
の
第
三
表
の
一
不
す
底
に
撮
れ
ぽ
大
戦
直
前
に
於
け
る
位
界
の
汽
舶
並
に
内
燃
機
舶
の
載
貨
能
力
六
千
高
重
量
噸
(
一
重
量
噸
は
二
、

二
四

O
封
度
)
は
現
今
に
於
て
九
千
一
百
高
噸
、
印
ち
三
千
一
百
寓
噸
、
約
五
割
の
増
大
に
時
間
り
、
若
し
誌
に
現
在
の
世
界
商
船
隊
の
会

部
が
犬
々
満
舶
に
て
同
時
に
海
上
出
廻
り
貨
物
を
積
取
っ
た
と
す
れ
ば
、
費
に
一
一
増
大
約
九
千
高
英
噸
を
共
の
舶
腹
に
満
し
得
、
そ
の
内
、

航
洋
定
期
舶
の
性
能
を
有
す
る
も
白
に
於
て
一
千
八
百
五
十
高
英
噸
、
航
洋
不
定
期
舶
の
性
能
を
有
す
る
も
白
に
於
て
四
千
九
百
高
英
噸
、

油
槽
舶
に
於
て
一
千
四
百
五
十
高
英
噸
の
石
油
、
沿
岸
航
路
舶
に
於
て
は
漁
船
英
他
の
特
殊
舶
等
海
上
運
送
に
闘
典
せ
ざ
る
も
の
を
除
い

て
九
百
高
英
噸
を
夫
々
輪
詮
し
件
る
こ
と
に
な
る
が
、
貴
際
の
輪
詮
に
蛍
つ
て
は
焚
料
給
水
某
他
舶
用
品
の
積
込
を
要
す
る
か
ら
‘
仮
令

漏
舶
の
場
合
と
離
も
、
以
上
の
漏
般
職
選
力
が
夫
々
一
割
乃
至
そ
れ
以
上
を
常
に
減
殺
せ
ら
れ
、
従
而
、
全
慢
と
し
て
は
凡
そ
八
千
蔦
英

噸
程
度
の
海
上
貨
物
を
世
界
の
現
船
腹
が
同
時
に
輸
送
し
得
る
能
力
を
有
つ
も
の
と
観
ら
れ
る
。
尤
も
普
通
舶
舶
は
一
ヶ
年
の
内
一
ヶ
月

は
入
渠
修
絡
の
君
共
一
の
期
間
航
路
よ
り
脱
退
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
更
に
又
、
現
時
の
如
き
不
況
時
代
に
は
後
誌
の
如
く
世
界
に
多
量
り

繋
舶
が
あ
る
ぽ
か
り
で
な
く
、
航
行
中
の
も
の
と
臨
も
片
航
空
胎
乃
至
、

b
T
載
航
海
の
飴
儀
な
き
も
の
も
亦
掛
か
ら
や
J

、
貴
際
活
用
さ
れ

居
る
輪
法
能
力
は
謹
に
右
の
数
字
よ
り
小
な
る
べ
き
こ
と
言
を
侠
た
な
い
。
而
も
前
項
に
述
べ
ら
れ
た
如
き
航
海
諸
僚
件
の
革
新
に
よ
っ

て
戟
前
よ
り
迭
に
迅
速
に
、
従
市
叉
、
同
一
量
の
貨
物
を
輸
送
す
る
場
合
に
も
戦
前
よ
り
は
遣
に
少
量
の
船
腹
を
以
て
之
が
海
上
轍
迭
を

途
げ
得
る
能
力
を
ぽ
現
時
の
世
界
商
舶
除
は
具
有
す
る
に
至
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

市
し
て
、
此
の
海
上
輸
送
力
の
琵
展
に
闘
し
て
は
、
後
段
世
界
貿
易
近
欣
の
討
究
に
際
し
て
、
不
可
離
の
劃
象
要
件
と
な
る
虚
で
あ
る

が
、
此
の
胎
舶
の
輪
活
力
の
算
定
に
闘
し
で
は
従
来
欧
洲
に
於
て
も
殆
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
借
腹
調
節
論

の
如
き
最
も
右
算
定
の
慎
重
を
要
す
る
も
の
に
あ
っ
て
も
、
構
成
者
に
よ
り
例
へ
ば
世
界
船
腹
綿
噸
敢
に
一
・
六
五
を
乗
じ
た
る
も
の
を



以
て
直
に
世
界
舶
舶
の
載
貨
重
量
噸
な
り
と
仮
定
す
る
如
き
可
成
杜
撰
た
方
法
が
採
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
綿
噸
教
の
十
六

割
五
歩
一
を
以
て
載
貨
能
力
を
概
算
す
る
方
法
の
如
き
は
従
来
久
し
き
に
渉
っ
て
屡
々
行
は
れ
る
虚
で
あ
る
け
れ
共
、
そ
れ
は
大
量
貨
物
輸

迭
を
目
的
と
す
る
所
謂
不
定
期
舶
乃
至
油
槽
舶
の
場
合
大
教
的
に
概
略
受
賞
な
る
を
得
る
に
止
り
、
若
し
此
の
系
数
よ
り
一
九
三
三
年
の

世
界
舶
腹
六
千
六
百
六
十
寓
純
噸
の
載
貨
力
を
一
千
一
百
寓
重
量
噸
と
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
飴
り
に
過
大
た
算
定
と
し
な
け
れ
ぽ
な

ら
た
い
。

(3) 

世
界
商
船
隊
の
活
動
扶
態

前
二
項
に
於
て
は
世
界
商
酷
隊
の
護
展
と
現
陣
容
並
に
そ
の
輪
選
能
力
に
闘
す
る
概
要
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
弐
に
然
ら
ぽ
此

の
全
世
界
の
商
船
隊
が
現
費
に
如
何
な
る
活
動
献
態
に
あ
る
か
を
究
め
る
要
が
あ
る
。
け
れ
共
、
此
の
調
査
の
完
壁
は
現
在
の
庖
最
も
困

難
を
極
む
る
も
の
で
あ
っ
て
、
唯
、
定
期
舶
に
闘
し
て
最
近
我
が
日
本
郵
舶
曾
祉
の
貴
重
な
努
力
に
よ
り
、
精
細
な
配
船
調
査
が
逢
げ
ら

れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
大
い
に
意
を
強
く
す
る
も
の
が
あ
る
。

以
下
、

一
九
三
四
年
一
月
一
日
現
在
を
目
標
と
し
て
世
界
商
船
隊
の
活
動
費
況
を
概
観
し
て
見
る
と
、

一
九
三
三
年
六
月
末
日
の
帆
舵

を
含
む
世
界
船
腹
六
千
七
百
九
十
寓
綿
噸
は
同
年
下
今
期
に
於
て
例
年
に
比
し
解
僅
舶
以
外
に
多
く
約
百
三
十
寓
噸
に
達
す
る
見
込
に
て
、

之
に
海
難
全
損
舶
を
加
へ
約
百
五
十
高
噸
を
減
じ
居
り
、
且
つ
経
済
的
理
由
に
基
き
航
路
よ
り
脆
退
し
居
る
所
謂
繋
舶
が
九
百
十
寓
噸

(
後
掲
第
七
表
参
照
)
に
及
び
届
る
を
以
て
、
結
局
現
に
就
航
中
の
船
腹
は
約
五
千
七
百
三
十
高
噸
と
な
る
が
、
そ
の
内
、
定
期
舶
の
就
航

一
千
八
百
六
十
高
噸
、
不
定
期
舶
白
就
航
約
二
千
寓
噸
、
油
槽
舶
の
就
航
八
百
高
噸
弱
、
沿
岸
航
路
舶
は
、

一
般
沿
岸
航
路
に
就
航
の
も

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)
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東
京
商
科
大
拳
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報

商
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中
研
究

第

鋭

コ
O
四

の
約
六
百
高
噸
、
漁
船
其
他
の
特
腫
舵
の
就
航
二
百
二
十
寓
噸
、
別
に
北
米
太
湖
就
航
船
二
百
五
十
寓
噸
(
但
し
冬
季
氷
結
中
休
航
)

〈
註
6
)

略
算
定
さ
れ
る
。

と
大

更
に
今
、
右
の
中
、
世
界
海
上
貿
易
に
最
も
直
接
的
に
閥
興
す
る
航
洋
般
に
就
て
定
期
舶
、
不
定
期
舵
、
油
糟
舵
白
各
別
に
就
航
欣
況

を
見
る
と
弐
の
如
く
で
あ
る
。

(司

定

期

艦

定
期
舶
の
最
も
多
数
に
就
航
し
て
ゐ
る
の
は
大
西
洋
で
あ
り
、
就
中
、
大
西
洋
横
断
航
路
に
就
て
著
し
く
、
印
ち
、
南
北
米
と
蹴
洲
並

に
阿
弗
利
加
と
白
聞
に
配
舶
せ
ら
れ
居
る
も
の
は
総
計
約
六
百
四
十
高
噸
(
某
の
内
、
約
百
寓
噸
は
巴
奈
馬
を
越
え
太
平
洋
岸
へ
配
拙
)

之
に
世
界
一
周
航
路
の
横
断
船
四
十
五
高
噸
、
巴
奈
馬
経
由
の
欧
例
大
洋
側
向
約
四
十
高
噸
の
横
断
等
の
各
一
部
的
通
航
、
吏
に
南
北
米

間
並
に
欧
阿
聞
の
縦
断
航
路
に
於
け
る
約
二
百
高
噸
、
乃
至
北
米
東
西
沿
岸
間
(
巴
奈
馬
運
河
経
由
)
の
就
航
船
、
共
他
献
酬
の
大
西
洋

岸
沿
岸
航
路
配
舶
等
を
合
す
る
と
、
貴
に
現
下
世
界
に
就
航
中
の
定
期
舶
の
大
半
に
古
る
大
約
一
千
高
綿
噸
に
上
る
配
舶
が
大
西
洋
に
於

て
行
は
れ
居
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
、
正
に
世
界
溝
運
の
第
一
一
線
た
る
名
に
反
か
な
い
Q

殊
に
敵
米
間
北
大
西
洋
航
路
の
配
舶
は
四
百
五
十

寓
噸
を
占
め
、
客
船
に
於
て
は
世
界
的
優
秀
快
速

E
舶
の
大
部
分
が
集
中
せ
ら
れ
、
貨
物
舶
に
於
て
も
綿
密
な
定
期
航
路
網
が
張
ら
れ
て

ゐ
る
震
に
、
此
の
方
面
に
は
北
米
加
奈
陀
の
欧
洲
向
穀
物
と
一
式
ふ
大
量
貨
物
が
多
量
出
廻
る
に
不
拘
、
不
定
期
舶
の
割
込
飴
地
は
現
今
極

め
て
僅
少
部
分
に
と
ど
ま
っ
て
ゐ
る
。

乍
然
、
定
期
舶
の
大
西
洋
航
路
程
皆
難
は
今
日
世
界
の
何
れ
の
部
分
に
於
け
る
よ
り
も
甚
し
く
、
放
行
者
‘
移
民
の
激
減
は
必
然
客
舶

の
活
動
を
著
し
く
衰
退
せ
し
め
、

レ
日
ワ
イ
ア
ザ
ン
を
は
ぢ
め
多
数
の
著
名
舶
が
繋
船
又
は
観
光
舵
と
化
し
て
航
路
を
脱
退
し
、
従
市
、
配
船



頻
度
は
一
般
に
非
常
な
低
下
を
示
し
、
僅
少
な
新
銃
快
速

E
船
と
低
廉
主
義
の
二
級
、
三
級
船
中
に
活
色
あ
る
を
見
る
の
み
で
あ
っ
て
、

貨
物
舶
の
分
野
に
於
て
も
甚
し
き
は
所
有
舶
の
殆
ん
ど
全
部
を
繋
船
し
て
ゐ
る
如
き
舎
祉
が
一
、
二
に
と
ど
ま
ら
ぬ
程
の
惨
況
に
あ
る
。

失
に
著
し
い
も
の
は
蹴
洲
東
洋
聞
の
印
度
洋
を
中
心
と
す
る
配
舶
で
、
約
四
百
高
噸
を
越
え
る
が
、
そ
の
内
、
欧
刑
亜
細
亜
間
(
蘇
土

運
河
経
由
)
三
百
寓
噸
飴
(
内
語
、
極
東
欧
洲
間
百
四
十
三
高
噸
、
甫
洋
欧
洲
間
五
十
六
寓
噸
、
印
度
波
斯
樽
蹴
測
間
百

O
六
寓
噸
)
、

敵
洲
大
洋
刑
聞
が
蘇
土
経
由
六
十
五
高
噸
、
甫
阿
経
由
四
十
五
寓
噸
で
あ
る
。
勿
論
此
の
方
面
の
諸
航
路
に
於
て
も
現
在
は
可
成
配
舶
減

と
な
っ
て
ゐ
る
u

太
平
洋
横
断
航
路
の
配
枯
歌
態
は
現
下
第
三
位
に
あ
っ
て
、
北
太
平
洋
の
百
五
十
寓
噸
は
大
部
分
極
東
北
米
聞
の
就
航
舶
に
麗
し
、
且

つ
其
の
約
牛
ば
巴
奈
馬
運
河
を
通
過
し
て
北
米
大
西
洋
岸
に
出
で
、
南
太
平
洋
に
於
て
は
北
米
大
洋
洲
聞
の
二
十
七
蔦
噸
(
そ
の
内
、
約

A
T
は
大
西
洋
岸
よ
り
己
奈
馬
運
河
経
由
)
並
に
嚢
に
記
さ
れ
た
る
巴
奈
馬
経
由
欧
洲
大
洋
州
問
。
約
四
十
寓
噸
の
配
舵
あ
り
、
合
計
二
百

十
数
高
噸
に
遣
し
、
尚
ほ
師
誠
世
界
一
周
航
路
に
よ
る
横
断
舶
四
十
五
高
噸
の
航
行
も
あ
り
、
極
東
大
洋
洲
問
、
甫
北
米
太
平
洋
岸
聞
の

各
縦
断
航
路
に
も
二
十
高
噸
以
上
の
配
舶
が
あ
っ
て
、
近
来
太
平
洋
上
白
交
通
は
長
是
の
護
展
を
一
部
し
、
大
西
洋
の
不
振
に
謝
比
し
て
濁

り
特
異
の
現
象
を
呈
し
つ
与
あ
る
が
、
就
中
顕
著
に
看
取
し
得
る
の
は
北
太
子
洋
横
断
航
路
に
於
け
る
日
本
優
秀
新
鋭
舶
の
往
来
頓
に
旺

盛
た
る
と
と
是
で
あ
る
。

近
時
世
界
海
運
貿
易
D

数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

O 
五
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第
四
表

世
界
定
期
舶
の
配
舶
朕
況

I 

-

歌

川

河

『
東
岸

i
~
l
i
l

-

-

ア

フ

リ

カ

司

「

北

米

(

，

ー

一

一

西

岸

|

「

欧

洲

問

-

{

ア

フ

リ

カ

問

「
大
西
洋
横
断
航
路
一

i
ミ

「

東

岸

|

欧

洲

問

一

一

ー

l

i

{

西

岸

l
欧

洲

間

一

二

ニ

角

航

路

大

西

洋

方

面

{

小

計

一

「

東

岸

問

一

『

北

米

東

岸

l
南

米

(

一

一

{

西

岸

問

F

大

西

洋

縦

断

航

路

戸

、

，

一

:

i

「
東
岸
問

戸
諮
問

F
M
H
γ
l
ア
フ

F
カ
へ

ー

{

西

岸

問

小

計

『

極

東

問

一
東
岸
|
日
南
洋
・
印
皮
問

一

戸

濠

洲

・

新

西

蘭

問

北
米
一
一

「

極

東

問

F

西
岸

l
一

印

度

問

F

濠
洲
・
新
西
蘭
問

岸
|
極
東
問

岸
ー
極
東
問

II 

「
大
平
洋
横
断
航
路

大
卒
洋
方
面
一

へ
一
九
三
二
年
十
二
月
)

隻

四
四
六
一一六

一
二
回一一一

二

O

一
一一一一一七

八
三
九
八
四

一ニ

O

二
二

O

三
回

O
八

O
一一一一一一一一

六
六X
 
J
 

一
五一一一一一一

総
噸

四、

oz二
、
八
二
六

一
五
二
、

O
四
一

八
一
八
、
一
七
九

一
回
、
六
四
八

一
、
四
七
回
、
一
一
七

二
一
七
、
一
八
九

二
五
、
七
三
三

六
、
七
三
三
、
七
三
三

四
三
九
、
二
七
七

三
五
・
七
四
六

}
九
三
、
五
九

O

一
、
二
九
七
、
五
八
四

一
、
九
六
六
、
一
九
七

五
七

0
・
九
二
五

一
九
一
、
八
二
九

一
三
八
、
六
五
二

五
五
九
、
二
六
四

四
二
、
九
八
五

一
五
一
二
ユ
五
岡

一
五
、
三
八
四

二
七
、
八
五
四

一一

O
六

(
一
九
三
三
年
十
二
月
)

隻

総

噸

四
三
九
三
、
七
六
九
、
六
七
七

一ニ

O

一
七

O
、
八
一
三

一一

O

七
二
一
、
一
七
四

三

一

五

、

0
0
0

二
一
四
一
‘
五
ゴ
一

O
、
四
三
二

三

三

二

二

O
、
二
七
三

三

二

一

、

二

四

O

八

三

ニ

六

、

四

三

O
、六

O
九

一
O
九
五
二
六
、
五
一
一
一
一

九

五

0
.
三
二
八

二

五

一

六

八

、

九

三

凶

一
一
一
一
一
一
、
二
七
七
、
一
七
三

三

六

四

二

、

O
二
二
、
九
四
八

七

九

五

五

O
、
九
五

O

二
九
一
七
五
、
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
ニ

O
二
一
二
二

七

五

六

三

六

、

六

三

二

八

四

八

二

一

一

六

-

六

)

四

0
.
五
五
二

八

六

二

、

七

六

三

三

二

七

、

八

五

四



m 

一
一
倣
洲
(
巴
奈
馬
経
由
)

f

濠

洲

・

新

西

蘭

問

小

計

、

『

東

岸

問

{
北
米
西
洋
[
南
米
(

一

戸

丙

岸

問

r

大

卒

洋

縦

断

航

路

一

南

洋

i
極

東

問

戸
液
洲
・
新
商
蘭

l
極

東

問

パ

ハ

サ

-

一

一

一

U

『

欧

洲

|

極

東

問

「

一

猷

亙

航

(

一

戸

欧

洲

|

南

洋

・

印

度

問

一

『

蘇

士

経

由

一
欧
濠
航
路
(
欧
洲
・
濠
洲
新
商
蘭
間
)

d

印

度

洋

方

面

~

{

南

阿

経

由

一

-

極

東

問

一

‘

ア

フ

リ

カ

|

{

南

洋

・

印

度

問

F

共

他

一

月

濠

洲

問戸

印

皮

l
極

東

問

小

計

「

東

廻

り

世
界
一
一
周
航
路
・

戸

丙

一

廻

り

「
欧
洲
一
紅
海
諸
航
路

一
北
米

P

其

他

局

部

航

路

:

:

(

一
極
東

ρ

{
濠
洲
・
新
西
蘭
H
H

IV V 

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

二
六

O一O一四
コ一五
一一六
八
五

一
八
五

一
一
三
五
六
七
四
六五

一一一
四
八

六
0
0五

六
O
六
五

一一一一一

一一一一一一
六
五

二
八
九
.
五
七
九

一
、
九
八
七
、
八
二
六

五
七
、
四
一
二

五
七
、

O
一ニ二

二
0
0
、
一
二
ニ

一
五
八
、
八
四
五

四
七
三
、
四

O
二

一
、
王
国
八
、
二
九
五

一
、
七

O
二
、
八
六
八

七
三
九
、
四
六
七

三
九
一
二
ハ
八
一

四
七
、
一
ニ
七
九

五
五
、
五
五
五

一
0
.
一
五
九

三
七
八
、
二
六
七

回
、
七
七
三
、
六
七
一

一
一
二
、
九
二
七

四

O
九
.
九

O
四

四
四
一
、
八
三
一

三
五
四
、
一
八
二

一、一一一

O
九、

O
九
一

一
八
九
、
六
七
一

(
不
詳
)

こ
七
九九

一
四
四
六
一一六
九
五

一
七
一

二
一
七
五
七
五
六一一一

一
六

四
五

五
六
七五

六

O
六
五

二

O
三

二
五
三
九
七
二

O 九

一
八
六
、
一
一
一
八
八

二
、
一
一
息
八
、
九

O
九

五

O
、
五
九
五

五
一
‘
一
九
四

二
四
六
、

O
一
九

一
五
九
、
七
四
一

五

O
七
‘
五
四
九

一
、
四
二
九
、
一
九
七

一
、
六
二
回
、
九
五
九

六
四
九
、
二
四
九

四
四
六
、
八
九
八

二
-
、
七
六
八

八
八
二
ニ
一
九

一
O
、
一
五
九

二
六
二
、

O
一
五

回
、
亙
=
=
一
、
五
六
回

コ
二
、
九
二
七

四
一
四
、
一
五

O

四
四
六
、

O
七
七

五
九
一
」
ハ
九
一

一
、
五
四
三
二
ニ
二
五

二
七
三
、

O
一
八

一
O
六
、
四
九
一

O 
-じ
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第

続

O 
/1.. 

総心、

計官十

四
一
八

二
、
六

O
七

一
、
八
五
二
、
九
四
四

一
八
‘
ニ
ニ
九
、
六
一
八

五
七
三

ニ
‘
七
七
五

二
、
五
一
四
.
五
二
五

一
八
.
六
一
三
、
一
八
-

(
備
考
)

本
表
は
日
本
郵
船
曾
枇
の
調
査
数
字
を
基
礎
と
し
て
作
成
せ
り
。

2 

こ
っ
以
上
の
方
面
に
跨
る
航
路
は
其
の
中
の
最
主
要
配
船
方
面
白
部
に
属
せ
し
め
た
り
。

4 

3 

内
閣
水
路
、
例
之
、
北
米
大
湖
、
楊
γ
T
江
仙
寺
の
定
期
配
加
は
本
表
中
に
不
合
。

4 

局
部
航
路
は
郵
船
調
査
に
あ
る
も
の

L

与
を
含
む
。

(b) 

不

定

期

舵

世
界
の
航
洋
不
定
期
舶
は
前
越
の
如
く
時
下
約
二
千
高
純
噸
(
重
量
噸
敢
に
し
て
約
三
千
三
百
寓
噸
)
就
航
中
で
あ
る
が
‘
そ
の
配
給

方
面
別
の
数
字
を
見
出
す
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
り
、
叉
仮
令
そ
れ
を
一
定
の
時
日
に
於
て
算
出
し
特
た
り
と
す
る
も
、
貫
録
は
飴
り
大

で
た
い
。
査
し
、
所
謂
不
定
期
舶
な
る
も
の
は
、
定
期
舶
の
如
く
一
定
の
殻
着
時
日
並
に
寄
港
地
に
正
規
に
配
舶
せ
ら
る
ι

‘
う
も
の
で
な
く
、

刻
々
に
費
化
ナ
る
世
界
各
地
の
船
腹
需
要
に
臨
じ
て
配
舵
せ
ら
れ
る
謂
ぽ
「
栴
の
タ
ク
シ
ー
」
で
あ
り
、
世
界
各
方
面
に
於
け
る
不
定
期

船
舶
腹
の
所
在
は
時
々
刻
々
に
費
化
す
る
故
に
他
た
ら
た
い
。
従
而
亦
、
此
の
不
定
期
舶
の
経
径
は
海
運
業
の
内
で
も
特
に
世
界
経
済
の

動
向
に
最
も
尖
鋭
な
紳
経
の
費
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

乍
然
、
そ
の
不
定
期
舶
の
舶
腹
需
要
を
起
す
も
の
は
、
主
と
し
て
運
賃
負
捨
能
力
の
大
た
ら
ざ
る
大
量
貨
物

(
Z
-
s
g
dる
で
あ
り
、

就
中
、
今
日
生
産
地
よ
り
消
費
地
へ
比
較
的
遠
距
離
聞
の
輪
迭
を
要
す
る
矯
に
世
界
的
に
常
に
最
も
多
量
の
舶
腹
を
需
要
す
る
も
の
は
穀

物
で
あ
る
が
、
此
の
穀
物
等
に
就
て
見
て
も
近
年
各
積
出
港
に
は
漸
次
グ
レ
ー
ン
・
ヱ
レ
ヴ
ェ
ー
ダ
l
(
の
お
宮
巾

-2伊丹
0
4
乃
至
英
他
貯

賦
防

340H)
の
設
備
損
充
の
緒
に
つ
き
、
牧
獲
期
に
際
し
て
奥
地

tり
殺
到
す
る
出
廻
り
に
謝
し
て
も
往
時
の
如
く
一
時
に
英
方
面
へ



舵
腹
を
軒
寝
せ
し
め
て
積
取
る
の
要
薄
ら
ぎ
、
次
第
に
四
時
平
均
し
て
積
取
る
様
に
な
っ
た
Q

之
貫
に
最
近
鯨
著
た
事
象
に
開
局
す
る
「
不

ラ

ム

守

l

ラ
，
q
T
1

定
期
舶
の
定
期
船
化
」
の
可
能
(
例
之
、
前
掲
第
三
表
に
徴
し
て
も
、
世
界
舶
腹
の
増
大
に
不
拘
、
米
園
を
除
い
た
世
界
の
不
定
期
舶
は

鞍
前
世
界
全
般
腹
の
四
割
を
示
せ
る
に
、
現
今
で
は
三
割
三
歩
に
減
じ
て
ゐ
る
)
の
一
大
理
由
と
な
る
の
み
な
ら
歩
、
生
産
地
及
び
又
は

需
要
地
の
豊
凶
に
左
右
せ
ら
る
L

場
合
の
他
、
不
定
期
舶
の
配
舶
を
著
し
く
非
季
節
的
に
平
均
化
す
る
に
役
立
っ
て
ゐ
る
。

さ
れ
ぽ
、
此
の
穀
物
の
移
動
に
就
て
不
断
に
注
闘
を
怠
ら
ぬ
こ
と
は
不
定
期
舶
の
活
動
欣
態
の
最
主
要
部
に
通
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

而
し
て
、

そ
の
内
で
最
も
世
界
的
に
大
き
た
流
れ
は
欧
洲
へ
向
て
集
ま
る
北
米
の
小
委
、
甫
米
の
小
委
及
び
玉
萄
黍
、
南
阿
の
玉
萄
黍
、

黒
海
及
ダ
ニ
ュ

1
プ
の
小
妻
、
玉
萄
黍
、
共
他
雑
穀
、
印
度
及
極
東
の
米
、
種
子
類
、
豆
類
、
濠
洲
の
小
委
等
で
あ
る
が
、
就
中
、
頭
角

を
抜
く
の
は
北
米
積
と
南
米
積
と
で
あ
る
。
け
れ
共
、
暴
に
一
呂
田
せ
る
如
く
北
米
積
は
今
日
多
く
定
期
貨
物
舶
の
活
動
範
固
に
蹄
属
す
る

露
で
あ
り
、
南
米
積
の
み
が
不
定
期
舶
の
掌
中
に
残
さ
れ
て
居
て
、
世
界
に
此
の
右
に
山
内
や
る
不
定
期
船
消
化
の
大
市
場
た
し
と
さ
れ
て

ゐ
る
。
従
而
又
、
リ
ヴ
ア
I
・
プ
レ
ー
ト

l
英
駄
大
陸
旦
同
門
司
¥
門
戸
内
・
件
。

c
E
5己
)
の
刻
A

の
倫
敦
に
於
け
る
成
約
運
賃
は
世
界
不
定

期
舶
運
賃
市
場
の
「
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
と
目
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
甫
米
積
を
は
じ
め
前
記
諸
方
面
か
ら
の
欧
刑
向
穀
物
積
取

成
約
量
は
弐
の
第
五
表
に
見
る
如
く
最
近
三
ヶ
年
間
に
一
、
一
ト
の
例
外
を
加
と
し
て
、
各
れ
も
約
三
割
以
上
の
減
少
を
来
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
不
況
は
不
定
期
舶
の
分
野
に
於
て
も
決
し
て
手
続
く
持
さ
れ
る
道
理
が
な
い
。

世
界
不
定
期
舶
の
主
要
な
活
動
匹
域
は
現
在
柄
ほ
幾
多
数
へ
ら
れ
る
o

例
へ
ば
、
欧
刑
内
に
於
い
て
は
夏
季
北
臥
木
材
の
積
取
、
石
山
京
、

鏡
石
の
運
送
あ
り
、
更
に
欧
洲
向
瓜
陸
、
玖
璃
、

モ

l
リ
シ
ア
ス
の
砂
糖
積
取
等
も
あ
る
。
又
、
東
洋
.
を
中
心
と
す
る
も
の
に
も
、
欧
洲

向
満
州
大
一
旦
輪
設
、
北
米
太
平
洋
岸
の
小
妻
、
木
材
、
濠
洲
小
察
、
瓜
庄
糖
、
蘭
買
、
西
貢
、
盤
谷
の
米
、
阿
弗
利
加
の
醸
.
南
洋
各
地
よ

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

O 
九
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4袋

り
の
鏡
石
並
に
燐
瞭
等
以
上
の
極
東
向
輪
設
、
其
他
北
洋
材
、
石
決
、
農
産
物
、
原
料
品
等
の
極
東
内
近
海
出
廻
り
等
に
多
量
の
不
定
期

二一

O

に
あ
る
o

船
舶
腹
を
泊
化
せ
し
め
て
居
り
、
就
中
、
現
今
此
の
東
洋
中
心
の
大
量
貨
物
運
詮
に
於
け
る
日
本
不
定
期
舶
の
活
動
は
全
く
懸
一
倒
的
勢
力

然
し
な
が
ら
日
本
を
除
く
世
界
の
不
定
期
船
隊
、
特
に
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
英
園
を
は
ぢ
め
欧
酬
の
不
定
期
舶
除
は
今
や
前
述
の
様

に
幹
線
的
欧
訓
向
穀
物
航
路
の
不
味
に
よ
っ
て
極
度
に
陰
惨
た
空
気
の
中
に
坤
吟
し
て
ゐ
る
。

北

『
太
平
洋
岸
積

米
(戸
大
西
洋
岸
積

南
米
(
ア
ル
ぜ
シ
チ
ン
)
積

南

阿

黒
海
及
ダ
ニ
ュ

l
プ
積

印

度

及

極

東

積

濠

昔日

A 
ロ

ふ
』
4
ニt
E
U

本
表
は
り
と
J
]
T
4
H
a
m
r汁
同
庁
間
一
切
符
3
H
L《
》

E
B
最
近
三
ヶ
年
分
に
就
き
・
倫
敦
不
定
期
般
海
運
市
場
に
於
て
成
約
せ
ら
れ
た
る
毎
月

D
H
Sー

一
四
、
一
七
二
、
O
七
五

(
備
考
)

第
五
表

不
定
期
船
積
欧
刑
向
穀
物
輪
選
成
約
量
近
況

四

九

一
、
五
七
一

積

七二

O
ニ

積

一一
一一

九

年

三
一
五

一、
一一一一一一

三
九
九O 

三
二
七

二
、
六
七

九

年

四隻

て
O
八

O

三
三
七
'

三
二
九

七

一一. 
一一一一一

Emo
出
。
。
主
出
向
を
取
帽
踏
め
た
る
も
の
に
し
て
.
各
年
数
字
の
上
欄
は
積
取
舵
数
.
下
欄
は
積
取
貨
物
量
を
一
不
ナ
。

一一一. 
一
一一一

四

九隻

英
噸

一五一ニ、九
0
0

一
、
六
四
0
・
八
五

一
0
.
四
六
四
、
九
0
0

問
、
=
二
九
、
五
五
O

一
、
四
三
六
、
0
0
0

二
二
ニ
七
二
、
一

O
O

ご

0
・
五
八
七
、
三

O
一ニ

ノ、
八隻

主
〈
噸

五
O
一一一、四
0
0

二
、
五
二
七
‘
六
一
九

八
.
九
一
一
一
入
、
九
五

O

二
、
四
二
三
、
二

0
0

一
、
五
九
一
、
二

0
0

二
、
三
O
七
、
四
五
O

一
八
‘
二
九
一
、
八
一
九

九

年

実
噸

一
七
五
、
九
0
0

一
、
一
七
二
、
五
九
五

七
.
三
六
九
、
八
八
O

ーヒ

一
一
四
.
九
0
0

二
、
一
一
六
、
八
五

O

二、
O
一
ニ
九
、
七
五
O

て
一
八
二
、
二

0
0



(め

池

槽

舶

現
下
八
百
八
十
高
椋
噸
の
世
界
航
洋
油
槽
舶

ω所
属
は
矢
張
り
他
の
一
般
商
舶
と
同
様
に
定
期
舶
主
と
不
定
期
舶
主
と
の
如
く
大
別
し

得
る
が
、
油
槽
の
場
合
に
あ
っ
て
は
前
者
に
属
す
る
も
の
は
石
油
合
祉
の
四
百
四
十
寓
噸
(
そ
の
内
、
米
闘
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
系
二
百
十
寓

噸
、
英
園
の
ロ
イ
ア
ル
・
グ
ッ
チ
シ
ェ
ル
系
八
十
五
高
噸
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
グ
ソ
ン
系
五
十
三
寓
噸
と
、
此
の
三
大
石
油
ト
ラ
ス
ト
で
約

三
百
五
十
寓
噸
を
所
有
)
と
各
園
政
府
所
有
の
六
十
高
噸
(
そ
の
内
、
英
国
二
十
二
高
噸
、
米
園
十
四
寓
噸
、
露
国
十
高
噸
、
其
他
約
十

五
高
噸
)
と
が
あ
り
、
後
者
に
麗
す
る
も
の
に
は
単
に
油
槽
舶
の
所
有
乃
至
運
航
の
み
を
猫
自
に
皆
む
所
謂
自
由
油
槽
舶
主

2
2
g
u
r
2

。
当
H
H

巾
門
出
)
の
三
百
八
十
寓
総
噸
(
そ
の
内
、
諾
威
百
五
十
寓
噸
、
英
園
六
十
六
寓
噸
、
伊
太
利
二
十
七
高
噸
、
帥
園
二
十
一
蔦
噸
、
米
園

二
十
寓
噸
、
共
他
約
九
十
高
噸
)
が
あ
る
が
、
後
者
の
所
属
船
腹
は
概
し
て
前
者
と
の
傭
舶
乃
至
運
送
契
約
に
よ
っ
て
動
い
て
ゐ
る
の
で

あ
っ
て
、
荷
主

(ωzgmる
で
あ
る
石
油
舎
祉
乃
至
政
府
そ
れ
自
樫
が
、
既
に
世
界
全
航
洋
油
槽
舶
の
大
卒
を
所
有
し
、
且
つ
残
る
他
。

油
槽
船
腹
に
劃
し
て
強
い
支
配
力
を
保
有
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、

一
般
海
運
兆
と
大
い
に
趨
を
異
に
す
る
現
象
で
あ
る
。

此
の
特
異
た
現
象
は
殊
に
近
年
の
油
槽
船
腹
膨
脹
の
理
由
に
関
聯
し
て
顧
み
る
と
興
味
あ
る
も
の
が
あ
る
。
試
に
最
近
五
ヶ
年
(
一
九

二
八
年
|
一
九
三
三
年
)
に
就
て
見
る
と
、
世
界
の
一
石
油
舎
祉
の
所
有
す
る
油
槽
舶
が
約
五
十
寓
噸
の
増
、
政
府
の
そ
れ
が
十
数
寓
噸
の

時
唱
な
る
に
比
し
、
自
由
油
槽
舶
主
の
船
腹
は
賓
に
百
五
十
高
噸
の
増
加
に
及
む
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
自
由
油
槽
舶
大
膨
脹
の
最
大

の
原
因
を
た
し
た
も
の
は
、
恰
も
ベ
ネ
ゼ

1
ラ
油
田
の
躍
進
的
問
珪
と
共
に
、
之
が
轍
入
上
、
最
も
舶
腹
に
依
乏
を
感
じ
だ
し
た
米
園
石
油

舎
一
回
が
船
員
給
食
料
共
他
一
般
蓮
航
費
の
至
廉
た
諾
威
海
運
に
融
資
の
便
を
典
へ
、
諾
威
舶
主
は
昔
時
漸
く
困
鎮
の
色
浪
か
り
し
英
園
造

舵
所
に
大
量
の
新
造
船
註
文
を
護
し
、
之
に
劃
し
て
、
中
に
は
そ
り
建
造
代
債
を
長
期
年
賦
掛
の
保
件
で
も
欣
諾
す
る
英
園
造
船
所
す
ら

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)



東
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第
三
披

一一一一一

績
出
す
る
欣
態
で
あ
っ
た
得
に
、
諾
威
は
殆
ん
ど
努
せ
守
し
て
此
の
五
年
間
に
約
百
高
綿
噸
に
上
る
油
槽
舶
隊
の
大
損
張
を
行
ふ
こ
と
が

出
来
た
。
市
も
、
此
の
諾
威
新
法
油
槽
舶
の
中
に
は
始
め
か
ら
米
園
の
石
油
舎
一
位
に
よ
っ
て
短
き
は
五
ヶ
年
長
き
は
廿
ヶ
年
に
渉
る
長
期

傭
借
契
約
を
締
結
し
て
居
た
も
の
が
相
官
多
く
教
へ
ら
れ
た
。
従
雨
、
之
等
は
全
く
米
園
石
船
曾
吐
油
槽
舶
隊
の
別
働
隊
と
見
倣
さ
る
べ

き
語
け
で
あ
る
が
、
目
下
、
右
に
属
す
も
の
は
貫
に
五
十
高
締
噸
に
達
す
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

乍
然
、
以
上
の
如
き
諾
威
の
新
進
も
全
部
が
米
諾
提
携
に
基
く
段
賑
な
自
由
油
槽
舶
掠
充
工
作
で
は
な
く
、
他
に
多
く
の
投
機
的
新
譜

を
合
む
で
居
た
需
に
、
需
給
の
千
衡
は
自
ら
の
手
で
破
ら
れ
、
竣
工
L
」
同
時
に
繋
舶
心
飴
儀
な
き
に
至
っ
た
も
の
も
多
〈
あ
っ
て
二
時
は

諾
威
に
は
そ
の
金
油
槽
舶
除
の
約
四
分
の
一
に
古
る
三
十
数
寓
総
噸
(
一
九
三
二
年
八
月
一
日
〉
の
繋
舶
を
示
し
た
こ
と
す
ら
あ

p
、
又
、

世
界
全
僅
と
し
て
も
、
紐
育
恐
慌
以
来
縮
少
し
た
石
油
の
海
上
輸
送
と
異
常
な
舶
の
遺

P
過
ぎ
と
に
よ
っ
て
、
全
油
槽
舶
腹
の
五
分
の
一

に
嘗
る
約
百
八
十
高
噸
(
同
年
二
月
一
日
)
の
繋
船
記
録
を
山
内
し
、
而
も
そ
の
三
分
の
一
は
米
園
自
ら
の
繋
舶
に
麗
し
て
ゐ
た
u

現
在
で
は
可
成
快
復
し
て
世
界
の
油
槽
舶
繋
舶
も
約
百
高
噸
程
度
に
下
り
、
諾
威
も
そ
の
う
ち
約
六
高
噸
位
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
け
れ

共
.
所
謂
自
由
油
槽
船
隊
三
百
八
十
寓
噸
の
う
ち
約
五
十
高
噸
の
長
期
傭
舶
を
除
い
た
部
分
よ
り
成
る
油
槽
舶
運
賃
市
場
は
未
だ
な
ほ
著

(
註

7
〉

し
く
不
安
定
に
残
さ
れ
て
ゐ
て
、
構
成
あ
る
研
究
に
操
る
と
一
九
三
三
年
度
を
通
じ
て
約
二
百
六
十
隻
(
約
戸
五
十
高
噸
)
の
運
送
契
約

が
オ
ー
プ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
現
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
成
約
運
賃
は
極
め
て
非
採
算
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
之
貫
に
一
九
三
四
年
(
二
月

廿
八
日
)
に
入
っ
て
園
際
油
槽
船
主
協
合
(
同
三

2
5号
E-
叶

Braw
。ョ

が
欧
州
の
自
由
油
槽

船
主
を
中
心
に
そ
の
自
治
的
更
生
機
闘
の
確
立
を
目
指
し
て
創
立
せ
ら
れ
た
所
以
に
他
な
ら
な
い
。
此
の
協
舎
は
欧
洲
主
要
油
槽
舶
主
の

参
加
を
得
て
、
加
盟
船
主
の
運
賃
牧
入
に
一
定
割
合
の
課
金
を
な
し
、
之
を
財
源
と
し
て
、
自
強
的
に
任
意
繋
舶
せ
る
加
盟
船
主
へ
一
定



率
の
補
償
金
を
典
へ
、
以
て
繋
舶
を
奨
繭
し
、
運
賃
の
快
復
を
策
し
て
ゐ
る
特
殊
の
プ

l
ル

B
8
3
で
あ
る
。
但
し
、
目
下
の
議
(
一

九
三
四
年
十
月
初
現
在
)
本
プ
ー
ル
加
盟
情
三
百
三
十
高
重
量
噸
の
油
槽
舶
中
一
百
寓
重
量
噸
が
繋
曲
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
未
だ
充
分
所
期

の
拭
果
を
奉
げ
て
ゐ
た
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

油
槽
舶
の
活
動
し
つ
子
あ
る
航
路
の
現
況
に
一
瞥
を
典
へ
る
と
、
原
油
及
重
油
(
の

E
r
a
-
)
と
ガ
ソ
リ
ン
類

(
Q
Zロ
C
己
)
と
で
若

干
の
相
違
が
あ
っ
て
も
南
米
北
岸
乃
至
中
米
か
ら
北
米
大
西
洋
岸
、
南
米
並
に
蹴
削
へ
の
大
西
洋
輪
設
、
北
米
の
沿
岸
輪
選
、
ボ
ル
ネ
オ
、

蘭
印
乃
至
彼
斯
等
東
南
洋
か
ら
蘇
土
経
由
欧
洲
及
び
黒
海
よ
り
蹴
洲
各
地
へ
の
輪
詮
、
北
米
太
平
洋
岸
並
に
南
洋
か
ら
極
東
並
に
大
洋
洲

の
夫
々
へ
の
輪
詮
等
が
幹
線
を
な
す
も
の
で
私
一
句

日
本
の
民
間
油
槽
舶
隊
は
北
米
太
子
洋
岸
並
に
南
洋
、
北
樺
太
よ
り
の
輸
入
油
を
封
象
と
し
て
迂
来
石
油
業
法
の
責
施
並
に
海
軍
需
要

と
相
侠
っ
て
隆
盛
裡
に
陣
容
整
ひ
っ
L

あ
り
、
且
つ
繋
舶
等
は
片
影
だ
に
認
め
得
ぬ
位
よ
く
活
動
し
て
ゐ
て
、
此
の
部
門
に
於
て
も
本
邦

海
運
は
世
界
に
調
自
の
立
場
を
占
め
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
後
に
再
越
せ
ら
れ
る
様
に
、
日
本
油
槽
舶
隊
の
更
に
一
段
の
摘
充
こ

そ
は
賃
に
刻
下
の
一
大
念
務
に
属
す
る
鹿
の
も
の
で
あ
る
。

(4) 

世
界
海
運
不
況
の
諸
相

斯
而
、
現
下
に
於
け
る
世
界
商
舶
除
の
活
動
欣
態
を
通
覧
す
る
と
き
は
、
特
異
な
例
外
(
日
本
)
を
除
き
一
般
に
甚
だ
不
活
遊
な
る
を

感
ぜ
し
め
ら
れ
る
と
共
に
、
更
に
既
症
の
世
界
舶
腹
の
膨
脹
と
弐
に
若
干
考
究
せ
ら
れ
ん
と
す
る
世
界
海
上
貿
易
の
萎
微
と
心
恐
し
く
不

調
和
な
事
情
を
併
硯
す
る
に
及
む
で
、
擁
て
此
の
海
運
不
況
の
由
て
来
る
慮
。
も
の
を
闇
明
た
ら
し
め
得
る
と
信
ゃ
る
の
で
あ
る
が
、
詰

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

一一一一一
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第
三
銃

二
一
四

に
は
尚
ほ
其
の
世
界
海
運
不
況
の
表
面
的
た
諸
献
相
に
一
瞥
を
典
へ
て
み
た
い
と
忠
ふ
。

先
づ
、
舶
舶
の
提
供
す
る
海
上
運
送
努
務
に
劃
し
て
支
錦
は
る
主
連
賃
並
に
傭
舶
料
の
趨
勢
を
見
る
と
、
欧
洲
の
権
威
あ
る
調
査
は
何

れ
も
最
近
の
驚
く
可
き
低
落
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
市
も
一
九
三
三
年
は
運
賃
に
於
て
途
に
未
曾
有
の
悪
記
録
が
現
れ
た
。
即
ち
、
英
誌
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
世
界
運
賃
平
均
指
数
に
よ
る
と
一
九
三
三
年
は
七
二
・
六
で
、
戟
前
一
九
一
三
年
の
一

O
Oに
劃
し
て
す
ら
約
二
割
七
歩

〈

註

9
〉

強
の
低
下
で
あ
り
、
戦
後
の
一
九
二

O
年
を
一

O
Oと
す
る
と
一
九
三
三
年
は
僅
に
一
六
・
五
に
し
か
営
ら
や
J

、
叉
、
定
期
傭
舶
料
の
世

界
平
均
指
数
も
一
九
二

O
年
の
一

O
O
に
比
し
一
九
三
三
年
は
一
四
・
五
に
過
ぎ
な
い
。

(
第
六
表
A
及
B
参
照
)

弐
に
新
遺
舶
に
就
て
も
現
今
は
建
造
代
慣
は
戟
前
よ
り
低
廉
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
、

一
九
三
二
年
に
は
世
界
で
七
十
三
寓
噸
、

一
九
三
三
年
に
は
更
に
少
く
僅
に
五
十
寓
噸
に
満
た
ぬ
進
水
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
が
、

(
第
六
表
C
及
D
参
照
)
二
十
世
紀
に
入
っ
て
進

水
舶
が
百
寓
噸
以
下
な
の
は
最
近
二
ヶ
年
あ
る
の
み
で
、
之
を
世
界
の
る
一
造
船
能
力
か
ら
考
へ
れ
ば
殆
ん
ど
九
牛
の
一
毛
に
近
い
遺
舶
に

過
ぎ
や
ノ
、
況
や
英
園
政
府
支
援
の
下
に
岩
手
せ
ら
れ
た
キ
ユ
ナ
1
ド
汽
船
曾
祉
の
北
大
西
洋
航
路
用
超

E
舶
第
五
三
四
披
(
七
高
三
千
組

〈

註

回

〉

噸
)
が
一
九
二
二
年
十
二
月
十
二
日
以
来
二
年
有
三
筒
月
訟
に
沙
り
建
遺
工
事
を
中
止
せ
ら
れ
た
る
如
き
は
.

一
般
に
斯
界
不
振
の
表
象

と
し
て
極
め
て
陰
惨
な
雰
閏
気
を
醸
成
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

、

更
に
又
、
前
越
の
如
き
運
賃
傭
船
料
の
低
落
に
不
拘
、

一
九
二
一

O
年
以
来
世
界
の
舶
腹
需
要
が
却
て
盆
々
縮
減
の
度
を
高
め
、
積
む
可

き
貨
容
を
見
出
し
得
ぬ
舶
舶
の
教
が
愈
々
多
く
な
っ
た
現
買
の
誰
左
と
し
て
繋
舶
統
計
の
数
字
は
日
に
日
に
膨
脹
し
た
結
果
、

一
九
三
二

年
中
頃
に
は
賓
に
一
千
四
百
寓
噸
を
突
破
す
る
に
至
っ
た
。
此
の
数
字
は
世
界
全
舶
腹
の
齢
く
共
約
二
割
が
現
貴
に
失
職
し
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
が
、
常
ほ
賓
際
は
就
航
し
て
ゐ
て
も
往
復
航
海
の
内
の
片
航
が
宰
航
で
あ
っ
た
り
、
或
は
室
・
柚
で
は
な
い
が
牟
載
乃
至



そ
れ
に
も
達
せ
ぬ
献
態
で
航
海
す
る
の
飴
儀
た
き
に
至
づ
た
も
の
等
が
弐
第
に
多
く
な
っ
て
、
数
字
に
現
れ
ぬ
此
の
『
見
え
ざ
る
繋
舶
』

共
後
、
世
界
の
繋
舶
は
漸
次
教
を
減
じ
て
、

(日雪山田豆町

F
E
s
口同二
C
ロ
ロ
回
目
円
。
)
に
よ
る
失
職
も
相
官
量
に
上
る
と
観
測
さ
れ
る
。

一
九
三
四
年
中
頃
に
は
七
百
高
噸
蓋
に
下
っ
て
ゐ
る
が
、
之
を
以
て
置
に
斯
界
の
快
復
、

繋
舶
の
再
就
航
と
断
や
る
は
飴
り
に
も
早
計
に
失
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
反
っ
て
一
九
三
二
年
以
来
、
日
米
調
伊
の
四
箇
闘
で
夫
々
園
家

的
な
解
憧
舶
計
霊
が
促
進
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
歩
、
共
他
に
も
近
き
将
来
に
快
復
の
希
竪
を
見
出
せ
ぬ
繋
舶
の
所
有
者
に
し
て
、
繋

舶
の
解
慢
に
着
手
す
る
も
の
が
増
加
し
た
潟
に
繋
舶
の
減
少
を
招
来
し
た
と
見
る
が
至
首
で
あ
り
、
寧
ろ
海
運
不
況
深
刻
化
の
裏
書
と
な

る
に
過
ぎ
ぬ
白
で
あ
る
。
世
界
の
解
僅
舶
は
一
九
三
二
年
に
於
て
約
百
三
十
五
高
噸
、

一
九
三
三
年
に
於
て
約
二
百
四
十
蔦
噸
に
及
む
で

第
六
表

ゐ
る
が
、
斯
る
多
量
の
舶
腹
が
解
僅
せ
ら
れ
た
こ
と
は
戦
後
未
だ
骨
て
見
ら
れ
た
か
っ
た
底
で
あ
る
。
ハ
第
六
表
E
及
G
‘
並
に
第
七
表
参
照
)

A
 

運
賃
指
数
世
界
海
出運
11 界
説 H 戟
指 1~
数紙
勢

覧
表

一
九
一
一
ニ
年

一
九
二

O
年

一
九
一
一
一
年

一
九
二
二
年

一
九
二
三
年

一
九
二
四
年

一
九
二
五
年

一
九
二
六
年

一0
0

・。

四
三
八
・
五

一
五
八
・
四

一一二一・

o

一
O
九
・
九

一
一
三
・
四

一
O
二
・
二

一
O
九
・
七

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

一0
0
・0

一一一六・ゴ一

一
一
六
工
ハ

一
一
一
二
ハ

一一一一一二一

二
二
・

o

二
四
・
五

(
伊
坂
い
)

一
重
量
屯
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新

造

賠

償

留
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i
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三
四

l

一o

一一
1

1
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世
界
繋
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九
.
七
八
八
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五

六
.
一
一
一
五

六
、
七
五
三

六
、
O
八
六
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策
三
城

一
一
-
六

一

九

二

七

年

一

O
九

・

六

二

四

・

九

八

|

一

六

一

一

、

二

八

六

四

O
三

(

八

五

二

)

四

二

四

九

一

九

二

八

年

九

八

・

八

二

二

・

四

八

i

五

二

、

六

九

九

七

三

六

(

て

二

一

七

)

四

・

八

0
0

一

九

二

九

年

九

六

・

八

三

四

・

七

八

i

五

二

、

七

九

三

九

四

四

(

一

、

四

五

九

)

三

、

三

八

四

一
九
三

O
年

七

九

二

一

七

・

七

七

|

九

二

、

八

八

九

八

四

九

(

一

、

二

一

三

一

一

)

五

、

四

=

一

九

一

九

=

二

年

七

九

・

六

一

四

・

二

五

。

|

一

O

一
、
六
一
七
一
、

o
一
八
(
一
二
一
一
三
六
)
九
、
六
五
三

一

九

三

二

年

七

五

・

四

一

三

・

三

四

l

五

七

二

七

て

三

四

六

(

一

、

六

九

六

)

一

四

二

六

六

一

九

三

三

年

七

二

・

六

一

四

・

五

四
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一

八

四

八

九

二
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四

一

三

っ

て

七

三

一

ニ

)

一

て

四

七

三

一

九

一

一

一

四

年

(

上

宇

期

)

七

二

・

八

一

間

・

一

六

l

三

二

三

六

九

五

回

(

て

一

一

五

)

七

、

四

五

七

(
備
考
)

A

は
英
誌
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
調
査
、

R
は
英
図
海
運
曾
議
所
調
査
で
共
に
世
界
的
一
年
間
平
均
の
指
数
、

C
は
プ
エ
ア

1
プ
レ

1
調
査
の
英

図
新
造
標
準
出
来
合
貨
物
般
七
、
五

O
O
重
量
屯
型
の
各
年
最
高
値
、

D
、
E
、
F
は
各
ロ
イ
グ
・
レ
ヂ
ス
タ

1
調
査
、

G
は
一
九
三
四

年
を
除
き
米
図
商
務
勾
調
査
の
世
界
主
要
十
四
閣
の
各
年
七
月
一
日
の
数
字
。

第
七
表

世
界
主
要
海
運
園
繋
船
吠
況
一
覧
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単
位
一
千
総
噸
)
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(
備
考
)

一
、
本
表
。
繋
M

指
数
字
は
一
九
三
四
年
の
外
は
米
間
幽
商
務
省
調
査
の
も
の
に
じ
て
、
各
年
一
月
・
七
月
各
一
日
現
在
、
日
本
を
除
き
何
れ

も
帆
艇
を
不
合
。

二
、
各
年
の
世
界
全
加
腹
は
ロ
イ
グ
純
名
録
調
査
六
月
末
日
現
在
の
数
字
を
採
り
・
之
に
よ
り
大
約
の
繋
穂
割
合
を
算
向
せ
り
。

三
、
表
中
、
川
は
帆
艇
を
含
む
、
同
は
漢
盤
一
一
催
、

ωは
十
五
日
、

ωは
一
月
一
日
営
時
の
数
字
、

ωは
推
算
に
擦
る
。

近
時
世
界
海
運
貿
易
O
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

二
一
七
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第
三
披

二
一
八

(5) 

日
本
海
運
の
克
生

紐
育
恐
慌
の
勃
費
し
た
一
九
二
九
年
が
近
年
に
於
け
る
世
界
産
業
貿
易
界
の
景
気
の
頂
貼
と
さ
れ
、
世
界
の
海
運
は
全
般
的
に
爾
来
今

日
に
至
る
迄
轄
落
の
一
詮
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
海
運
亦
一
九
ご
二
年
迄
は
全
く
其
れ
と
軌
を
一
に
し
て
経
管
困
難
を
極
め
た
。

尤
も
一
九
三

O
年
十
二
月
か
ら
翌
三
十
一
年
の
初
四
ヶ
月
に
か
け
て
は
濠
例
小
委
の
具
常
な
出
廻
り
が
あ
づ
て
一
時
極
東
不
定
期
市
場
を

蘇
生
せ
し
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
忽
ち
元
に
還
り
、
九
月
に
は
満
洲
事
費
の
費
生
も
非
常
欣
態
に
操
る
船
腹
の
需
要
よ
り
却
っ
て
支
那

の
日
本
船
ボ
イ
コ
ッ
ト
(
輸
出
入
口
問
の
日
本
舶
積
同
避
)
の
震
に
失
ふ
鹿
多
く
、
剰
へ
同
月
英
図
の
金
本
位
停
止
か
ら
該
園
舶
の
軒
外
競

争
力
増
加
し
、
日
本
海
運
の
前
途
た
ほ
甚
だ
不
安
定
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

然
る
に
此
の
不
安
な
情
勢
が
一
九
三
二
年
後
半
以
降
、
世
界
海
運
に
於
け
る
唯
一
の
特
異
現
象
と
し
て
日
本
に
の
み
濁
り
顛
著
た
快
復

と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
今
そ
の
最
も
主
要
な
る
動
機
を
探
求
す
る
と
要
約
弐
の
三
つ
を
邸
中
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
九
二
二
年
十
二
月
の
金
輸
出
再
禁
止
以
来
の
闘
の
矯
替
慣
値
費
動
は
、
外
貨
建
運
賃
の
外
園
航
路
に
於
け
る
日
本
の
封
外
競

、

争
力
増
大
に
興
る
虚
多
く
、
殊
に
不
定
期
舶
の
遠
洋
方
面
へ
の
出
動
を
促
進
せ
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
は
更
に
近
海
方
面
浮
動

第
一
、

の
舶
腹
を
減
や
る
傾
向
を
生
ぜ
し
め
、
船
腹
過
剰
欣
態
が
著
し
く
調
整
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
が
、
偶
々
満
洲
事
護
費
生
後
、
例
年
百
五
十

寓
噸
乃
至
二
百
寓
噸
に
上
る
欧
洲
向
満
洲
大
豆
が
北
浦
鎖
東
部
総
の
不
通
と
た
り
従
来
浦
盟
積
と
し
て
大
連
積
に
相
拾
抗
せ
る
分
も
全
部

後
者
に
出
廻
っ
た
篇
に
、
商
業
的
機
構
D
鑓
化
に
基
く
諸
種
の
便
盆
が
日
本
不
定
期
舶
の
積
取
を
頗
る
容
易
な
ら
し
む
る
の
好
機
を
興
へ

る
こ
と
に
た
ク
て
、

一
九
三
二
年
十
月
以
降

ω新
大
豆
年
度
に
於
て
特
に
日
本
海
運
更
生
へ
の
鷲
足
を
助
勢
し
て
ゐ
る
ω

勿
論
、
此
の
満



測
大
一
息
の
旺
盛
な
積
取
は
一
九
三
三
年
に
入
っ
て
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
新
政
府
の
濁
逸
農
村
緊
急
救
済
政
策
の
影
響
を
受
け
約
一
ヶ
年
の
後
忽
ち

縮
減
の
齢
儀
な
き
に
至
っ
た
が
、
兎
に
角
、
本
邦
海
運
業
者
の
劃
外
競
争
力
培
養
上
の
妓
果
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
υ

一
九
三
三
年
に
於
け
る
日
本
諸
産
業
の
快
復
は
原
料
品
、
乃
至
燃
料
の
移
輸
入
、
製
造
品
の
移
輪
出
と
復
活
せ
し
む
る
底
大
に

第
二
、

し
て
、
遠
洋
航
路
、
近
海
並
沿
岸
航
路
共
に
貨
物
出
廻
旺
盛
と
な
り
、
従
而
日
本
舶
は
定
期
舵
も
不
定
期
舶
も
右
に
よ
る
船
腹
需
要
の
横

大
に
幸
せ
ら
れ
た
。
此
の
日
本
の
場
合
に
於
て
の
み
見
ら
れ
る
舶
腹
需
要
快
復
の
程
度
に
闘
し
て
は
後
段
貿
易
量
の
探
究
に
嘗
っ
て
説
明

せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
要
之
、
世
界
海
上
貿
易
の
金
樫
的
数
量
が
最
近
で
の
好
況
の
頂
賄
と
せ
ら
れ
る
一
九
二
九
年
に
比
し
一
九
三

二
年
は
齢
く
共
三
割
以
上
の
減
少
と
推
算
せ
ら
れ
る
に
反
し
て
、

一
九
三
三
年
の
日
本
の
海
上
外
園
貿
易
量
の
み
は
殆
ん
ど
一
九
二
九
年

蛍
時
の
数
字
に
迄
挽
同
せ
ら
れ
て
ゐ
る
い
庖
に
考
慮
が
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
、
以
上
日
本
商
舶
に
劃
す
る
船
腹
需
要
快
復
上
の
二
箇
の
好
保
件
に
不
拘
、
日
本
悔
運
に
於
て
は
列
闘
に
率
先
し
て
、
自
治
的
な

る
船
腹
需
給
調
整
施
設
が
一
九
三
二
年
十
月
以
降
満
二
ヶ
年
半
に
渉
り
賢
施
せ
ら
れ
る
こ
と
与
な
っ
た
。
是
卸
ち
、
脂
質
改
善
助
成
施
設

並
に
運
航
周
外
周
舶
職
入
禁
止
制
度
と
し
て
知
ら
一
る
士
底
の
も
の
で
あ
る
。
本
施
設
の
内
容
に
就
て
も
後
段
に
改
め
て
若
干
の
記
述
が
な

さ
れ
る
が
、
要
ず
る
に
此
の
二
ヶ
年
半
の
聞
に
四
十
高
総
噸
の
老
朽
舶
(
原
則
と
し
て
船
齢
二
十
五
年
以
上
の
も
の
〉
を
解
撤
し
、
二
十

寓
総
噸
の
経
済
的
優
秀
・
陣
を
新
造
し
て
、
日
本
商
船
隊
の
舶
質
改
善
を
固
る
と
共
に
、
運
航
用
の
目
的
を
以
て
す
る
外
園
舶
の
職
入
を
一

時
禁
止
し
て
、
借
腹
に
劃
す
る
需
給
関
係
を
調
整
せ
ん
と
す
る
日
本
の
新
海
運
造
船
政
策
で
あ
る
。

此
の
雨
制
度
が
日
本
海
運
に
於
て
具
に
経
験
さ
れ
た
一
九
三

O
年
乃
至
一
九
=
二
年
昔
時
の
過
賞
な
舶
腹
供
給
航
態
の
調
整
に
大
き
な

拭
呆
を
示
し
た
こ
と
は
無
論
で
あ
り
、
前
述
二
筒
の
好
保
件
と
相
侠
っ
て
.
鵬
て
本
邦
海
運
市
場
の
更
生
を
貴
顕
せ
し
め
る
一
大
原
由
と

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
是
的
考
祭

へ
伊
坂
)

九
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波

二
二

O

な
っ
た
。

如
上
三
要
件
は
一
九
三
二
年
後
卒
以
降
に
於
て
特
に
世
界
海
運
白
大
勢
と
逆
に
日
本
海
運
が
快
復
に
轄
じ
得
た
主
た
る
動
機
と
考
へ
る

と
と
が
出
来
る
が
、
素
よ
り
、
卓
越
せ
る
我
が
海
運
業
者
の
経
営
上
の
技
能
と
乗
組
員
の
低
廉
に
し
て
且
つ
能
率
の
高
い
附
労
働
と
が
常
に

日
本
商
舶
隊
の
活
動
力
の
源
泉
た
る
は
言
を
侠
た
な
い
。

然
ら
ぽ
、
今
や
此
の
更
生
の
緒
に
つ
い
た
日
本
商
舶
隊
の
活
動
欣
態
は
如
何
な
り
や
、

一
躍
そ
の
配
舶
貫
況
調
査
の
要
あ
る
べ
し
と
思

料
せ
ら
る
-A

も
、
右
の
調
査
は
不
定
期
舶
の
場
合
に
於
て
必
し
も
容
易
と
せ
や
、
且
つ
暴
に
一
言
せ
る
如
く
不
定
期
舶
の
配
舶
欣
況
は
季

節
に
よ
り
乃
至
は
刻
々
に
推
移
す
る
経
済
的
並
に
共
他
の
諸
事
情
に
よ
り
可
成
差
具
を
生
や
ノ
る
を
以
て
、
特
に
周
到
た
る
観
察
が
必
要
で

あ
る
。第

八
表
は
一
九
三
三
年
を
通
じ
て
日
本
舶
が
常
に
千
均
し
て
何
れ
の
方
面
に
配
舶
せ
ら
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
、
前
掲
第
四
表
世
界
定

期
舶
の
肺
舶
航
況
と
の
劃
比
を
易
か
ら
し
む
る
様
、
な
配
列
に
作
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
是
に
よ
っ
て
先
づ
第
一
に
分
明
に
せ
ら
れ

て
居
る
白
は
、
現
在
の
日
本
舶
の
約
牛
に
古
る
二
百
高
純
噸
が
遠
洋
方
面
の
外
聞
航
路
に
従
事
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
市
し
て
、
そ
の

内
の
約
四
割
が
所
謂
吐
舵
(
日
本
郵
舶
、
大
阪
府
舶
並
に
共
系
統
に
属
す
る
船
舶
)
、

約
六
割
が
枇
外
舶
(
郵
商
聞
社
以
外
の
本
邦
一
般

舶
主
に
属
す
る
舶
舶
)
に
よ
っ
て
夫
々
配
舶
せ
ら
れ
て
居
り
、
更
に
共
の
二
百
寓
線
噸
中
、
定
期
舶
の
配
舶
は
枇
船
八
十
五
寓
噸
の
他
、

社
外
舶
中
の
四
十
高
噸
が
定
期
化
さ
れ
て
居
て
、
合
計
百
二
十
五
高
綿
噸
印
ち
約
六
割
を
算
せ
ら
れ
る
。

式
に
又
、
主
と
し
て
此
の
二
百
高
飽
噸
の
遠
洋
出
動
邦
舶
が
、
今
日
所
謂
「
無
形
の
輸
出
」
と
し
て
図
際
貸
借
尻
の
調
整
上
不
可
訣
の

要
素
と
さ
れ
る
海
外
受
取
運
賃
を
稼
出
す
る
の
で
あ
る
が

(
此
の
海
運
に
よ
る
「
無
形
の
輸
出
」
は
生
紙
、

綿
布
に
到
い
で
本
邦
三
大



そ
の
活
動
の
分
野
を
観
る
と
、
太
子
洋
横
断
航
路
は
貫
に
七
十
二
寓
綿
噸
飴
に
及
び
、
即
ち
遠
洋
出
動
邦

舶
の
約
三
割
六
歩
が
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
極
東
と
の
貿
易
に
従
事
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
。
市
も
、
刻
下
此
の
太
平
洋
横
断
の
日

輸
出
の
一
に
数
へ
ら
れ
る
)
、

本
舶
の
活
動
は
定
期
舶
の
み
に
就
て
考
察
し
て
も
、
師
掲
第
四
表
に
よ
り
計
出
し
符
る
同
じ
航
路
の
世
界
全
定
期
舶
百
二
十
八
高
細
川
噸
中

の
五
十
八
高
綿
噸
即
ち
約
四
割
五
歩
が
日
本
舶
の
占
む
る
躍
で
あ
っ
て
、
北
太
平
洋
に
於
け
る
日
本
の
航
構
は
初
め
て
吾
が
定
期
舶
の
横

断
(
一
八
九
六
年
)
し
て
以
来
、
僅
々
四
十
年
を
出
で
守
し
て
、
誌
に
確
然
た
る
地
歩
の
下
に
築
か
れ
て
ゐ
る
と
と
が
判
る
。

又
、
現
在
の
庭
、
欧
洲
極
東
問
の
航
路
は
太
平
洋
航
路
に
直
ぐ
日
本
舶
の
活
動
区
域
で
あ
る
が
、
此
の
航
路
に
配
舶
さ
れ
る
不
定
期
舶

の
立
場
が
、
未
だ
往
航
の
欧
例
向
満
洲
大
豆
と
復
航
の
日
本
向
北
東
阿
盤
と
の
消
長
に
よ
り
左
右
せ
ら
れ
る
傾
向
著
し
く
、
不
安
定
の
域

を
股
し
て
ゐ
た
い
。
定
期
舶
に
於
て
も
此
の
航
路
は
各
園
舶
の
競
争
特
に
烈
し
い
様
に
感
じ
ら
れ
る
。

共
他
の
遠
洋
出
動
邦
舶
は
大
部
分
、
南
洋
、
印
度
、
諒
洲
方
面
と
極
東
と
の
間
に
動
い
て
ゐ
る
が
、
原
料
品
の
輪
迭
を
中
心
と
し
て
之

等
の
諸
方
面
の
日
本
船
航
路
網
が
維
持
さ
れ
つ
L

あ
る
の
は
営
然
で
あ
る
。

新
市
、
日
本
舶
は
今
や
七
海
に
至
ら
ぬ
隈
も
な
く
活
動
を
続
け
、
圏
内
に
於
て
経
済
的
理
由
に
基
く
繋
舶
の
片
影
だ
に
認
め
件
な
い
欣

勢
は
、
定
に
近
時
世
界
海
運
に
が
、
け
る
一
大
偉
観
と
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
ら
う
。

第
八
表

日
本
商
舶
除
の
配
舶
欣
出

(
一
九
三
三
年
十
二
月
:
:
:
皐
位
一
千
総
噸
)

大
西
洋
方
面
(
十
横
断
航
路
)
:
:
・
北
米
東
岸
欧
洲
問

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
ι
一
具
的
考
察

部日 1
如!
l系本|枇

商大
高日
|系阪 i

f¥1  
定 l知

期計

i般 J

定 1
二期|
玉:舵 l枇

不|

高1外
舵

持2
計

メ当、
ιJ 

玉一計

二
五

(
伊
坂
)



東
京
商
科
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商
同
学
研
究

岸

極

東

問

II 

太
平
洋
方
面

F一一目-一一『
縦 横
断断
航航
路路
，--、，--..'~一、

濠南南 北
洲米米

金 Z3ZB
西洋
蘭|
|極

霊東
n司問

岸
!
被
東
問

岸

i
織
東
閃

岸

検

束

問

1II 

f.p 
皮
洋
方-
商
，---'、ーー園、
其欧
豆
航
路

欧

東

洲

l

品
開
東
問

他
p・d、---
印ア
フ

カ

東
南
斧

私企
東
fUl 

度

品主

h 
V IV 

世
界
一
周
航
路
(
将
来
/
東
南
阿
/
南
米
/
巴
奈
長
/
極
東
)

板
東
近
海
及
沿
岸
航
路

白
¥
入
匂
袋
、
繋
加
、
解
韓
中
抑
及
漁
工
刷
出
.
救
J

h

百
戸
助
訓
均
等
特
種
船
。
但
、
油
槽
航
船
ヲ
不
含
¥

ユ一

EU--:
・

VI 

其

t車、

筑

波

五
七
O 
O /¥. 四

二

O
九

-J 
R
K
H
 

/¥. 
八』

(
備
考

3
)

三一ニ

O

六
八

O

ノ、

八‘

一
一
一
五

一
七
五
O 
O 

四
七/¥. 

七四
O 

(
備
考

3
)

四

コ一

0
0

七

O
五

一
五

O

ハ五

二
三
五

一
一一

七
五

一一五

O

一一一

oυ

七
O 

二
八

O

ヨ1.
O 

一
、
二

0
0

O 
O 

Lノ

O 

三

O
O

三
五

O
四
七/¥. 

三
七
三

九
O 

一
三

O

O O 

二
七

O

四
八
九

ノ、

O 

一
二
一
五

二

O
O

一
五

O

九
O
O

O 
O 

四
-!:; 

五J

」、
-
-
ノ

二

O
九

七
七

一
六
五

O 

九

0
0

四

一
、
七
三

O

て
九
七
五
二
、
六
八

O
四
二
二
ハ

O

五

O
O

(
備
考
)

I 

表
中
、
枇
艇
の
部
に
於
て
日
本
郵
船
、
近
海
郵
艇
の
二
一
叫
大
坂
商
根
系
に
は
大
坂
商
舵
他
六
枇
を
夫
キ
含
む
外
、
雨
枇
共
同
の
支

配
下
に
あ
る
日
清
汽
畑
、
朝
鮮
郵
艇
の
二
枇
約
一

0
0
.
0
0
0総
噸
の
刷
削
除
を
各
二
分
の
一
宛
加
算
せ
し
め
た
り
。

z 

社
外
相
加
各
航
路
の
配
艇
は
一
年
聞
の
卒
均
を
採
り
た
り
。

四

五
三

O

五

O 

O 
O 

山
下
三
一
位
協
同
毎
月
一
同
定
期
配
艇
開
始
せ
り
。

大
坂
商
舶
の
ア
フ
リ
カ
航
路
は
同
枇
南
米
東
岸
線
並
世
界
一
周
航
路
使
用
艇
で
粂
脇
田
。
一
位
外
相
関
も
一
九
三
四
年
に
は
川
崎
.
図
際
、

3 4 

表
中
刊
の
一
部
数
字
は
推
算
に
よ
る
。

一
、
五
八

O



(
誌
Z

)

(註
Z
)

(
註

3
)

〔
註

4
)

(
註

5
)

(
註
6
)

(註

7
)

(註
8
)

(註

9
)

(

註

日

)

吋
-
〉
・
出
g
r一
冨
q
n
y
p口
同
〉
r
g
g吋
g
s
z
t
S晶
、
戸
。
E
8
3
N
O
-
-
口
。
1.ω
問
。
間
言
。
3
H
3
4
1
u
u
u
〈
色

-
F
M
ι
・
吉
田
・

遜
信
省
管
般
局
編
「
大
戦
時
代
ノ
世
界
海
運
」

HM・
立

て『
yo
冨
q
n
p口氏】
o
m山
HL弔
問
口
問
。
一
門
戸
弘
ω3
・r吋
回
同
町
民
v
r
z
h伊丹円。ロ
n
p
]

の。
E
E丘
2

a

F
件。
g
p氏。ロ門戸、
-
n
r
p
g
t
o円
。
聞
の
。
E
自
白
ロ
♂
円
。
ロ
内
H
S

EUωω"
司・

a
mr門司
HV一出向

4司
OH目白
wmmuHM7
同

ωw
同
唱

U
M
-

拙
稿
「
最
新
世
界
荷
動
事
情
」
(
日
本
海
運
集
合
所
月
刊
「
海
運
」
一
九
三
二
年
一
一
月
貌
)

HLO
』

2
5
m
L
《凶
O
F
Z
2
r
d
o
Z
H，Hnrp出品。
L
W
E
V
2
3
u
F
掲
載
の
主
筆
】
古
口
市
宮
。
5
5
0
論
文
に
は
一
九
三
一
年
。
帆
艇
を
除
く
世

界
般
腹
六
千
八
百
蔦
総
屯
が
一
億
一
千
二
百
高
重
量
屯
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

但
し
、
右
の
内
定
期
般
に
は
米
図
の
不
定
期
般
的
性
能
の
も
の
を
包
含
せ
し
め
、
及
同
じ
く
不
定
期
総
的
性
能
の
米
国
大
湖
絡
も
別
に
切
離

し
て
計
算
せ
り
。

東
大
脇
村
助
教
授
「
油
槽
般
の
所
有
と
経
轡
」

〉
-
の
・
出
hv円《凶〕ュ。己

my同町
ω
P巴ハ戸印。
HV
叶同町戸口
ωHUOHr
同由一凶岡戸
CH】己内出・

(
資
源
第
三
巻
第
四
競
掲
載
)

此
の
数
字
に
就
て
は
英
図
海
運
曾
議
印
刷
(
の
F
P
E
r
o
H
C片
山

2
3
u
m
)
の
蓮
賃
指
数
も
略
ぽ
之
と
同
時
休
の
低
下
を
示
す
。

本
艇
は
一
九
三
四
年
四
月
三
日
キ
ユ
ナ
!
ド
白
用
品
伯
郡
南
祉
大
田
洋
航
路
D
合
同
を
基
調
と
す
る
政
府
の
夏
に
厚
い
助
成
に
よ
づ
て
漸
く
工
事

再
開
を
見
.
同
九
月
廿
六
日
也
出
水
し
、
同
時
に

C
R
2
冨
E
u、
競
と
命
名
さ
れ
た
。

一-・田園
世
界
海
上
貿
易
の
情
勢

海
運
に
於
て
、
共
白
運
迭
目
的
物
た
る
世
界
海
上
出
廻
貨
物
の
情
勢
、
更
に
共
の
出
廻
情
勢
を
左
右
す
る
庖
の
列
園
の
政
治
的
経
済
的

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
長
的
考
察

(
伊
坂
)



東
京
商
科
大
挙
研
究
年
報

商
皐
研
究

第
三
時
抗

gg 

事
情
並
に
経
済
政
策
に
就
き
特
に
多
分
ゐ
闘
心
を
有
た
れ
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
楊
子
江
上
家
鴨
が
卵
子
一
仰
を
生
み
落
し
た
こ
と
も
、

叉
、
甫
洋
の
一
孤
島
で
郁
子
の
樹
一
本
倒
れ
た
と
と
も
、
凡
そ
海
運
に
と
づ
て
は
共
に
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
と
命
日
て
英
園
海
運
の
一
軒

星
が
説
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
定
に
至
言
で
あ
る
。
蓋
し
、
此
の
世
界
の
耳
を
持
ち
限
を
有
ち
、
内
外
諸
般
の
新
情
勢
に
精
し
く
し
て
商

機
に
敏
な
る
は
素
よ
り
現
代
商
業
の
生
命
で
あ
る
が
、
世
界
何
れ
の
閣
の
出
入
貨
と
雌
も
、
沿
岸
貿
易
を
除
く
の
他
、
世
界
商
舶
の
競
争

市
場
に
於
け
る
劃
象
と
な
る
海
運
、
就
中
、
そ
の
不
定
期
舶
に
於
て
経
営
上
必
至
の
要
諦
と
せ
ら
れ
る
故
で
あ
る
。

市
し
て
、
貴
際
に
於
て
、
現
時
の
世
界
海
運
市
場
は
如
上
の
情
勢
に
劃
し
極
め
て
銃
受
な
る
機
構
の
下
に
刻
々
の
動
き
を
な
し
円
J

・A
-
あ

る
に
不
拘
、
世
界
の
商
船
自
ら
が
現
貴
に
闘
興
し
た
過
去
の
運
詮
量
並
に
共
の
移
動
方
向
に
闘
す
る
統
一
的
、
綜
合
的
記
録
に
就
い
て
は

会
く
是
を
依
品
目
」
、
且
ヲ
現
在
も
猶
ほ
徒
に
無
策
に
終
っ
て
手
の
下
し
様
を
知
ら
な
い
。
従
而
亦
、
船
腹
需
給
と
の
閥
聯
に
於
て
是
非
共
封

比
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
海
上
荷
動
量
の
計
数
は
之
を
全
慢
的
に
且
つ
正
確
に
知
悉
す
る
こ
と
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
乃
ち
、
世
界
海
運
は

個
々
の
商
舶
が
蓮
註
し
た
貨
物
の
数
量
を
最
も
よ
く
知
れ
る
首
該
商
舶
の
所
有
者
乃
至
運
航
者
が
一
般
に
商
機
に
闘
す
る
こ
と
大
た
り
と

し
て
他
聞
を
悦
ぽ
ざ
る
傾
き
あ
る
の
み
た
ら
す
、
右
に
闘
す
る
資
料
を
全
憧
的
に
鹿
理
す
る
公
共
的
機
関
乃
至
施
設
の
完
備
せ
ざ
る
震
に
、

他
の
重
要
諸
産
業
に
見
る
如
く
需
給
朕
態
を
相
閥
的
統
計
に
よ
り
間
明
に
す
る
こ
と
至
難
と
す
る
。

(
本
邦
に
於
て
も
遮
信
省
管
舵
局
は

年
々
資
源
調
査
令
に
基
き
、
日
本
船
舶
業
者
の
一
年
間
積
取
貨
物
量
に
就
い
て
概
略
の
報
告
を
概
し
て
ゐ
る
が
、
公
表
は
回
く
避
け
ら
れ

て
ゐ
る
o〉

然
る
に
、
煩
雑
迂
遠
な
る
方
法
で
は
あ
る
が
、
側
面
的
に
.
此
の
計
算
を
途
げ
得
せ
し
め
る
手
段
が
今
一
づ
残
さ
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
っ

て
、
白
ち
列
園
の
詳
細
な
る
外
園
貿
易
統
計
及
び
沿
岸
貿
易
を
一
不
す
港
湾
統
計
、
更
に
又
、
重
要
商
品
の
園
際
的
移
動
量
に
闘
す
る
樺
威



あ
る
機
闘
の
調
査
等
を
蒐
集
し
て
一
定
の
期
間
一
定
の
僚
件
の
下
に
綜
合
的
に
取
纏
め
て
行
く
方
法
是
で
あ
る
が
、
之
ま
た
統
計
そ
の
も

の
A

不
備
、
様
式
、
卑
位
の
不
揃
其
他
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
る
ふ
庭
多
く
、
研
究
者
に
よ
っ
て
多
く
の
努
力
が
費
さ
れ
て
ゐ
る
に
不
拘
、
未

だ
見
る
可
き
成
果
を
得
て
ゐ
な
い
。
小
研
究
亦
勿
論
之
を
能
く
す
る
虚
で
は
た
い
が
、
此
の
側
面
的
方
法
に
よ
り
若
干
の
考
設
を
試
み
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

、、，，，，1
 
(
 

世
界
貿
易
の
萎
徴

世
界
貿
易
の
萎
微
は
今
日
何
人
に
、
よ
っ
て
も
唱
え
ら
れ
る
虚
で
あ
る
。
然
る
に
共
の
萎
徴
の
程
度
を
一
不
ナ
虚
白
内
容
に
閲
し
て
は
必
し

も
諸
読
む
明
確
な
る
を
得
ざ
る
や
に
感
十
る
。

近
時
、
世
界
貿
易
に
闘
す
る
各
般
の
統
計
蒐
集
並
に
研
究
に
就
い
て
主
流
を
な
す
も
の
は
園
際
聯
盟
事
務
局
の
調
杢
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
市
も
、
此
の
機
関
の
努
力
に
よ
っ
て
世
界
の
各
方
面
か
ら
蒐
集
せ
ら
れ
る
多
種
多
様
な
皐
位
、
形
式
の
貿
易
統
計
資
料
が
漸
弐
統

一
的
形
式
に
同
化
さ
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
む
は
意
を
強
く
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
未
だ
完
成
さ
れ
て
居
ら
歩
、
更
に
そ
の
未
完
成
の
程
度
は

金
額
(
〈
p
z
m
)
に
よ
る
と
数
量
(
〈
c
z
g
m
)
に
よ
る
と
で
は
殆
ん
ど
同
日
の
論
で
な
い
。
加
之
、
前
者
な
る
貿
易
額
に
就
て
も
各
園
共
に

園
際
貸
借
尻
(
同
口
言
ロ
pzos--)日
}
信
号
。
『
日
記
}
V
H
H
H
m
E
)

の
計
出
上
、
自
国
の
貨
幣
翠
位
に
基
く
精
確
た
数
字
を
出
し
て
ゐ
る
に
不
拘
、

今
日
の
如
く
侍
替
闘
係
の
複
雑
多
費
に
し
て
不
安
定
の
著
し
い
時
代
に
際
し
て
は
、
之
が
世
界
的
に
通
覧
上
正
確
な
数
字
は
事
貫
上
殆
ん

ど
計
出
不
可
能
に
近
い
程
複
雑
と
な
る
。
現
今
、
弗
乃
至
跨
に
換
算
さ
れ
て
綜
合
的
に
一
広
さ
れ
て
ゐ
る
も
心
で
も
、
要
す
る
に
概
算
的
の

も
の
に
過
ぎ
な
い
Q

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

五
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さ
て
、
吾
等
的
研
究
劃
象
と
し
て
今
特
に
求
め
ら
れ
ん
と
す
る
庭
の
も
の
は
金
額
に
非
し
て
数
量
に
あ
る
の
だ
が
、
園
際
聯
県
事
務
局

編

著

問

2
円
巾
調
。
内
巧
C
H
E
叶同日宏、

SUN-
に
よ
れ
ぽ
、
世
界
貿
易
の
数
量
は
、

一
九
二
九
年
を
一

O
Oと
仮
定
す
る
と
、

一
九
三
二
年

に
は
七
三
・
五
郎
ち
此
の
四
箇
年
聞
に
二
六
・
五
%
の
減
少
で
、
金
額
(
金
弗
換
算
)
に
於
て
は
、
同
じ
期
間
に
一

O
Oか
ら
三
九
・

O
へ

即
ち
六
一
%
の
激
減
で
あ
り
、
一
九
二
九
年
の
三
百
五
十
六
億
弗
が
一
九
三
二
年
に
は
僅
々
百
三
十
八
億
八
千
寓
弗
(
各
れ
も
輸
入
金
額
)

に
低
落
し
て
居
る
と
と
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
c

然
る
に
、
同
書
中
に
は
金
額
(
金
弗
換
算
)
に
闘
し
て
各
国
別
に
行
ば
れ
た
計
算
の
結
果
を

明
示
せ
る
に
不
拘
、
数
量
に
就
て
は
如
上
の
割
合
を
示
せ
る
他
、

一
切
の
具
僅
的
内
容
を
殻
表
し
て
ゐ
な
い
。
唯
、
右
数
量
割
合
の
算
出

に
は
列
園
の
貿
易
数
量
を
一
特
定
基
本
年
度
に
於
け
る
債
格
闘
係
に
基
い
て
算
定
す
る
方
法
の
採
ら
れ
た
こ
と
が
附
言
さ
れ
て
居
る
。
(
此

の
方
法
は
本
邦
で
も
横
演
正
金
銀
行
の
貿
易
調
査
に
於
て
採
ら
れ
て
ゐ
る
)

然
れ
土
ハ
、
近
時
同
一
年
度
中
、
同
一
園
家
に
於
て
も
、
世
界
的
に
も
物
債
費
動
現
象
の
最
も
錯
雑
し
た
期
間
の
貿
易
数
量
を
斯
る
方
法

に
よ
り
査
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
計
算
に
際
し
如
何
た
る
補
正
手
段
が
採
用
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
特
ら
れ
た
数
字
の
首
否

に
就
い
て
多
く
の
疑
念
が
建
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
叉
、
世
界
貿
易
数
量
が
果
し
て
如
何
な
る
程
度
の
内
容
を
有
つ
も
の
た
る
か
に

就
て
も
吾
等
は
探
究
の
慾
求
に
馳
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

斯
の
立
場
か
ら
、
先
づ
筆
者
は
聯
盟
白
檀
の
提
供
せ
る
資
料
並
に
列
園
の
貿
易
統
計
類
に
撮
っ
て
一
九
二
九
年
よ
り
一
九
三
二
年
に
歪

る
四
箇
年
間
毎
年
の
世
界
主
要
貿
易
園
五
十
七
箇
園
の
現
賓
の
貿
易
敢
量
の
算
出
を
試
み
た
。
共
の
結
果
内
容
は
最
後
に
附
表
A
に
明
一
不

す
る
如
く
で
あ
る
が
、
今
之
を
六
地
域
に
別
し
て
要
約
す
る
と
次
掲
第
九
表
と
た
る
。



7
/
/
/

年

次

一

大
陸
別

//iliti--//一

洲
(
廿
六
筒
図
)

H
阿
弗
利
加
(
三
筒
図
)

欧
国
大

1下

洲
(
二
筒
図
)

市

か
(
十
筒
図
〕

V IV 

北東

米
(
二
筒
図
)

川
中
南
米
ハ
十
四
筒
凶
)

言十

(
五
十
七
箇
圏
)

.6. 
口

(
備
考
)

第
九
表

世
界
貿
易
数
量
六
大
地
域
別
近
況
調
査
結
果
一
覧
表

事詰

出

九

二

九

年

一

一
五
七
、
七
一
一
(
一

O
O
)
一
二
三
六
、
六
八
五
(
六
六
二
一
)
一

一
O
、
九
九
六
(
一

0
0
￥
六
、
五
四
五
(
五
九
・
五
)
一

六
‘
三
三
ニ
(
一

0
0
)一
七

‘

五

O
八
(
二
八
・
内
)
一

四
六
、
五
三
八
(
一

0
0
)
-

四
0
.
六
O
六
(
八
七
・
一
一
己
一

六
八
、
一
一
一
一
(
一

O
O
)一
四
一
、
九
六
八
(
六
一
・
六
)
一

六
八
、
O
一
一
(
一

O
O
)一
五

0
・
三
九
九
(
七
四
・
一
)
一

五
五
七
、
七
O
九
(
一

Got--八
七
一
一
(
六
八
入
)
一

後
掲
の
附
表
A

参
照
。

一

九

三

二

年

(
単
位
一
千
蕗
)

事完

入

一
八
七
、
八
三

O
(
一

o
o
f一
七
八
、
九
三
五
(
七
一
-
九
戸

一
O
、
八
六

O
(
一
O
O
)
一
七
、
五

O
四
(
六
九
・
一
)
一

八
、
五
二
五
(
一

O
O
)一
四
、
四
五
六
(
五
二
ニ
ニ
一
回

四
回
・
六
五
八
(
一

O
O
J一
三
四
、
八
二
二
(
七
八
・
0
)一

七
回
、
七
四
O
(
一
O
O
)一
四
三
、
二
九
一
(
五
七
・
九
以
一

三
九
・
0
六
六
(
一

O
O
)
一
一
五
、
二
四
七
(
コ
一
九
・
0
当

豆
大
玉
、
六
七
九
(
一

O
O
)
一
三
八
月
二
五
五
(
六
八
・

o

九

二

九

年

九

三

二

年

右
表
に
見
る
様
に
五
十
七
箇
闘
の
貿
易
数
量
は
(
輪
出
と
輸
入
と
の
各
合
計
は
概
し
て
不
一
致
で
、
数
民
一
一
旦
に
於
て
も
金
額
に
於
て
も
多

く
の
場
合
輸
入
が
若
干
大
き
な
数
字
で
示
さ
れ
る
を
常
と
す
る
が
)
、

輸
入
数
量
の
合
計
に
就
て
見
る
と
、

一
九
二
九
年
の
五
億
六
千
五

百
高
殖
は
年
々
漸
減
し
て
一
九
三
二
年
に
は
三
億
八
千
四
百
高
庖
印
ち
前
者
を
一

O
Oと
す
れ
ば
後
者
は
六
八
・

O
で
ヘ
輸
出
量
で
見
る

五
・
二
%
大
で
あ
る
。

と
六
人
・
八
)
費
に
三
二
%
の
減
少
に
首
り
、
此
の
減
少
率
は
輸
出
入
千
均
で
見
る
と
朗
建
の
聯
盟
白
計
出
し
た
二
六
・
五

wm
よ
り
更
に

}
定
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

七
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又
、
此
の
主
要
五
十
七
箇
聞
の
貿
易
数
量
は
る
一
世
界
貿
易
量
の
殆
ん
ど
所
謂
九
分
九
厘
の
数
量
を
示
す
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
輸
出
量
に
於
て
世
界
の
約
六
割
、
輸
入
量
に
於
て
約
七
割
を
占
め
る
欧
洲
は
前
記
四
箇
年
聞
に
輸
出
量
に
於
て
世
界
一

ρ
平
準
以
下

に
あ
り
、
職
入
量
に
於
て
若
干
平
準
以
上
に
あ
る
。
其
の
主
因
は
蹴
洲
轍
出
茨
の
萎
微
著
し
き
に
反
し
、
職
入
穀
物
量
の
無
費
化
な
る
に

求
め
得
と
思
料
す
。
共
他
、
世
界
θ
輸
出
入
量
を
通
巳
て
特
に
異
色
の
認
め
ら
れ
る
の
は
、
大
洋
側
D
輸
出
が
農
産
物
心
積
出
旺
盛
か
ら

唯
一
つ
世
界
の
例
外
を
破
っ
て
一
九
二
九
年
よ
り
一
九
三
二
年
に
於
て
大
で
あ
る
こ
と
、
中
甫
米
D
購
買
力
萎
縮
甚
し
く
、
そ
の
輸
入
量

の
減
少
率
が
六
地
域
中
の
最
悪
を
示
せ
る
こ
と
、
並
に
東
南
洋
の
貿
易
が
上
記
大
洋
洲
の
輪
出
の
場
合
を
除
く
他
、
輸
出
入
量
共
に
他
の

地
域
よ
り
萎
徴
の
程
度
薄
き
こ
と
、
等
を
奉
げ
ら
れ
る
が
、
右
の
内
、
東
南
洋
、
就
中
極
東
貿
易
に
見
る
最
近
の
特
異
な
欣
勢
に
闘
し
て

は
後
に
項
を
改
め
て
再
越
を
期
す
。

尚
ほ
参
考
の
魚
、
世
界
貿
易
数
量
の
萎
微
の
程
度
に
就
い
て
聯
盟
が
前
掲
書
中
に
示
し
た
庭
と
筆
者
の
算
定
と
の
相
遣
を
拐
げ
て
見
る
。

(
何
れ
も
一
九
二
九
年
を
一

C
C
と
す
)

聯
盟
主手|世
定 l界
貿
易
主主
の

筆l萎
者l徴
算
定

盟

主主

定
|内

i欧
|洲
L貿

fz 
i毒
筆

聯

者

主主

定

一
九
二
九
年
:
:
:

一0
0

・。

一0
0
・0

(
職
出
)
一

0
0

・。
〔
総
入
)
一
0
0
・0

(
総
出
)
一

0
0

・。
(
総
入
)
一
0
0
・0

一
九
三

O
年
:
:
:

九一一一・

o

九
二
・

O

九
二
・

O

九
九
・

O

九
四
・
四

九
四

一
九
三
一
年
:
:

八
四
・
五

八

0
・四

八
一
・

o

九
五
・

o

A 

八
四
・
七

一
九
三
二
年
;
・

七
三
・
五

ノ、

/¥. 

六
回
・

o

八
一
・

0

六
六

七
一
・
九



(2) 

海
上
貿
易
に
見
る
大
宗
貨
物
移
動
の
援
化

此
の
小
報
告
に
於
て
、
以
上
世
界
貿
易
の
数
量
的
査
定
を
企
園
し
た
所
以
は
、
要
す
る
に
世
界
D
商
船
三
阪
を
需
要
す
る
海
上
貿
易
印

ち
沿
岸
貿
易
を
除
く
海
上
貨
物
の
出
廻
り
吠
態
に
闘
し
て
一
定
の
輪
廓
を
描
出
せ
ん
が
震
で
あ
っ
た
。
市
し
て
、
列
園
の
沿
岸
貿
易
も
亦
、

現
今
相
官
多
量
の
船
腹
を
需
要
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
共
、
そ
の
査
定
上
白
煩
雑
、
困
難
ば
殆
ん
ど
之
を
世
間
外
的
に
綜
合
間
明
す
る
こ
と

不
可
能
た
ら
し
め
る
・
も
の
で
あ
り
、
又
、
貴
際
上
、
今
日
自
園
の
沿
岸
貿
易
を
無
僚
件
に
外
園
船
へ
開
放
し
て
ゐ
る
も
の
は
英
園
及
そ
白

流
れ
を
吸
む
愛
蘭
自
由
園
、
英
領
印
度
、
南
阿
聯
邦
、
並
に
諾
威
、
和
蘭
、
白
耳
義
、
選
羅
、
ハ
イ
チ
、
支
那
等
佳
々
十
指
を
屈
す
れ
ぼ

足
る
程
度
に
過
ぎ
て
(
籍
取
車
計
諸
崎
町
」
耕
「
列
)
之
等
の
諸
園
は
自
園
海
運
が
費
力
上
殆
ん
ど
外
園
舶
の
自
園
沿
岸
貿

易
を
排
し
得
る
か
、
乃
至
は
全
然
海
運
力
を
献
除
せ
る
矯
に
外
園
舶
に
之
を
委
ね
る
か
、
そ
の
各
れ
か
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
爾
徐
大
多

教
の
海
園
に
あ
っ
て
は
何
れ
も
自
園
の
沿
岸
貿
易
を
自
園
旗
舶
に
の
み
留
保
し
て
ゐ
る
か
ら
、

一
般
に
嘗
該
国
以
外
の
海
運
園
の
商
舶
に

直
接
的
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
生
ぜ
歩
、
漏
り
首
該
園
の
海
運
情
勢
に
就
て
考
察
す
る
時
に
於
て
の
み
重
要
性
を
感
歩
る
こ
と
λ

な
る
。
概
し

て
言
へ
ぽ
、
齢
く
共
、
世
界
の
三
千
組
噸
型
以
下
の
小
型
舶
は
主
と
し
て
此
の
自
園
沿
岸
貿
易
並
に
近
海
に
於
け
る
園
際
貿
易
に
常
時
従

事
し
、
三
千
組
噸
以
上
の
所
謂
中
型
、
大
型
舶
が
海
上
園
際
貿
易
を
劃
象
と
し
て
活
動
す
る
も
の
と
見
倣
す
と
と
が
出
来
る
。

世
界
の
海
上
園
際
貿
易
は
ハ

l
レ
l
(
出
色
。
)
に
壊
れ
ば
、
世
界
貿
易
会
量
の
四
分
の
三
乃
至
五
分
の
固
と
言
は
れ
る
が
、
共
他
諸
家

の
研
究
に
よ
る
も
、
現
在
、
陸
運
、
内
園
水
路
、
並
に
北
米
太
湖
に
よ
る
園
際
貿
易
を
除
外
し
た
世
界
海
上
貿
易
は
砂
く
共
世
界
貿
易
全

量
白
約
八
割
に
達
す
る
と
推
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
仮
に
八
割
説
に
擦
る
と
す
れ
ば
、
世
界
海
上
に
於
け
る
園
際
貿
易
は
一
九
二
九
年

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
敷
金
的
考
察

(
伊
坂
)

九
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第

貌

二一ニ

O

に
於
て
四
億
五
千
二
百
寓
砲
、

一
九
三
二
年
に
於
て
三
億
一
千
六
百
高
砲
と
な
り
、

(
此
の
数
字
は
欧
洲
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
一
九

二
年
の
世
界
海
上
貿
易
量
三
億
噸
設
に
時
ぽ
合
致
す
)
之
が
大
僅
に
於
て
現
時
の
世
界
航
洋
舶
腹
約
五
千
六
百
高
純
噸
(
第
三
表
参
照
)
を

需
要
す
る
こ
と
に
た
る
。
市
も
、
此
の
一
九
三
二
年
に
於
け
る
海
上
貿
易
量
を
以
て
し
て
供
給
船
腹
を
充
分
満
し
得
ざ
り
し
こ
と
が
、
同

年
に
至
り
途
に
空
前
の
繋
舶
時
代
惹
起
の
重
大
た
原
因
と
な
づ
た
も
の
と
観
る
こ
と
が
出
来
る
。

乍
然
、
誌
に
世
界
の
海
上
園
際
貿
易
全
量
の
査
定
が
成
h
y
、
会
樫
的
減
少
程
度
を
知
悉
し
得
て
も
、
此
の
事
賓
の
み
を
以
て
直
に
海
運

不
況
の
杢
原
因
な
り
と
断
定
す
る
時
は
早
計
の
難
な
し
と
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
胎
腹
の
需
要
闘
係
に
於
て
貨
物
移
動
欣
態
を
見
る
場

ム
口
に
は
、
そ
の
移
動
数
量
を
移
動
距
離
と
の
閥
聯
に
於
て
考
察
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

凡
そ
海
上
荷
動
き
を
観
る
に
嘗
っ
て
最
も
霊
知
の
置
か
れ
る
の
は
共
の
移
動
方
向
で
あ
り
、
従
市
亦
、
右
に
よ
り
生
ナ
る
運
治
距
離
で

あ
る
。
仮
令
、
同
一
量
と
睡
も
、
従
来
一
千
浬
の
距
離
に
於
て
運
迭
を
見
た
貨
物
が
、
経
済
的
保
件
の
費
化
に
従
ひ
一
高
迎
の
遠
隔
地
方

間
に
於
け
る
移
動
に
よ
っ
て
代
ら
れ
た
と
す
れ
ぽ
、
通
常
不
定
期
貨
物
舶
の
速
力
を
一
日
二
百
浬
と
し
て
、
前
者
五
日
間
の
航
海
は
後
者

五
十
日
間
の
航
海
に
代
ら
る
h

こ
と
に
た
り
、
舶
腹
の
泊
化
率
に
非
常
た
饗
化
を
見
る
は
言
を
侠
た
な
い
。
而
も
、
世
界
貿
易
の
賓
際
に

於
て
は
今
日
屡
々
斯
の
如
き
例
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
弐
に
又
、
出
廻
り
季
節

(
ω
E
S
Z何
回
目
伊
国
富
山
)
白
考
慮
も
同
一
年
度
の
荷
動
き
情

勢
を
見
る
に
首
ヲ
て
重
要
な
保
件
で
あ
る
が
、
誌
に
は
首
面
の
要
件
外
と
す
る
。

世
界
海
上
貿
易
の
金
量
に
就
て
其
の
移
動
方
向
を
完
全
に
査
定
す
る
こ
と
は
今
日
の
虚
技
術
的
に
不
可
能
と
す
る
。
け
れ
共
、
共
の
内

の
主
要
な
貨
物
部
ち
所
謂
大
宗
貨
物
に
闘
し
で
は
必
し
も
其
れ
を
困
難
と
せ
歩
、
各
商
品
に
就
き
構
成
あ
る
専
門
的
機
関
に
於
て
細
密
な

調
査
が
行
は
れ
て
居
り
、
其
れ
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
ら
ぽ
、
大
宗
貨
物
の
如
何
な
る
も
む
な
る
か
に
就
て
は
、

般



に
常
識
的
見
解
に
落
ち
易
い
だ
け
に
一
一
闘
の
要
が
感
ぜ
ら
れ
る
o

乃
ち
曾
て
、

一
九
二
八
年
度
の
世
界
貿
易
に
就
て
筆
者
の
調
査
せ
る
庭

に
よ
る
と
、
貿
易
金
量
約
五
億
噸
中
の
四
七
%
が
燃
料
、
二
五
%
が
原
料
品
、
二
O
%
が
食
糧
品
、
八
%
が
製
造
日
間
其
他
の
雑
貨
で
あ
り
、

更
に
兵
僅
的
た
商
品
別
に
よ
り
示
す
と
、
石
炭
が
貿
易
金
且
一
旦
の
三
五
%
、
穀
粒
が
一
三
・
四
%
、
鏑
石
及
蹟
石
類
が
一
二
・
二
一
%
、
石
油

一
一
一
%
、
木
材
六
%
、
織
鋼
類
四
・
三
%
、
砂
糖
一
一
・
六
%
、
共
他
一
四
・
四
%
と
な
っ
て
ゐ
る
。
(
部
品
「
釈
明
併
話
一
訴
時
競
)

右
の
内
で
も
最
も
中
植
的
地
位
を
占
め
る
も
の
は
石
茨
と
穀
粒
と
で
あ
る
が
、
就
中
、
穀
粒
の
移
動
は
重
要
に
し
て
、
世
界
海
運
市
場

は
之
が
出
廻
情
勢
を
以
て
晴
雨
計
と
し
、
殊
に
欧
訓
海
運
市
場
に
於
て
然
り
と
す
。
何
者
、
穀
粒
中
で
も
最
も
重
要
な
る
小
委
の
如
き
、

欧
洲
は
世
界
の
五
割
を
生
産
す
る
に
不
拘
、
そ
の
消
費
は
世
界
の
大
約
六
割
を
飴
儀
な
く
せ
ら
れ
る
人
口
と
家
畜
と
を
擁
す
る
穏
に
、
年

え
不
足
を
補
ふ
要
あ
り
、
之
が
臥
洲
に
向
っ
て
世
界
の
全
小
委
輸
出
の
約
七
割
五
歩
が
積
出
さ
れ
る
原
由
と
な
る
。
従
市
、
臥
洲
の
豊
凶

は
直
に
此
の
小
婆
移
動
量
に
増
減
を
生
じ
、
欧
刑
海
運
市
場
に
於
け
る
舶
腹
需
要
に
重
大
な
る
影
響
を
招
来
し
、
又
、
今
日
小
委
輪
出
地

方
と
し
て
大
た
る
も
の
に
は
北
米
(
米
園
及
加
奈
陀
)
、

南
米

(
E
爾
然
丁
)
、
黒
海
及
グ
ニ
ュ
1
ブ
沿
岸
諸
園
、
譲
例
、
等
b
L
教
へ
得
る

が
、
之
等
諸
園
間
に
豊
凶
具
同
あ
る
こ
と
も
、
海
運
市
場
に
重
大
な
反
影
を
粛
す
も
の
に
し
て
、
例
之
、
北
半
球
の
小
姿
作
柄
凶
に
し
て
、

南
牟
球
豊
作
た
り
と
す
れ
ば
、
北
米
、
欧
露
に
代
ヲ
て
南
米
、
濠
例
等
の
小
委
出
荷
増
大
可
能
と
な
り
、
比
較
的
長
距
離
航
路
白
船
腹
需

要
増
大
に
よ
っ
て
市
場
引
締
り
、
共
の
逆
の
場
合
に
市
場
鈍
扶
を
呈
す
る
の
傾
向
惹
起
せ
ら
る
。
乍
然
、
概
し
て
一
五
へ
ば
、
近
来
欧
洲
の

穀
粒
需
要
因
が
自
園
農
産
の
増
率
乃
至
保
護
を
企
園
し
、

ク
オ
ー
ク

l
制
其
他
を
以
て
外
来
品
を
抑
摩
一
す
る
の
政
策
を
持
す
こ
と
か
ら
、

漸
共
敵
刑
向
穀
粒
移
動
の
減
退
傾
向
を
醸
成
し
て
ゐ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

敵
刑
向
主
要
穀
粒
中
、
小
姿
、
玉
萄
黍
、
共
他
雑
穀
の
移
動
欣
態
に
就
き
見
る
と
、
移
動
全
量
に
於
て
は
一
九
二
九
年
と
一
九
三
二
年

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)
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一一一一一

と
は
略
同
程
度
の
二
千
五
百
高
噸
徐
で
あ
り
、
何
等
減
沼
地
を
示
し
て
ゐ
な
い
が
、

一
九
三
三
年
に
於
て
は
顛
著
な
減
少
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
減
少
の
内
容
を
仕
出
地
別
に
見
る
と
、
北
米
と
南
米
と
か
ら
の
も
の
に
就
い
て
概
し
て
減
量
著
し
き
も
の
あ
り
、
特
に
北
米
積
に
於
て

然
り
と
す
る
が
、

(
第
十
一
表
参
照
)
小
姿
に
闘
し
て
は
、
同
じ
く
北
米
積
の
中
に
も
興
味
あ
る
内
容
上
の
費
化
が
包
蔵
せ
ら
れ
て
居
り
、

此
の
問
題
に
閲
し
て
は
弐
項
オ
ツ
タ
ワ
協
定
の
影
響
を
論
述
す
る
に
際
し
鏑
れ
て
見
た
い
と
考
へ
る
。

次
に
、
石
山
衣
に
就
い
て
一
顧
を
典
へ
る
と
、
欧
測
に
於
け
る
移
動
が
最
も
大
量
的
の
も
の
で
あ
る
。
元
来
、
此
の
貨
物
は
世
界
貿
易
量

中
の
最
大
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
け
れ
共
、
そ
の
多
く
は
概
し
て
比
較
的
地
方
的
乃
至
近
距
離
な
園
際
貿
易
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
欧
削
の
輸
出
山
次
、
就
中
、
英
、
猫
、
投
三
園
の
輸
出
茨
高
の
如
き
現
今
世
界
白
綿
石
茨
輸
出
高
の
大
約
六
割
を
占
め
、
そ
白
大
部
分

が
欧
測
一
帯
近
海
航
路
の
重
要
た
貨
物
と
た
っ
て
ゐ
る
が
、

一
九
二
九
年
に
組
計
一
億
噸
に
達
し
た
此
の
三
園
輪
出
茨
は
最
近
五
箇
年
間

に
漸
減
し
て
一
九
三
二
年
及
一
九
三
三
年
に
は
各
六
千
六
百
寓
噸
儀
で
即
ち
三
割
四
歩
の
激
減
を
一
不
し
、
市
も
此
の
減
少
の
原
因
が
菅
に

欧
洲
産
業
の
不
振
に
よ
る
の
み
な
ら
や
、
伊
太
利
共
他
欧
洲
諸
閣
の
水
力
電
気
の
隆
興
に
よ
り
、
，
次
第
に
永
久
的
性
質
の
市
場
喪
失
を
も

包
含
し
て
居
る
こ
と
に
留
意
を
要
せ
ら
れ
る
。

又
、
蹴
測
輸
出
茨
中
に
は
英
園
茨
の
如
き
従
来
遠
洋
航
路
に
於
て
柏
や
顛
著
な
る
移
動
を
一
不
す
も
の
あ
り
、
欧
洲
の
海
運
業
、
就
中
そ
の

不
定
期
舶
経
営
に
あ
っ
て
は
往
航
石
茨
、
復
航
穀
物
の
積
取
を
以
て
主
貨
と
し
、
運
賃
乃
至
採
算
の
基
準
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
蹴
例

炭
の
遠
洋
方
面
向
出
貨
も
亦
最
近
五
箇
年
聞
に
於
て
減
少
傾
向
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、

そ
の
裡
に
あ
っ
て
も
、
濁
逸
茨
が
漸
弐
南
米
市

場
に
進
出
し
、
英
園
茨
が
此
の
市
場
か
ら
著
し
く
勢
力
を
薄
め
、
之
が
填
補
を
加
奈
陀
に
需
め
て
ゐ
る
と
云
ふ
移
動
費
化
の
情
勢
が
観
取

し
得
ら
れ
る
。

(
第
十
表
参
照
)
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濁
逸
山
灰
の
欧
洲
一
帯
向
検
出
中
に
は
怯
運
に
よ
る
も
の
を
含
む
。

近
時
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界
海
運
貿
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の
数
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的
考
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O

一、

0
0
七一

一
0
.
四
七
五

五

回
二

O
八

六
八
九

一
、
四
三
九

三
九
一

一
、
一
五
九

一
九
三
三
年

玉
、
二

0
0
一一六O 

玉
、
四
豆
六

ご
、
八

0
0

四
、
四
五

九
二
九

八
、
一
八

O

五
八
五

ブL
i¥ 

七

0
0

一
、
三
八

二
三
七

一
二
ニ
一
五
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度

共

他

諸

図

(
計
)

世

界

総

計

計

11、

塁手

星司

玉

黍

大
宮
皆
、
燕
葬
‘
裸
姿

合
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七
一

o

一二ニ

O

四
九
七

一
、
四
三
七

一
五
・
七
九
五

五
、
九
四

一
、
四
=
一
九

二
五
、
一
七
五

四
四
ノk

ハ八

O

一一一

O

五
六
五

一
、
三
六
五

一一一一二一一六

八
‘
三
九

一、六

O
八

二
五
‘
三
六
四

五
八

O

一
九

O

一一二
O
二

五
六

二
八
五

六
四

O

一
、
四
八
七

一
一
、
四
八
六

六
三
」
ハ
五

一、

O
七
九

ニ
0
.
九
三

O

五
二
六

一
、
一
四

O

一
五
、
五
七
九

九三九

O 八六

L三五十三

(
備
考
)

本
表
は
む
巳
ぞ
同

E
m
E
H
H
O尚
三
日
最
近
五
箇
年
間
の
調
査
よ
り
綜
令
せ
る
も
の
。
但
し
・
右
は
ク
オ

I
タ
!
を
単
位
と
す
る
を
以
て
.

一
噸
(
二
、
二
四

O
封
皮
)
に
付
.
小
姿
は
四
・
六
六
七
ク
オ

1
タ
1
、
支
局
黍
及
裸
凄
は
五
ク
オ

1
9
1
、
大
姿
は
五
・
八
三
三
、
燕

葬
は
八
・
七
五
ク
オ

1

9

1
の
割
に
て
換
算
せ
ら
れ
た
り
。

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
U

互乙



東
京
商
科
大
亭
研
究
年
報

商
拳
研
究

第

放

←」
ノ、

(3) 

オ
ッ
タ
ワ
協
定
の
影
響

海
上
貿
易
の
数
量
並
に
移
動
方
向
に
就
き
費
生
す
る
輔
氏
化
が
、
船
腹
需
要
に
及
ぼ
す
慮
の
大
た
る
こ
と
に
就
い
て
は
既
に
述
べ
た
る
如

く
で
あ
る
が
、
近
時
、
右
に
関
す
る
自
然
的
乃
至
偶
殻
的
原
由
に
よ
る
費
化
以
外
に
、
人
魚
的
政
策
に
基
く
之
が
轡
化
の
特
に
注
嗣
す
べ
き

も
の
あ
る
は
周
知
の
事
柄
に
属
す
る
。
今
や
一
般
に
従
来
の
自
由
通
商
の
常
則
が
保
護
貿
易
主
義
の
下
に
封
鎖
的
園
家
経
済
政
策
に
向
つ

て
念
速
な
轄
換
を
一
不
さ
る
ミ
多
く
の
例
を
目
撃
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
世
界
の
各
方
面
に
向
っ
て
極
め
て
強
力
に
共
の
旗
色
塗
替

を
断
行
し
つ
L
あ
る
主
流
の
あ
る
の
を
認
め
る
Q

之
ぞ
ク
ロ
ム
ヱ
ル
航
海
僚
例

(
Z
Sぽ
丘
一
。
ロ

k
r
p
H
a
ヨ
t
H
∞
卓
也
)
の
慶
棄
以
来
八
十
飴

年
、
名
貫
共
に
自
由
貿
易
主
義
の
盟
主
た
り
し
英
苛
図
で
あ
り
、
夫
の
オ
ッ
タ
ワ
協
定
た
る
も
の
に
よ
っ
て
具
懐
化
さ
れ
て
ゐ
る
庭
の
も

の
で
あ
る
。

所
謂
オ
ッ
タ
ワ
協
定

(
O
E
3・
k
r
m
B
O
B
S
Z
)
は
一
九
三
二
年
七
月
二
十
一
日
以
降
翌
八
月
二
十
日
迄
の
一
ヶ
月
問
、
加
奈
陀
の
首

都
オ
ッ
グ
ワ
に
於
.
い
て
開
催
せ
ら
れ
た
英
帝
園
経
済
舎
議
の
成
果
と
し
て
得
ら
れ
た
英
帝
園
の
内
部
的
諸
盟
約
を
綿
帯
す
る
も
の
で
、
英

本
園
と
そ
の
属
領
と
の
問
で
は
英
本
固
と
加
奈
陀
、
譲
測
、
新
西
蘭
、
南
阿
聯
邦
.
印
度
、

ニ
ュ

l
フ
ア
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
、
甫
ロ

1
J
アシ

ァ
、
愛
蘭
自
由
固
と
の
聞
に
、
英
帝
国
内
の
各
国
周
領
聞
で
は
南
阿
聯
邦
と
加
奈
陀
、
新
西
蘭
、
甫
ロ
ー
デ
シ
ア
と
の
聞
に
及
び
愛
蘭
自
由

園
と
南
ロ
ー
デ
シ
ア
と
の
聞
に
於
て
、
以
上
都
合
十
二
の
各
佃
別
的
協
定
が
成
立
し
て
、
夫
々
有
故
期
間
五
箇
年
の
下
に
同
年
十
月
一
日

以
降
貫
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

王、¥広岡山口。口。
E
町ぺ
J

(

巳・
u
H
U
N

コ【
C

Z

J

J

此
の
協
定
の
内
森
を
な
す
庭
の
も
の
は
極
め
て
多
岐
虞
範
に
渉
る
泊

(
O
E
3
F
E
H
O
E由
民
参

m
m
E
J
要
す
る
に
、

関
税
政
策
其
他



に
依
り
外
園
品
の
英
帝
圏
内
へ
の
輪
入
を
可
及
的
阻
止
し
、
之
に
代
っ
て
英
本
園
は
属
領
産
農
産
品
乃
至
原
料
品
の
輸
入
増
加
を
計
り
、

属
領
は
英
本
圏
産
の
製
誼
口
問
其
他
の
使
用
を
増
進
す
る
は
勿
論
、
諸
属
領
間
に
あ
り
て
も
英
帝
図
産
品
の
利
用
を
可
及
的
促
進
す
る
に
あ

る。
日
本
は
嚢
に
目
印
合
商
に
際
し
て
具
に
此
の
英
帝
園
の
新
経
済
政
策
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
が
、
前
項
に
於
て
指
摘
さ
れ
た
小
姿
と
石

表
に
闘
す
る
主
要
た
海
上
貨
物
移
動
上
の
捷
化
も
亦
、
費
に
オ
ッ
タ
ワ
協
定
の
政
策
に
影
響
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
海
上
貿
易
に
及
ぼ
す
影
響
と
一
五
ふ
立
場
か
ら
綜
合
し
て
、
主
要
海
上
貨
物
に
就
き
該
協
定
の
内
容
を
窺
ふ
と
、
先
ホ
ノ
川
小
委
に

謝
し
て
は
英
本
園
は
新
に
外
園
産
の
も
の
に
一
ク
オ
ー
ダ
ー
(
四
・
六
六
七
ク
オ
ー
ク
ー
が
一
一
申
立
亙
噸
)
に
付
き
二
士
山
の
闘
挽
を
設
け
、

同
玉
萄
黍
、

E
麻
仁
に
も
従
慎
一
割
税
新
設
、

ω砂
糖
ば
英
本
闘
は
既
に
一
般
に
輸
入
税
を
課
し
、
属
領
産
に
は
之
を
軽
度
な
ら
し
め
て

ゐ
た
が
、
向
後
英
帝
園
産
の
砂
糖
に
就
て
は
帝
圏
内
で
可
及
的
利
用
を
促
進
す
、

ω肉
類
は
英
本
闘
が
外
園
産
聡
入
回
一
一
旦
に
制
限
を
試
む
、

以
上
食
糧
口
仰
の
他
、
原
料
品
に
閲
し
て
は
、

ω棉
花
は
英
本
園
が
可
及
的
印
度
産
の
利
用
程
度
を
高
め
、
印
度
は
之
に
代
り
英
本
闘
の
綿

製
品
輸
入
を
多
か
ら
し
め
る
、
仙
川
羊
毛
は
英
本
闘
は
属
領
産
の
み
を
従
来
週
り
無
税
と
し
、
的
木
材
は
英
本
園
が
加
奈
陀
材
に
劃
し
て
従

慎
一
割
の
特
恵
を
保
読
す
る
、
向
石
茨
は
加
奈
陀
に
よ
っ
て
英
本
園
茨
を
無
税
、
外
園
山
択
の
闘
税
を
従
来
の
一
噸
営
り
四
十
仙
(
一
九
三

一
年
以
来
賓
施
)
か
ら
五
十
仙
に
引
上
げ
ら
れ
る
、

ω製
造
口
聞
は
英
本
国
産
の
も
の
が
可
及
的
属
領
各
地
に
て
利
用
程
度
を
増
進
せ
し
め

る
等
、
要
約
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

此
の
盟
約
の
結
果
と
し
て
可
能
な
世
界
海
上
運
送
上
の
質
草
は
、
先
づ
第
一
に
年
々
英
本
因
が
多
量
に
職
入
し
つ
斗
あ
る
小
委
、
玉
萄

黍
等
の
穀
物
鞍
詮
航
路
に
於
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
筈
で
あ
る
。
印
ち
、
小
要
は
米
園
、

亜
爾
然
丁
、
露
園
及
グ
ニ
ュ

l

プ
沿
岸
諸
園
方

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

〔
伊
坂
)

七



東
京
商
科
大
皐
研
究
年
報

商
撃
研
究

宮高

放

八、

面
か
ら
英
本
因
向
の
も
の
が
従
来
よ
り
積
山
内
困
難
と
な
っ
て
、
之
に
代
り
加
奈
陀
、
濠
洲
よ
り
の
積
出
増
大
を
可
能
と
し
、
玉
萄
黍
は
南

阿
積
英
本
園
向
を
刺
戟
し
、

亜
爾
然
丁
共
他
積
の
減
退
せ
し
め
ら
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
。
又
、
砂
糖
は
モ

l
リ
シ
ヤ
ス
糖
の
英
本
国
向

並
に
加
奈
陀
向
が
特
に
促
進
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
木
材
は
英
本
園
市
場
に
於
け
る
北
欧
材
、
露
園
材
に
劃
し
て
加
奈
陀
材
の
競
争
力

が
増
大
せ
ら
れ
、
石
表
は
加
奈
陀
に
於
て
米
園
茨
に
代
り
、
英
本
園
山
衣
白
需
要
旺
盛
と
な
り
、
肉
類
は
濠
別
、
新
聞
蘭
及
甫
ロ
ー
デ
シ
ア

産
の
英
本
園
向
白
増
が
亜
爾
然
丁
積
に
影
響
す
る
筈
で
あ
る
o

(

但
し
肉
類
に
闘
し
て
は
以
上
の
貴
現
に
多
く
の
困
難
橡
想
せ
ら
る
、
査
し
‘

亜
爾
然
丁
の
生
肉
業
に
は
英
園
の
投
資
が
極
め
て
大
た
る
故
で
あ
る
o

)

之
等
の
う
ち
に
は
既
に
編
著
た
費
績
を
示
し
て
居
る
も
の
も
あ
り
、

未
だ
甚
だ
不
満
足
な
も
の
も
あ
る
。
英
本
園
の
小
委
、
玉
萄
黍
輸
入
航
況
、
加
奈
陀
の
石
茨
輪
入
扶
況
に
闘
し
て
は
別
に
統
計
(
第
十
二
表

参
照
)

を
掲
げ
て
参
考
に
共
へ
る
が
、
小
委
と
石
茨
に
見
る
境
化
に
は
特
に
重
要
性
を
認
め
た
い
。

概
し
て
云
へ
ぼ
英
帝
園
内
に
於
け
る
遠
洋
長
匝
離
航
路
の
貨
物
移
動
量
を
増
加
し
て
船
腹
需
要
を
蹟
大
し
、
海
運
に
何
分
の
好
影
響
あ

る
も
の
L

如
て
で
あ
る
が
、
他
面
に
於
て
、
右
と
反
劃
の
結
果
を
費
す
要
素
も
亦
包
含
せ
ら
れ
る
の
み
た
ら
や
J

、
自
然
的
保
件
乃
至
英
帝

圏
外
の
諸
外
国
の
経
済
情
勢
乃
至
、
経
済
政
策
に
よ
っ
て
も
影
響
せ
ら
れ
る
虚
多
き
こ
と
を
併
而
阿
同
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

叉
、
般
に
オ
ッ
タ
ワ
協
定
に
よ
る
政
策
進
行
の
結
果
が
、
舶
腹
需
要
の
損
大
を
招
来
し
た
と
し
て
も
、
徒
に
ユ
ニ
オ
ン
・
ヂ
ヤ
ッ
ク
舶

の
活
動
が
刺
戟
さ
れ
る
に
反
し
て
、
爾
余
の
外
園
舶
は
自
然
従
来
の
貨
物
在
失
ふ
庭
勘
し
と
せ
歩
、
世
界
海
運
の
全
般
か
ら
す
れ
ば
寧
ろ

甚
だ
肢
行
的
た
結
果
を
招
く
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
ο



第
十
二
表

英
本
園
小
姿
及
玉
萄
黍
輸
入
近
吠

(
単
位
千
英
噺
)

玉 IJ、f士

'1'竺Sλ 其 直f言問よP3南局黍f実、 メZ当3、 共露豆米/誌「 印濠加塁長手Iff 

ヨ 計 帝 地

煽り阿帝 爾
リ 奈図

他然'-.-/聯E同謂
i、J

内
内

他図然図 度洲 ヨ 年

言十 了邦よ 言十 了
陀リ

り v 

積積積、J 主主積積積 積積積 ヨた

一

九

一 一 五 一 一 一 O 
‘ 
. 、

七 一 一 三九七 O | ー」 ーノ」、 ニーゴー・ 年一
O -ー ノム、 一 八三五五一
/¥. 八六回 /¥. ーヒ O 六九二 一七五九

一

えA

一 一 五 一一 一 一一一 一 一. 、 . 、 、、 、
‘ 
、

ムノ、 一四 九 四 三四 O 五 五 一 一一一 年
1， -/¥. 七 一 八四三六 四 二六五ノ、

一 三三八 O ノ-~、 -占 -ノi、A 恥ノ_C、.-ー・ 四 四五五

一

九

一

一 一 五 一 一 ー 一 一一 一 一 一
、.

‘ ‘ 
、 、

ムノ、 一 一 一 一 七 三一 O 二 まζ 一一 一一一 年一 一
四 /¥. /¥. プ主 /¥. 一 O 六二三 五 O 四
一 占ノ、 ムノ、 ノよU O 九 七三八一 一 |八三

一

九

一 一 五 一 一 一 一一 一 一、 、. . 、
五 四 O ー ムノ、 /¥ 一一一 七 四二 年一一 一一
ノF 炉i、. 一四一 一 ヒ 五八三 四 六七一
五 一一 一 O 七 =九五 四九

近
時
世
凶
作
海
蓮
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

二
ニ
九



東
京
商
科
大
胞
子
研
究
年
報

商
皐
研
究

加
奈
陀
の
石
茨
輪
入
近
欣

(
四
半
位
千
米
噸
)

第
十
三
表

年1

i次

仕
出
地

(
英
帝
閣
内
よ
り
)

英

本

図

(
外
図
よ
り
)

米

図

一

九

二

九

年

積

八
四
五

主責

一
七
、
六
五
七

共

他

積計

一
八
二
ハ
一
九
一

ぷ〉、
口

七

筑

波九
コ
一

O
年

一
、
一
四

一
六
、
一
七
四一O四

一
七
、
六
二

O

(
備
考
)

I

・
H
E
々
与
の
】
悶
Z
H
h
o
m
M弘
司
に
披
り
算
出
。

一
九
三
一
年
一

九
九
九
一

一
二
、
四
六
八
一

六
五
一

一
三
、
五
三
一

z
、
英
噸
は
一
一
、
二
回
O
封
皮
.
米
噸
は
二
、

0
0
0
封
皮
の
所
訪
シ
ョ
ー
ト
・
ト
ン
。

(4) 

極
東
海
上
貿
易
の
侠
復

世
界
貿
易
の
全
数
量
が
一
九
二
九
年
以
降
漸
減
し
て
、

一

九

三

二

年

一
、
七
六

九
、
八
五
九

五

一
一
二
ハ
七

二
四
O

九

6!三

一
、
九
四
四

九
、
五
四

一
一
.
四
八
五

一
九
三
二
年
に
は
凶
年
前
の
六
八
・
三
%
に
過
ぎ
ざ
る
吠
態
に
陥
り
た
る
に
反

し
、
東
南
洋
(
十
箇
園
)
の
輸
出
入
貿
易
数
量
が
大
洋
洲
の
輸
出
に
見
る
例
外
を
除
い
て
、

f
A
の
六
地
域
中
、
減
量
程
度
の
最
も
低
い

も
の
で
あ
る
に
就
て
は
既
に
記
さ
れ
た
庭
で
あ
る
。
然
る
に
、
更
に
此
の
東
南
洋
(
十
筒
園
)
の
内
で
も
極
東
方
面
に
あ
づ
て
は
特
に
右

四
年
聞
の
低
減
程
度
軽
き
事
賀
、
並
に
一
九
三
三
年
に
於
て
も
概
し
て
世
界
貿
易
量
の
一
一
昨
の
低
下
が
議
想
さ
れ
居
る
時
に
際
し
て
、
同

年
調
り
極
東
の
み
が
、
世
界
の
大
勢
と
逆
に
既
に
一
九
二
九
年
の
水
準
を
突
破
せ
る
事
質
を
指
摘
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



設
に
極
東
方
面
と
は
目
、
浦
、
支
、
比
の
四
箇
園
を
包
含
せ
し
め
て
考
へ
ら
れ
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

一
九
二
九
年
以
降
一
九
三
二
年

前
半
期
に
至
る
迄
の
期
間
は
軽
微
な
が
ら
大
憧
に
於
て
世
界
貿
易
悪
化
の
一
般
的
趨
勢
と
同
様
に
数
量
上
の
逓
減
を
招
い
て
居
た
。
極
東

方
面
の
貿
易
が
全
樫
的
に
減
量
軽
微
を
一
却
す
の
は
、

数量よ P観たる世界貿易と極東貿易

ー -一一l一一一一一一J//
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U
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υ

u

m

g

 

70 

60 

50 

40 

80 

30 

20 

一
九
三
三
年
に
は
一

O
七
・
九
と
反
騰
し
て
居
り
、
之
を
輸
出
入
別
に
見
る
と
、
第
十
四
表
の
示
す
如
く
、

九
二
九
年
の
輸
出
入
貿
易
会
量
を
一

O
Oと
す
れ
ば
、
漸
減
し
て
一
九
三
二

年
に
八
八
・
四
迄
減
じ
た
が
、

輸
出
数
に
於
て
快
復
の
樟
度
大
で
あ
っ
て
、

lH33 

各れも 1929年を
日
本
の
如
き
産
業
闘
に
見
る
原
料
品
輸
入
及
び
製
造
品
輸
出
の
比
較
的
世
界
経
済
情

勢
の
健
否
に
鋭
敏
な
る
分
子
を
包
合
せ
る
に
不
拘
、

一
回
に
於
て
支
那
の
如

(太線は世界貿易量，黙線は極東貿易量

100 とナ。〕

き
圏
内
産
業
の
整
備
に
後
れ
、
食
糧
口
同
共
他
生
活
必
需
品
の
相
官
部
分
を
外

園
品
に
仰
ぐ
も
の
あ

P
、
そ
の
魚
に
み
一
般
が
著
し
く
鈍
感
化
さ
れ
る
故
に
他

な
ら
な
い
。

然
る
に
、
此
の
鈍
感
な
る
貿
易
地
域
に
一
九
三
二
年
後
牛
期
以
来
、
比
律

賓
の
輸
入
量
を
除
い
て
顕
著
な
快
復
現
象
が
琵
生
す
る
に
至

p
、

一
九
三
三

lU:JZ 1931 1930 

10 

1929 

年
に
は
過
去
五
箇
年
間
に
於
け
る
最
大
貿
易
量
に
達
す
る
扶
態
に
な
っ
た
。

乃
ち
、

日
本
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
基
因
す
る
産
業
快
復
、
新
興
浦

洲
園
の
物
資
需
要
旺
盛
と
が
共
の
貿
易
量
増
大
の
最
も
大
き
な
要
素
で
あ
っ

た
と
と
は
勿
論
と
す
る
。
而
し
て
、
そ
の
快
復
の
程
度
は
、
極
東
四
筒
闘
一

近
時
世
界
海
暗
由
貿
易
C

数
量
的
考
察 一
九
三
三
年
に
は
一
一
一
一
一
を
一
不
し
、
就
中
、
日
本
(
朝
鮮
、
菱
轄
を
不
合
)
の
輸
出
量
は
、

四

(
伊
坂
し
)



東
一
県
商
科
大
翠
研
究
年
報

商
問
問
中
併
究

第
三
貌

三
四
二

一
一
七
・
六
と
進
む
で
居
る
。
唯
、
輸
入
数
量
に
あ
っ
て
は
日
本
は
一
九
三
三
年
に
於
て
未
だ
五
年
前
の
水
準
を
越
え
て
は
居
た
い
け
れ

共
、
殆
ん
ど
之
に
近
い
庭
迄
埠
ひ
迫
っ
て
屈
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

町バ一
日1滞~・ρι 比

律

賓

メ込
ι3 

〔
備
考
)

第
十
四
表

最
近
五
箇
年
の
極
東
諸
園
海
上
貿
易
量

帯主

在
一
九
年

グむ

年一、五回一

一
九
一
一
三
年
一

(
九
五
)
一

I

・
日
本
の
数
字
中
に
は
朝
鮮
.
墓
融
問
。
分
を
不
合
。

r/、| 工三 二三 グて ..e 
ーぃ 、 、 、 、
ーーノ、コ 芳三 ノ、 三三
主主アL I プL ノ、 -e 区河
恒三空 l九一回 .""-1

、旬、，-'

九百一-一一年

4
.
支
那
の
貿
易
量
中
に
は
若
干
陸
運
に
よ
る
も
の
を
含
む
。

(
単
位
一
千
硲
)

在
一
九
年一.E

四五

u

司、口一口

一.九八四

正主主
f町、Cコ
一、
CつE三
Cコε主
'-...，穴」

事完

会
一
口
年

一八、晶子山

六、五五口

一.九口一

一占、一一旦一一

(九一)一

7L 

年

z
、
満
洲
の
数
字
は
一
九
コ
一
二
年
七
月
以
降
(
海
閥
接
牧
以
後
)
大
連
港
経
肉
の
も
の
に
付
き
算
定
せ
り
。

グU

年
占‘八六回

事
.
六
五
=

一、五口口

一五、晶一エ()一

(八六)一 入

会一=一年口、一ユ耳目

-e -
E 

‘一占。

本

六、ユ四五

六、ユ九六

グb

年

3
・
本
表
は
各
関
税
闘
の
計
量
数
字
に
基
き
、
軽
量
品
に
付
き
用
ひ
ら
れ
た
る
符
積
噸
に
依
る
計
量
を
含
む
。

八

.
0
四九

一、四=一口

二、占占凶

(
一
口
六
)

極
東
貿
易
の
容
相
に
関
し
て
検
討
を
加
へ
る
こ
と
は
、
日
本
海
運
に
於
け
る
舶
腹
需
要
費
生
の
本
擦
を
突
く
こ
と
に
な
っ
て
、
甚
だ
重
要

がH
、~司d

八、四回四

友
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
更
に
若
干
の
考
察
が
課
せ
ら
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八

.
A
U中

那

一.五九五

計

六、晶一

(
一

C
C
)

一

六、ユ八一一一一

(
九
品
)
一



一
九
三
三
年
の
極
東
問
筒
闘
の
綿
貿
易
量
は
各
園
税
関
の
調
査
を
綜
合
す
れ
ぽ
輪
出
一
千
八
百
九
十
高
題
、
輸
入
三
千
一
百
八
十
寓
題
、

合
計
五
千
七
十
高
惑
で
あ
っ
て
、
そ
の
殆
ん
ど
大
部
分
は
海
上
貿
易
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
共
、
右
の
数
字
は
極
東
四
筒
園
聞
で
行

ば
れ
た
所
謂
近
海
貿
易
に
闘
し
て
は
輪
出
と
輪
入
と
に
於
て
二
重
に
計
上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
間
同
意
を
要
せ
ら
れ
る
o

従
而
、
右
重
複

部
分
の
除
去
北
に
爾
除
の
貿
易
且
一
旦
に
闘
す
る
移
動
方
向
の
間
明
は
般
腹
需
要
と
の
劃
照
に
於
て
最
緊
要
と
さ
れ
る
が
、
斯
る
調
査
は
未
だ

何
れ
の
園
で
も
殻
表
を
快
い
て
居
る
。

依
而
、
各
園
の
貿
易
統
計
か
ら
海
上
貿
易
と
な
る
部
分
に
就
き
、
此
の
目
的
に
副
ふ
虚
の
特
段
の
調
盗
が
試
み
ら
れ
ね
ば
た
ち
ぬ
こ
と
λ

な
る
。
誌
に
第
十
五
、
六
、
七
の
三
去
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
蕗
に
擦
れ
ぽ
、

一
九
三
三
年
の
極
東
洛
上
貿
易
量
に
於
て
、
輸
出
入
共
に
全

量
の
約
八
割
を
代
表
す
る
廿
有
飴
の
主
要
貨
物
に
就
き
、
極
東
四
筒
園
(
朝
鮮
・
茎
轄
を
含
む
)
の
一
圏
と
世
界
の
他
の
諸
地
域
と
の
間

に
行
は
れ
た
所
謂
遠
詳
方
面
の
貿
易
量
は
、
輸
入
一
千
六
百
六
十
高
砲
、
(
但
し
、
比
律
賓
の
輸
入
を
不
合
)
、
輸
出
五
百
二
十
高
砲
と
さ

れ
、
之
卸
ち
夫
々
中
植
的
地
位
在
占
む
る
極
東
中
心
遠
洋
航
路
の
復
航
貨
物

(
F
0
5
2
5丘

2
認
。
)
及
び
往
航
貨
物
(
C
ロ
Z
U
H
L
g♂
Q
)

の
移
動
量
に
他
な
ら
や
J

、
弐
に
比
律
賓
を
除
く
極
東
三
箇
園
内
で
行
は
れ
た
所
謂
近
海
方
面
の
園
際
貿
易
は
朝
鮮
・
蓋
禅
を
別
と
す
れ
ば

八
百
八
十
七
寓
酒
、
之
に
朝
鮮
・
墓
轄
の
輪
移
出
入
数
量
八
百
二
十
五
寓
遇
、
及
び
露
領
ア
ヂ
ア
の
八
十
八
高
砲
を
加
へ
れ
ば
、
貴
に
一

千
八
百
高
惑
に
達
す
る
。
向
ほ
又
、
極
東
内
の
海
上
に
於
て
は
多
量
の
沿
岸
貿
易
が
存
在
す
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
内
務

省
調
査
の
大
日
本
帝
闘
港
構
統
計
に
撮
れ
ば
、
本
邦
内
地
の
沿
岸
貿
易
に
於
け
る
貨
物
移
動
量
は
年
々
五
千
寓
噸
(
但
し
、
此
の
統
計
に
は

外
地
貿
易
含
ま
る
)
を
下
ら
今
、

一
九
二
九
年
に
五
千
六
百
九
十
八
寓
噸
、

一
九
三

O
年
に
五
千
三
百
四
十
二
高
噸
、

一
九
二
二
年
に
五

千
二
百
九
十
六
高
噸
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、

一
九
三
二
年
に
は
五
千
八
百
二
十
六
高
噸
に
快
復
し
、

一
九
三
三
年
に
於
て
は
石
茨
移
動
量
一
心

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
設
的
考
察

〔
伊
坂
)

四



東
京
商
科
大
学
研
究
年
報

商
用
字
研
究

策

協

四
四

増
大
と
共
に
更
に
膨
脹
し
居
る
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
、
外
地
貿
易
を
除
外
し
て
も
砂
く
共
、
五
千
寓
噸
以
上
の
貨
物
移
動
あ
り
し
も
の
と

見
倣
し
得
る
Q

臼
本
以
外
の
極
東
地
域
の
沿
岸
貿
易
量
は
統
計
を
続
き
明
確
で
な
い
。

極
東
中
心
の
遠
洋
航
路
に
於
て
主
要
輸
入
貿
易
印
ち
復
航
主
要
貨
物
と
な
っ
て
ゐ
る
前
越
の
一
九
三
三
年
の
一
千
六
百
六
十
再
起
は
、

之
を
仕
向
地
別
に
見
れ
ば
日
本
(
朝
鮮
・
歪
縛
を
含
む
)
向
六
三
%
、
支
那
向
三
五
・
八
%
、
満
州
国
向
一
・
二
%
、
又
仕
出
地
別
に
見
る

と
南
洋
積
三
二
%
、
印
度
及
山
政
洲
積
一
五
%
、
阿
弗
利
加
積
囚
・
七
%
、
欧
削
積
八
・
六
克
、
亜
米
利
加
積
三
二
・
六
%
、
共
他
七
・
一

%
と
た
h
y
、
更
に
又
、
貨
物
別
に
概
観
す
る
と
、

日
本
の
輸
入
は
大
部
分
原
料
品
に
よ
れ
J

て
占
め
ら
れ
、
食
岨
明
日
間
と
し
て
先
年
迄
多
量
に

上
っ
た
米
、
小
妻
、
砂
糖
等
は
最
近
の
農
業
政
策
の
結
果
、
千
年
作
で
あ
る
限
り
、
内
地
及
外
地
問
に
於
て
殆
ん
ど
自
給
自
足
を
遂
げ
得

る
程
度
に
注
し
て
ゐ
る
鴻
に
、
小
委
並
に
砂
糖
(
原
糖
)
に
し
て
製
粉
製
糖
白
上
、
他
の
極
東
諸
地
方
へ
再
輸
出
の
目
的
に
供
さ
れ
る
原
料

に
就
き
輸
入
を
見
る
に
と
ど
ま
る
。
然
る
に
、
今
日
支
那
に
於
て
は
遠
洋
方
面
よ
り
の
輸
入
金
量
の
約
半
が
米
、
小
安
及
粉
、
砂
糖
等
の

食
糧
口
問
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
砂
糖
の
他
に
は
従
来
に
比
し
飴
り
減
量
を
見
て
ゐ
な
い
。
口
支
を
通
じ
て
目
下
、
米
は
逗
羅
乃
至
悌
領
印

度
支
那
よ
り
、
小
委
は
誌
洲
と
亜
米
利
加
か
ら
、
砂
糖
は
蘭
領
印
度
か
ら
動
い
て
ゐ
る
。
弐
に
原
料
品
に
就
い
て
見
る
と
、

日
本
へ
向
け

ら
れ
る
盟
、
棉
花
、
木
材
、
礎
石
及
鏑
石
、
鍛
銅
類
は
特
に

E
国
主
で
あ
り
、
支
那
向
木
材
及
儲
鋼
類
に
も
見
る
可
き
も
の
が
あ
る
が
、
向

ほ
燃
料
品
に
属
す
る
石
茨
と
石
油
は
遠
洋
職
入
貨
物
の
重
要
た
部
分
を
な
す
。
之
等
の
原
料
品
及
燃
料
品
の
移
動
方
向
を
見
る
と
、
先
づ

盟
が
日
本
の
工
業
同
盟
と
し
て
阿
弗
利
加
の
北
東
部
か
ら
多
量
に
運
ば
れ
て
居
る
が
、
之
は
一
九
三
三
年
に
於
け
る
日
本
人
組
工
業
の
具

常
た
損
張
の
結
果
と
し
て
、
主
と
し
て
右
に
使
用
さ
れ
る
苛
性
曹
達
の
製
治
に
供
さ
れ
た
興
味
深
い
荷
動
き
で
あ
る
。
而
も
、
此
の
阿
弗

利
加
盟
は
、
偶
々
一
九
三
二
年
後
半
か
ら
一
九
三
三
年
を
通
じ
て
日
本
舶
の
掌
中
に
蹄
し
た
旺
盛
な
欧
刑
向
満
州
大
一
旦
運
送
の
復
航
貨
物



と
し
て
、
北
阿
弗
利
加
積
随
石
と
共
に
特
に
期
著
な
移
動
を
途
げ
た
も
の
で
、
過
去
に
あ
っ
て
は
殆
ん
ど
見
る
可
き
も
の
L

無
か
っ
た
貿

易
で
あ
る
。
弐
に
、
棉
花
は
印
度
と
米
園
(
ガ
ル
フ
地
方
)
よ
り
、
木
材
は
南
洋
(
比
律
賓
、
ボ
ル
ネ
オ
)
と
米
園
加
奈
陀
(
太
子
洋
岸
)

よ
り
、
陳
石
は
北
阿
弗
利
加
と
南
洋
(
南
太
平
洋
諸
島
)
と
米
園
(
フ
ロ
リ
グ
)
よ
り
、
鏑
石
は
南
洋
(
馬
来
)
よ
り
、
鍛
銅
類
(
屑
鎖

を
A
T

口
む
)
は
欧
洲
と
米
国
(
大
西
洋
岸
)
と
よ
り
、
石
炭
は
一
向
洋
(
悌
領
印
度
支
那
)
よ
り
、
石
油
は
南
洋
(
蘭
印
・
ボ
ル
ネ
オ
)
と
米

図
(
太
子
洋
岸
)
と
よ
り
犬
々
大
量
に
極
東
へ
移
動
し
て
居
り
、
之
等
の
主
要
復
航
貨
物
は
一
九
三
三
年
に
於
て
一
般
に
著
し
い
快
復
を

一
不
す
の
で
あ
る
が
、
唯
だ
木
材
に
於
て
は
日
本
の
所
謂
米
材
輸
入
た
る
も
の
が
近
年
漸
減
し
、

一
九
三
三
年
に
は
迭
に
最
悪
の
記
銘
を
残

す
に
至
っ
た
常
に
、
甫
洋
材
の
輸
入
増
加
に
不
拘
、
却
っ
て
減
退
し
て
ゐ
る
。
之
乃
ち
、
大
正
十
二
年
の
闘
東
震
火
災
以
来
数
年
前
迄
段

賑
を
極
め
た
北
太
平
洋
航
路
に
於
け
る
日
本
不
定
期
舶
の
木
材
積
取
が
衰
退
し
た
所
以
で
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
失
は
れ
た
船
腹
需
要
は
前

記
の
他
の
諸
遠
洋
主
要
貨
物
の
膨
脹
に
よ
り
、
主
た
る
分
散
の
行
ば
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

弐
に
又
、
比
律
賓
を
含
む
極
東
地
域
よ
り
積
出
さ
れ
た
一
九
三
三
年
の
遠
洋
航
路
主
要
往
航
貨
物
は
五
百
二
十
高
誼
は
之
を
仕
出
地
別

に
見
れ
ば
、

日
本
(
朝
鮮
・
蓋
樽
を
含
む
)
積
二
O
%
、
満
洲
積
三
九
%
、
支
那
積
八
%
、
比
律
賓
積
三
三
%
、
仕
向
地
別
に
見
れ
ば
南

洋
向
一
六
・
二
%
、
欧
州
向
三
三
・
問
、
米
園
向
山
一
・
六
、
其
他
八
・
八
%
と
な
る
が
、
但
し
、
此
の
算
定
に
於
て
は
所
謂
雑
貨

(mgot

g
-
g吋
向
。
)
と
し
て
定
期
舶
の
牲
航
主
貨
と
な
る
も
の
に
就
き
沌
ら
さ
る
ふ
庖
砂
く
な
い
の
は
遺
憾
と
す
る
。
極
東
よ
り
遠
洋
往
航
貨
物

中
、
最
も
大
量
に
し
て
特
記
す
べ
き
も
の
は
、
欧
州
向
の
満
洲
大
豆
(
冨
百
円

F
E
g
m
o下
回
g
E
)
と
米
園
大
西
洋
岸
向
の
比
律
賓
砂
糖

と
で
あ
り
、

一
九
三
三
年
に
は
前
者
約
百
五
十
高
暗
中
の
三
六
席
、
後
者
約
一
百
寓
暗
中
の
四
O
%
が
日
本
舶
に
よ
り
輪
詰
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
叉
、
数
量
上
で
は
遠
く
之
等
に
及
ば
た
い
が
、
生
綿
は
刻
下
の
日
本
舶
に
よ
る
紐
育
快
速
航
路
を
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
大
{
一
目
的
貨

近
出
吋
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

二
四
五
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四
六

物
で
あ
る
。
此
の
貨
物
は
僅
々
数
年
前
に
は
北
米
太
子
洋
岸
で
大
陸
横
断
儲
道
の
生
締
列
車
に
積
換
へ
ら
れ
て
所
謂
。
司
2
E
H
Q
Eロ件。

に
よ
る
輪
詮
経
路
を
と
る
も
の
が
未
だ
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
運
賃
'
負
捨
能
力
に
官
む
虚
か
ら
、
到
底
爾
飴
の
貨
物
航
路

に
共
の
比
を
見
ぬ
高
速
舶
の
就
航
を
可
能
な
ら
し
め
て
、
現
今
で
は
反
っ
て
巴
奈
馬
運
河
経
由
の
川
謂
九
日
口
君
主
2
8
Z
H
O
に
よ
る
も
の

が
多
く
を
占
め
、
所
要
日
数
二
十
数
日
を
以
て
積
損
/
紐
育
聞
の
輪
誌
が
途
げ
ら
れ
、
前
者
の
経
路
に
よ
る
と
僅
か
に
一
週
間
乃
至
十
日

前
後
の
差
に
短
縮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
紐
育
生
締
直
詮
航
路
の
登
展
は
菅
に
近
年
世
界
海
運
の
生
む
だ
重
要
た
費
革
の
一
に
数
へ
ら
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
餓
道
と
海
運
と
の
間
際
的
競
争
に
闘
し
て
も
、
持
た
又
.
米
園
市
場
に
於
け
る
人
絹
綿
と
生
綿
と
の
競
争
性
に
闘
し

て
も
、
更
に
亦
、
日
本
海
運
白
煙
に
於
け
る
優
秀
高
速
船
隊
D
存
績
性
に
闘
し
て
も
、
現
在
及
び
将
来
に
於
け
る
重
要
友
研
究
封
象
を
提

示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
υ

尚
ほ
一
九
三
三
年
、
日
本
綿
布
類
が
南
洋
、
印
度
、
阿
弗
利
加
、
中
南
米
共
他
の
諸
市
場
に
於
い
て
、
列
園

品
と
の
競
争
に
優
勢
な
地
位
を
占
め
た
こ
と
も
、
世
界
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
周
知
せ
ら
れ
る
廃
で
あ
る
が
、
今
や
競
争
闘
に
よ
り
挑
ま

れ
る
起
経
済
的
競
争
乃
至
樺
力
的
抗
争
の
結
果
と
し
て
招
来
せ
ら
る
ι

ふ
こ
と
あ
る
可
き
市
場
具
動
は
、

日
本
舶
の
今
後
に
大
き
た
闘
心
事

と
し
て
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
、

日
本
油
槽
一
船
隊
に
よ
る
石
油
輸
送
航
樺
に
就
て
も
大
い
に
留
意
す
べ
き
も
の
斗
あ
る
こ
と
は
、
義
に
一
言

せ
る
如
く
で
あ
る
が
、
右
に
闘
し
て
は
別
論
に
之
を
譲
る
Q

更
に
又
、
極
東
内
に
於
け
る
近
海
貿
易
は
、
既
謹
白
如
く
主
要
貨
物
に
付
、

日
本
内
地
、
朝
鮮
、
蓋
棒
、
閥
来
洲
及
満
洲
、
支
那
(
杏

港
を
含
む
)
、

露
領
ア
ヂ
ア
の
夫
々
の
問
に
一
九
三
三
年
、
総
計
一
千
八
十
日
高
砲
の
移
動
量
を
見
た
が
、
仕
向
地
別
に
於
て
は
、
日
本
内

地
向
六
三
%
、
朝
鮮
・
墓
樽
向
一
六
%
、
関
東
削
及
満
洲
向
ム
ハ
・
五
%
、
支
那
・
脊
港
向
一
四
%
、
露
領
ア
ヂ
ア
向

0
・
五
%
で
あ
り
、
仕

出
地
別
に
於
て
は
、

日
本
内
地
積
二
六
%
、
朝
鮮
、
豪
商
積
二
一
O
%
、
支
那
積
一

0
・
二
広
、
露
領
ア
ヂ
ア
積
四
・
八
vm
と
な
っ
て
ゐ
る
。



叉
、
之
を
貨
物
種
類
別
に
見
る
と
、
石
長
三
二
%
で
首
位
を
占
め
、
之
に
亜
ぐ
も
の
は
米
及
籾
の
一

C
M、
大
豆
、
小
姿
粉
、
其
他
の
穀

粒
種
子
類
九
・
二
一
%
、
砂
糖
四
・
二
%
、
水
産
物
及
青
果
菜
類
コ
了
三
%
、
肥
料
八
%
、
磁
石
及
鏑
石
七
%
、
銑
鎖
及
錬
鋼
類
六

木

材
六
・
六
%
、
盟
三
・
一
二
%
、
洋
友
二
・
七
%
、
共
他
七
・
六
%
を
一
不
す
G

之
等
諸
貨
物
に
闘
す
る
移
動
方
向
に
就
て
は
抑
か
錯
雑
多
岐

に
渉
る
を
以
て
、
敢
て
第
十
七
表
の
参
照
を
乞
ふ
こ
と
に
す
る
が
、
此
の
近
海
貿
易
が
一
般
に
一
九
三
三
年
は
例
年
の
荷
動
き
以
上
を
一
不

す
に
不
拘
、
口
本
の
劃
支
貿
易
に
於
て
、
支
那
の
排
日
貨
並
に
闘
税
障
壁
の
錆
に
北
支
に
若
干
の
緩
和
を
見
た
る
他
、
米
だ
殆
ん
ど
何
等

快
復
の
兆
た
か
り
し
と
と
を
銘
記
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。

最
後
に
沿
岸
貿
易
に
闘
す
る
正
確
な
調
査
の
困
難
な
る
は
師
謹
白
如
く
で
あ
る
が
、
外
地
貿
易
を
除
く
日
本
の
一
九
三
三
年
度
沿
岸
貿

易
量
推
定
約
五
千
高
聴
飴
中
約
一
千
五
百
寓
砲
は
主
と
し
て
九
州
地
方
並
に
北
海
道
(
室
蘭
)
か
ら
積
出
さ
れ
る
石
炭
の
移
動
に
よ
る
も

の
で
あ
り
λ
第
十
八
表
参
照
)
そ
の
内
静
く
共
一
千
寓
砲
は
汽
舶
に
よ
り
運
送
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
推
断
さ
れ
る
。
石
茨
に
弐
い
で
多
量
出
廻

る
沿
岸
貿
易
貨
物
は
木
材
、
洋
次
、
盤
、
鏑
石
等
と
し
、
就
中
、
木
材
は
夏
季
樺
太
及
北
海
道
よ
り
本
州
諸
港
へ
積
出
さ
れ
る
所
謂
北
洋
材

が
約
三
百
五
十
高
噸
(
容
積
噸
)
に
達
し
、
殆
ん
ど
全
部
汽
舵
積
と
な
っ
て
、
石
茨
と
エ
ハ
に
本
邦
沿
岸
航
路
に
馳
極
せ
る
小
型
不
定
期
汽

舶
の
主
貨
と
た
り
、
近
海
運
賃
市
場
の
中
軸
を
な
す
が
二
九
三
三
年
の
石
茨
山
川
廻
り
は
例
年
に
比
し
著
し
く
増
大
せ
る
も
の
に
し
て
、
前

越
の
遠
洋
並
近
海
貿
易
の
快
復
と
相
侠
づ
て
、
本
邦
海
運
市
場
の
全
般
的
均
整
を
維
持
す
る
に
典
っ
て
力
あ
る
も
の
で
あ
づ
た
。
支
那
の

沿
岸
並
に
内
河
貿
易
亦
相
営
量
に
達
す
べ
く
、
北
支
積
石
茨
(
開
平
安
及
山
東
山
武
)
の
甫
文
並
長
江
向
数
量
の
み
に
で
も
、

一
九
三
三
年
に

於
て
二
百
寓
砲
を
越
え
て
居
る
が
、
統
計
不
備
に
し
て
一
般
的
考
察
は
不
能
で
あ
る
。
且
つ
、
日
支
共
他
何
れ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
所
謂

沿
岸
貿
易
に
於
て
は
帆
舶
、
乃
至
戎
舶
、
小
型
殻
動
機
舶
、
昨
舶
共
他
の
小
舟
雑
舶
に
よ
り
行
は
る
L
も
の
亦
掛
か
ら
一
歩
、
例
之
、
瀬
戸
内
海

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
主
的
考
察

(
伊
坂
)

四
元二
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に
於
け
る
九
州
茨
並
盟
輸
送
に
見
ら
れ
る
如
く
、
乃
至
は
南
北
支
那
聞
に
往
来
す
る
戎
舶
運
誌
の
如
く
、
汽
船
と
心
封
抗
に
今
日
猶
ほ
優

勢
な
競
争
力
を
保
持
し
て
ゐ
る
部
分
が
あ
っ
て
、
汽
舶
の
閥
興
す
る
沿
岸
貿
易
心
分
野
が
明
確
に
示
し
件
ぬ
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

因
に
本
項
の
記
述
に
闘
し
て
は
特
に
弐
掲
の
諸
表
と
附
表
B
、
C
雨
表
と
の
照
買
を
乞
ふ
て
置
く
。

第
十
五
表

極
東
積
遠
洋
往
航
主
要
貨
物
仕
向
地
別
調
(
一
九
三
三
年
)
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貨
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仕
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三
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本
表
中
に
は
極
来
諸
国
並
日
本
植
民
地
問
の
主
要
貨
物
移
動
量
を
一
不
し
・
各
地
の
沿
岸
貿
易
を
不
合
d

但
し
、
括
狐
内
は
沿
岸
貿
易
量
中

汽
般
の
総
怠
に
か
与
る
も
の
と
し
て
大
略
削
判
明
し
居
る
も
の
を
記
入
せ
る
も
の
に
し
て
、
合
計
乃
至
総
計
中
に
不
合
。



四

百
本
商
船
除
の
需
要
程
度

以
上
示
さ
れ
た
る
虚
は
、
要
之
、
世
界
に
於
て
近
時
一
般
的
に
願
署
な
る
傾
向
と
な
っ
た
海
上
貿
易
量
の
縮
減
と
.
従
て
又
、
之
が
運

詮
に
従
事
す
る
舶
腹
の
需
要
減
退
に
よ
り
招
来
さ
る
ふ
舶
腹
過
剰
欣
態
と
に
就
き
、
賢
詩
的
資
料
を
提
示
し
、
尚
ほ
此
の
一
般
情
勢
に
も

不
拘
、
極
東
貿
易
量
と
日
本
商
船
隊
と
が
何
れ
も
活
色
を
早
世
し
て
、
具
彩
を
放
ち
居
る
事
情
を
闇
明
し
た
る
も
の
に
他
た
ら
な
い
。

然
る
に
、
韓
近
此
の
世
界
的
船
腹
過
剰
航
態
を
改
善
す
る
目
的
を
以
て
、
所
謂
「
海
運
合
理
化
」
(
吋
邑
cロ
丘
町
主
C
ロ
O
町田

E
S山
口
問
)
に

闘
す
る
闘
際
協
定
審
議
の
提
案
が
欧
洲
海
運
闘
の
聞
に
行
は
る
与
に
至
り
、
既
に
一
九
三
二
年
以
来
欧
別
に
於
て
数
式
主
要
海
運
園
民
間

海
運
業
者
代
表
の
園
際
的
討
議
が
問
か
れ
、
営
昭
和
九
年
十
二
月
に
も
、
倫
敦
に
於
て
、
英
国
舶
主
国
主
催
の
下
に
間
際
海
運
合
議

(
H
P

件
。
自
主

cs-
∞E
B
F

向。
c口町
白
円
2
5
0
)
た
る
も
の
L

開
催
を
H
A
る
に
至
っ
た
こ
と
は
轟
に
一
言
し
た
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
、
之
等
の
舎

議
の
都
度
上
提
せ
ら
れ
て
居
る
計
劃
内
容
並
に
未
だ
議
題
に
は
上
提
せ
ら
れ
ざ
る
も
、
有
力
な
る
海
運
圏
憧
に
於
て
提
案
さ
れ
て
ゐ
る
計

割
も
種
々
あ
る
が
、
何
れ
も
未
だ
貴
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
な
く
、
僅
に
欧
洲
に
於
け
る
油
槽
舶
海
運
に
つ
を
闘
際
油
槽
舶
舶
主
協
舎
な

る
一
種
の
プ
ー
ル
(
旬
。
Q
C
が
最
近
成
立
せ
る
に
と
ど
ま
っ
て
ゐ
る
。

(
油
槽
舶
の
項
参
照
)
た
ど
然
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
に
提
唱
せ

ら
れ
た
闘
際
的
海
運
合
理
化
計
劃
φ
種
類
を
顧
み
て
見
る
と
、
大
別
共
の
如
く
で
あ
る
。

乃
ち
、
第
一
は
、
海
運
助
成
制
度
減
展
の
捉
案
で
あ
る
。
現
今
世
界
の
海
運
に
重
塵
を
加
へ
て
ゐ
る
舶
腹
過
剰
欣
態
は
、
各
海
運
園
が
夫

々
自
園
商
柏
除
の
確
立
と
そ
の
就
航
を
促
進
せ
し
め
る
魚
め
に
、
会
く
経
済
的
基
礎
に
よ
ら
古
る
闘
庫
助
成
金
の
支
給
に
専
念
せ
る
こ
と

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

二
五
九
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商
拳
研
究

第
三
銭

一一六

に
よ
っ
て
、
著
し
く
其
の
改
善
が
妨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
た
ら
歩
、
多
く
の
場
合
右
政
府
助
成
の
詩
め
、
寧
ろ
舶
腹
描
大
の
重
要
た
る
原
因

と
さ
へ
た
る
故
に
、
宜
し
く
先
づ
、
此
の
間
家
の
海
運
助
成
制
度
を
減
鹿
す
る
に
非
ざ
れ
ば
そ
の
嗣
棋
が
絶
た
れ
得
た
い
と
一
耳
ふ
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
図
際
協
定
に
よ
り
有
償
又
は
無
償
に
て
、
各
加
盟
問
船
腹
に
つ
き
一
定
期
間
一
定
率
の
共
同
繋
舶
又
は
解
僅
舶
、
或
は
誼
船

制
限
、
積
荷
制
限
等
そ
の
何
れ
か
を
強
制
的
に
行
ひ
、
以
て
過
剰
舶
腹
の
調
節
並
に
過
剰
原
因
の
阻
止
に
資
せ
ん
と
す
る
提
案
で
あ
る
。

何
故
に
之
等
諸
提
案
の
賀
行
に
困
難
が
あ
る
か
に
閲
し
て
は
、
改
め
て
検
討
を
要
す
る
庭
で
あ
る
が
、
誌
に
如
何
な
る
程
度
に
於
て
世

田
作
の
舶
腹
が
過
剰
せ
る
や
、
何
人
も
そ
の
程
度
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
べ
き
誼
確
な
資
料
を
有
た
ぬ
こ
と
が
、
之
等
諸
提
案
を
著
し
く
窓

莫
た
ら
し
め
る
第
一
理
由
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
此
の
小
研
究
に
於
て
如
上
牧
め
ら
れ
た
る
庭
の
も
の
も
、
世
界
舵
腹
需
給
欣
態
に
闘
し

て
は
漸
く
其
の
臨
行
的
傾
向
の
存
在
を
、
和
や
根
本
に
湖
づ
て
確
め
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
帥
ち
、
世
界
繋
舶
統
計
の
み
を
以
て
直
に
之
を

過
剰
船
腹
の
責
量
た
り
と
速
断
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
、
又
、
海
上
貿
易
綿
量
の
減
少
率
の
み
を
以
て
直
に
右
と
同
一
割
合
の
舶
腹
が
犬

業
せ
り
と
は
断
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
何
者
、
現
賢
に
繋
舶
と
た
り
屈
る
も
の
λ

他
に
、
従
前
よ
り
遣
に
多
く
の
註
積
を
残
し
て
就
航
中

白
商
船
も
あ
り
、
又
、
海
上
貿
易
綿
量
の
賢
際
減
少
率
に
し
て
も
、
共
の
貿
易
移
動
方
向
の
崎
県
化
、
従
而
又
、
之
に
よ
っ
て
生
や
ノ
る
航
海

所
要
日
教
の
増
減
を
夫
々
考
慮
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
必
し
も
船
腹
需
要
観
測
の
尺
度
と
な
ら
ざ
る
震
で
あ
る
。

乍
然
.
弐
に
問
題
を
日
本
舶
々
腹
の
需
要
欣
態
の
み
に
づ
き
限
定
し
て
考
察
す
る
と
す
れ
ば
、
此
の
小
研
究
に
牧
め
ら
れ
た
る
虚
の
も

の
を
礎
石
と
し
て
、
相
官
明
確
な
る
査
定
を
下
す
こ
と
が
出
来
る
と
信
や
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
又
、
園
際
的
過
剰
船
腹
調
節
問
題
に

関
す
る
欧
洲
の
諸
提
案
を
批
判
検
討
す
る
に
嘗
り
、
吾
川
か
日
本
海
運
の
態
度
を
決
ナ
る
上
に
於
て
も
、
持
た
又
、
我
が
海
運
国
策
を
論
ヂ

る
上
に
於
て
も
、
重
.
要
た
一
基
礎
を
た
す
も
の
と
思
料
せ
ら
れ
る
。



今
、
日
本
を
中
心
と
す
る
海
ム
貨
物
移
動
量
に
就
い
て
見
る
に
遠
洋
方
面
に
於
て
は
、
符
航
に
製
造
日
間
乃
至
雑
貨
、
復
航
に
原
料
品
万

至
燃
料
(
食
糧
日
間
は
自
給
主
義
政
策
の
結
果
、
近
年
輸
入
著
減
せ
り
)
の
出
廻
る
を
以
て
常
態
と
す
る
が
故
に
、
畢
覚
、
之
が
運
送
に
従

事
す
る
商
船
隊
も
亦
、

日
本
を
殻
す
る
時
は
、
運
賃
負
捨
力
の
大
な
る
貨
物
を
比
較
的
少
量
積
取
る
に
反
し
、
時
詮
に
は
比
較
的
大
量
の

貨
物
を
積
取
り
京
市
る
を
一
般
と
す
る
。
従
市
、
日
本
中
心
遠
洋
航
路
に
闘
し
て
は
、
結
局
復
航
貨
物
の
積
取
に
裂
す
る
舶
腹
を
以
て
、
所
要

舶
腹
量
を
決
定
せ
ざ
る
を
得
示
、
右
は
将
来
日
本
が
自
園
貨
自
園
酷
積
主
義
の
完
壁
に
進
む
に
随
ひ
、
愈
K

額
著
た
限
界
と
な
る
虚
で
あ
る
。

依
而
、
誌
に
一
九
三
三
年
に
於
い
て
日
本
(
朝
鮮
、
墓
鰐
、
関
東
洲
を
令
む
、
以
下
同
断
)
へ
、
欧
刑
、
亜
米
利
加
、
濠
洲
、
印
度
、

南
洋
、

E
米
利
加
(
南
北
〉
の
六
地
域
よ
り
運
詮
せ
ら
れ
た
海
上
貨
物
を
遠
洋
航
路
貨
物
と
し
、
尚
ほ
、
日
本
、
朝
鮮
、
基
棒
、
関
東
洲
、

浦
洲
圏
、
支
那
、
露
領
亜
細
亜
等
よ
り
犬
々
運
治
せ
ら
れ
た
海
上
貨
物
(
但
し
、
各
地
沿
岸
貿
易
を
除
く
)
を
近
海
航
路
貨
物
と
し
、
及

び
日
本
の
沿
岸
貿
易
航
路
に
山
川
廻
っ
た
も
の
を
泊
岸
航
路
貨
物
と
し
て
、
之
等
の
各
航
路
の
貨
物
出
廻
量
に
つ
き
普
通
船
舶
の
一
年
間
千

均
航
海
度
数
と
考
へ
ら
る
込
患
の
も
の
で
除
し
、
所
謂
出
廻
り
季
節
(
回
日
比
呂
円
高

8
8
8
6
を
考
慮
せ
ぎ
る
常
時
所
要
舶
腹
を
計
出
し
て

み
る
と
第
十
九
表
上
欄
に
一
不
さ
る
?
如
く
で
あ
る
。
此
の
去
に
一
不
さ
れ
た
年
間
貨
物
出
廻
量
は
義
に
第
十
六
及
第
十
七
の
岡
去
に
於
け
る

主
要
貨
物
の
他
に
、
之
に
含
ま
れ
ざ
る
貨
物
量
を
も
概
算
し
、
且
つ
便
宜
の
潟
ロ
ン
グ
噸
に
て
計
山
さ
れ
、
又
、
年
間
千
均
航
海
度
数
は
、

幾
多
の
主
要
貫
際
例
に
つ
き
航
海
所
要
日
教
を
算
山
内
し
、
之
を
平
均
し
て
得
た
る
も
の
で
あ
る
ο

第
十
九
去
に
壊
れ
ぽ
、
日
本
が
一
九
三
三
年
、
遠
洋
航
路
の
貿
易
に
於
て
所
要
と
せ
ら
れ
た
舶
腹
は
、
一
二
百
五
十
高
重
量
噸
で
あ
っ
た
。

右
は
、
日
本
船
並
外
園
舶
を
併
せ
て
の
数
字
で
あ
る
が
、
大
蔵
省
外
園
貿
易
年
去
に
擦
れ
ぽ
、
輸
入
貿
易
金
額
の
約
七
割
が
日
本
舶
に
よ

り
行
は
れ
居
る
こ
と
が
一
訴
さ
れ
、
此
の
割
合
は
数
量
上
の
積
取
率
に
於
て
も
時
ぽ
同
様
と
推
せ
ら
れ
る
故
に
、
仮
に
上
記
三
百
五
十
寓
霊

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
敷
金
的
考
察

へ
伊
坂
)

-
4 ノ、
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岡
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(
備
考
)

I

・
常
時
所
要
品
川
腹
と
は
年
間
貨
物
出
廻
盆
を
年
間
不
均
航
海
皮
数
に
て
除
し
た
る
も
O

な
り
。

z
、
賃
際
上
所
要
般
肢
と
は
寅
際
貨
物
積
取
に
際
し
・
仮
令
荷
船
積
を
以
て
す
る
も
.
焚
料
炭
水
等
積
入
。
府
川
・
別
に
航
海
上
必
要
な
る

品
開
積
を
見
込
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
訟
に
は
仮
に
遠
洋
航
路
約
一
一
割
五
歩
程
皮
・
近
海
及
沿
岸
航
路
約
一
一
割
程
皮
を
常
時
所
要
般
腹
に

加
算
せ
る
も
の
を
以
て
一
示
せ
り
。

量
噸
の
約
七
割
と
す
れ
ぽ
、
日
本
舶
の
就
航
は
約
二
百
四
十
五
高
重
量
噸
で
あ
っ
た
と
推
定
し
得
る
。
ハ
尤
も
石
油
の
如
き
は
目
下
十
五
隻

約
十
七
寓
重
量
噸
の
日
本
航
洋
油
柑
舶
隊
を
以
て
し
て
は
、
現
時
の
民
間
石
油
輸
入
量
の
殆
ん
ど
五
割
程
度
し
か
積
取
っ
て
居
ら
守
、
況

円註
1
)

や
海
軍
閥
係
の
給
油
特
務
舶
七
隻
六
寓
五
千
噸
の
輪
詮
能
力
は
殆
ん
ど
現
下
海
軍
石
油
需
要
の

O
割
程
度
を
運
詑
し
得
る
に
止
ま
る
も
の

と
を
推
せ
ら
る
込
に
於
て
お
や
)
又
、
近
海
並
に
沿
岸
航
路
に
於
て
は
、
約
二
百
五
十
寓
重
量
噸
を
所
要
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
之
は
全

部
日
本
舶
の
占
む
る
庭
と
見
て
芸
文
な
い
か
ら
、
以
上
、
遠
近
泊
三
航
路
合
せ
て
、
約
五
百
寓
霊
量
噸
の
船
腹
が
、
齢
く
共
常
時
需
要
せ

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
之
等
に
は
未
だ
外
園
港
聞
に
於
て
活
動
し
た
日
本
舶
の
舶
腹
を
不
合
、
又
、
貨
物
の
出
廻
季
節
を
考
慮
せ
歩
、

更
に
又
、
直
接
海
上
貿
易
に
参
加
せ
ざ
る
特
種
舶
は
勿
論
除
外
さ
れ
、
日
本
商
舶
の
会
海
上
輸
詮
能
力
が
、
会
く
所
謂
浦
舶
(
Pロ

gac)

の
吠
態
に
て
一
ヶ
年
中
絶
え
や
前
記
三
航
路
に
就
航
し
た
も
白
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
嚢
に
掲
げ
た
る
第
八
表
日
本
商
船
隊
の
配
舶
航
況
に
従
へ
ぽ
、

の
う
ち
、
遠
、
近
、
泊
三
航
路
に
就
航
括
動
せ
る
汽
舶
は
、
常
時
平
均
約
三
百
七
十
高
締
噸
(
印
ち
、
概
算
約
五
百
五
十
寓
重
量
噸
)
で
あ

一
九
三
三
年
に
於
て
、
全
日
本
商
船
隊
四
百
二
十
徐
高
締
噸

っ
て
、
之
に
は
外
園
港
問
の
運
送
に
於
け
る
日
本
舶
々
腹
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
前
述
の
満
舶
扶
態
に
於
け
る
所
要
般
腹
五
百
寓
重
量

噸
に
釘
比
し
て
見
て
も
、
如
何
に
最
近
の
日
本
商
船
隊
が
手
一
杯
の
活
動
を
鰻
け
居
る
か
を
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
Q

殊
に
、
前
記
油

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
)

一
一
六
五
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商
問
学
研
究

策
三
波

一
一
六
六

槽
舶
部
門
に
於
け
る
日
本
舶
隊
の
損
充
の
如
き
は
、
全
く
刻
下
の
念
務
と
さ
へ
断
じ
得
る
位
明
か
な
も
の
が
あ
る
。

此
の
情
況
は
一
九
三
四
年
に
於
て
も
、
概
し
て
略
ぽ
そ
の
ま
λ

稽
績
進
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
、

日
本
海
運
が
今
や
、
舶
質
改
善
助

成
施
設
の
延
長
を
企
園
す
る
に
際
し
で
も
、
刻
下
の
吠
態
に
あ
っ
て
は
、
現
行
施
設
の
如
き
程
度
で
舶
腹
の
減
少
を
困
る
必
要
も
な
く
、

叉
、
其
れ
が
貴
行
困
難
な
る
限
界
に
迄
到
達
し
て
居
る
も
の
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
た
い
。

斯
雨
、
今
や
吾
が
日
本
商
舶
の
現
在
量
は
殆
ん
ど
必
要
の
一
最
低
限
度
内
に
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
た
い
ぼ
か
り
で
な
く
、
若
し
夫
れ
、

日
本
産
業
の
将
来
が
、
現
今
以
上
の
原
料
輸
入
を
要
求
す
る
が
如
き
場
合
に
立
ち
至
れ
ぽ
勿
論
の
こ
と
、
更
に
今
日
の
輸
入
貿
易
約
七
割

の
日
本
船
積
取
量
が
増
率
し
、

(
現
在
で
も
此
の
積
取
割
合
は
、
英
固
に
於
け
る
五
割
八
歩
五
匝
‘
相
側
逸
に
於
け
る
五
割
六
歩
に
比
し
て

著
し
く
.
好
率
に
古
る
の
で
あ
る
が
)
乃
至
は
外
岡
港
問
海
上
輪
詮
に
於
け
る
日
本
舶
の
利
用
促
進
せ
ら
れ
る
に
至
つ
で
も
、
持
た
又
、

近
時
排
日
貨
と
共
に
日
本
舶
の
利
用
を
殆
ん
ど
封
鎖
し
居
る
支
那
排
日
舶
の
事
態
に
し
て
漸
弐
改
善
せ
ら
る
L

に
及
む
で
も
、
そ
の
何
れ

に
封
七
て
も
日
本
商
船
隊
損
充
と
そ
喫
緊
の
事
た
れ
、
豪
も
之
が
縮
減
の
要
を
認
め
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
況
や
、
此
の
極
東
に
於
け
る

貨
物
集
散
航
態
と
所
要
舶
腹
と
の
開
係
を
無
闘
し
、

一
律
的
に
世
界
胎
肢
の
縮
減
を
企
回
す
る
が
如
き
、
所
謂
「
舶
縮
」
園
際
協
定
等
に

は
、
到
底
刻
下
の
日
本
海
運
に
参
加
を
許
し
能
ば
ざ
る
慮
と
断
や
る
次
第
で
あ
る
。

(
註
E

)

特
に
秘
ナ
。



'圃唱

F仔

表
~ 

A 

世
界
各
園
貿
易
数
量
の
最
近
四
箇
年
比
較
一
覧
表

ω

二ーー 三主プミ ノ、
邑ー司ー- ." -ー・』一三五 p町 ZヨプL 7L一

、 、、、、、、、“‘・・ . 
グて主主1m .担 Cコグb ノ、7L - 3三-e .=. ...tヨアb 主主立ヨノ、
ー一ー二三ヨ プL ミ三三三ノ、ar. ='""三三ベ二 cコノ、 ζコベ三ベニ， cコ
=コ プミミ "" .担 〆、と昆グL U ニ二 三三ノ、 こユグL タミノ、- cコ 総

一
九
一
ニ

O
年

- - ご三 - 主主 プて ，臼
ーー・ 3三ノ、/、"" -ーー一‘プむ三主プ可'"ヨプく主主主 三主、.、、、‘、、、、、、、、

ヨヨ己 ごてL 主主 Cコ ヌu 一己 -u ..:己 主主 グL ぷ臼 ブ"ごコ プミ三昆 '"布 佐賀
"片区ヨノ、 区ヨ 二三三三三プじ三ri.三正プミ o 一己/、/、ノ、 ζコ
方二六一二六一o r~土一五一よと"7-"-ニ= =五 O

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

一
九
三
一
年

ご~一 主主三忌 三昆
Z珂ノ、 -主主- -ー プミさ区ヨ プミ Eヨ cコ"'" "'" 、 、、、、、、、、、、、

主主 .e '"ヨ 工-.... ニコ グミミ ご二 プミ之 Cコ プミ アミミ ノ、 ご三 主主 '"ヨ ーー・
プhミ Fむ Cつ v白<::::l _U  .-{::;三正三三:Iu --cコ正主プむ主主三邑
/、 '" .e ご二 二三 之2 二二 プし ft. .'=-主-'" ずし "ミ プて タb プL

(5) (5) 

(
伊
坂
〉

出
一
九
一
ニ
二
年

単
位
一
千
硲

一
九
二
九
年
一
一
九
一
一

5
年

検

入

一
九
一
一
二
年
コ
剖
引
引

ーー 工~ IZY 3t. 
Jn1 EさグU 主主 ーーヨ三ア-主主主三主ヱ二 ニユ. 、、、、、、

主主 プミ 二三 官主主 ヨ三 Cコ 〆、 ノ、 o /、 ヨ玉三 グb プく 区ヨタb 主主ノ、
主主主 ""- 3t '"可 Cコ o アミミ ご cコ ー- 三五 アL 3三 7L - 3三 二二
ーーペニ- -u t:J::;f cコ三五"'" cコ cコノ、三三::-"":.アb 三三ノ、"'"

'"守主主 Z二豆乙グて プ竜之
- 三主 主主 Cコ プミ之 .t: '"苦 = 斗ヨ グb プて Eヨ ー一・、.、、.、‘、.、、.、.、

ム己 主豆 ヨ三 ご cコノ、 ー一・ = 主主 - グむ アL ." "主主.t: - '"ヨ
/、 友91 c)  ーー /、 立ヨ プ.t: /、 三三 ヨ三 〆、 .t: プて "'" プL >"ミ
六三三一一・〆、五 e一五ニ二ーー四九回匂/、ベ
ー

ーー.ヨ主主三三ヅミ豆三 三三
h ー ニニ三主 Cコ F均ーーニエ三五二二一ー三五にコニシ匂 区ヨ7L、、、、、、、、.、.
.'" '"書 ." 7Lヨヨ， 3ヨL ニ二 アて 院耳ノ、ニ二主主食主主ブu :Ju ~ 
ー- ""プb 三豆...， -ー三宅- "ヨ ;f<:;， 二三ブb ノ、 ご三三五プミ三主
ニ二 孟記 J己三五 - 7L 戸巳-・ニニ二二ぷ己三五三五 Cコ ニ二タb アし

回
、
八
(
)
九
一

そ
完
口
二

ω

品
、

zc六一

こ
六
七

三三三三ー. r苛主主 主玉L
Z三』ー cコヨ三 Cコ-'"三』一 臣ヨ-'" "'"三三 Eヨ主三、 1・、、、、.、、、.、・

プ匂 H ご二豆毛ベ~ cコニ二 cコノ、ーー主主ヨヨL プミヨ三一，ー- -一
二二主宅三三三孟ノ、亡コ宮司 ζコ Cコ三三-'" /、ノ、 "" .司プて三三
区望 Zヨ三三ノ、 ~___Cコ三三 Cコ Cコ三三プミグb ノ、プミノ、ヅコ之"'"



東
京
商
科
大
挙
研
究
年
報

露

圏

一

羅

馬

尼

一

プ

ル

グ

ヲ

ア

一

希

勝

一

ユ
l
ゴ
1
ス
ラ
ピ
ヤ
一

チ

ェ

ア

コ

ベ

げ

一

ス

ロ

バ

キ

7

k

k
一

填

太

利

一

旬

我

利

一

瑞

西

一

欧

洲

計

一

Z

阿

弗

利

加

一

ア
ル
ヂ

Z
P
ア

ω一

挨

及

川

口

南
阿
聯
邦
同
一

阿

弗

利

引

J

3

大

洋

洲

一

濠

洲

山

一

新
丙
蘭
山
内
一

大

洋

洲

計

一本伸
一

4 
日東
南
洋

一
回
、
一
四
五

晶
、
口
六
五

20一一

占
回
九

五、出一一一

5

一
吉
一
、
口
八
一

回
、
一
口
九

一
一
、
晶
玉
五

一
、
口
四
一

旦
耳
占
、
u
司

商
摩
研
究

二
一
、
四
八
六

九
二
二
五

五回口一

品
六
六

回、
U
2
一一一
ι

一0・ut右
z、
五
一
五

己
、
一
完
四

九
一
品

旦
豆
玉
、
日
甲
山
唱
{
)
一

第
一
一
一
放

一
、
九
三
占

一、一()一一

五
口
五

一
一
.
占
占
五

一
、
六
占
一
一

九
、
九
口
九

口
、
一
五
ニ

六
、
占
口
九

八
、
品
。
回

旦
ハ
4
.
A
=一口

ユ

、

口

一

二

〕

=

、

四

ニ

圭

一

、

品

口

口

問

‘

合

一

三

一
一
、
八
四
五
一
一
一
戸
一
二
宍
三

六

五

四

五

一

0

・

S
一

五
九
八
六
一

言 |ii忌

二
、
八
王
六

八
口
五

豆一一
4

2
、
耳
六
九

一
、
耳
一
四

八
、
四
五
占

八
、
一
石
一

回
、
八
八
五

A
、
五
ユ
回

塁
九
回
.
九
四
六

二
、
四
五
六

回
、
旦
五
ニ

2
.
D
l
m
五

九
、
九
口
=ili122 

一
一
六
八

立
‘
五
六
回
一

主
六
口
一

ω

一一九五一

ユ
、
耳
目
ニ
一

一
、
一
芸
一
一
一

八
、
旦
八
三

ω

晶
.
九
九
六
↑

豆
、
=
五
五
一

九
、
。
八
=
=

昌
一
一
ハ
・
四
五
口

ヨ三 ヨヨ己 プミ
三三己 .，. 三三
ゴ二二三三

(5) (5) 
21LiL12 

一
一
、
昌
O
D

間
五

9

2
六一

ユ
、
=
一
晶
一
一

八
八
口

六
.
0
0
0

六
・
口
八
八

=
J
一四

八
、
ぎ
一
八

}
u
司
ぺ
九
五
五

二、
Z
D
D

豆
、
口
口
Q

Z

、
。
。
回

』
也
、
五
口
四

目
、
四
五
六

占
、
八
六
回



東 It皮錫印蘭馬返上b支満
南|領

洋|束

計|陀図 |計|新 皮印来羅突那国

也 X6) 1~1J1哩皇)皮(説5)(4)(2)(3)_

洲律米

5 
加米北

奈

北

米

6
中
南
米

亙

爾

然

丁

伯

刺

爾

ヰ

ウ

ル

ガ

イ

ω

智

利

ω

秘

露

ヴ

ェ

ネ

ぜ

l
ラ

ヨ

ロ

ム

ビ

ア

エ
ク
ア
ド
ル

ω

八
、
四
四
国

一
‘
五
四
百
一
一

一
J
一ユ()一

ヨ一、D=一回十

九
.
九
占
九
一

八
、
六
八
口
一

回
口
六
一

耳
‘
五
一
4
1
4
一

ダ， 1 -一主主 1 l1>t 
Cコ ! にコ cコ l 三五

• I 、、!、
ブミ Icコ ヨ三 i工三
ニ二 l プb ニコ 1 -昌
三"-1 戸、←己 r:/1.. 一 一

一
一
、
口
一
石
一

ニ
‘
一
石
田
一

豆、一一一回ニ一

回
‘
四
五
回
一

一
一
、
口
ニ
一
一

Z
0
.
六一一一一

豆
、
口
九
六
一

一
一
五
D
一

一

泡

時

世

界

海

運

貿

易

の

数

量

的

考

察

四
一
、
=
一
五

(
伊
坂
)

一
五
.
八
一
一
六

一、六百一一一

ニ
、
D
D
D

八
四
五

一
‘
六
一
(
〕

}
い
司
、
ロ
{
〕
回

一
一
‘
五
回
占一=品。

品

.
0一
(

)

...，ニ"-正'''''
乞~ 1ニ二ーー 1 "窃 i こ二 Eヨ三主三三 -

・担|グb ノ、 l フ~ I l-"Zt cコ』時三主アU 主主プb
Zヨ r ~ヨ Cコ 正 I-t;:; ;;.'-，:. - /、ーープ可ノ、
9_1 c> 0 I~ー!一四五九八ニ開

ニヨ cコ三正三三、
ー・グτミヨ三グ竜之院茸・日夕... 0 
- 三li. 即日 cコ Jn書 /、 ニ二 宮ヨ
Cコ D こ二回ー・ 2三〆、 cコ

ニ
、
旦
六
回
一

回
、
品
回
口
一

一、DZ・-ハ一

二
、
一
六
回
一

回
一
五
一

回日中間一

四
一
エ
一
一
切

色一

六
五
回
ム
(

一
、
六
一
八
百

旦
晶
玉
一

z.
一
一
き
一

ニ
‘
一
九
八
一

二
.
八
五
六
一

一
、
歪
=
一
一

月
六
晶
一

吉
石
、
一
占
四
一

=
豆
、
四
三
八
一

一
晶
、
ロ
〔
)
五
一

号
一
、
四
回
口
一
一

八
、
八
四
品
一

豆
、
回
一
宇
同
一

九
日
~
D
一

一
、
一
回
一
岨
十

三
一
占
一

一
五
日
宝

回
口
口
一

ω
占ニ一

一
一
六
九

旦
回
.
八
一
一

昌
一
昌
一

軍
‘
六
五
豆

一
、
Z
D
己

主
白
玉

ニ
、
人
晶
六

一
、
品
ニ
六

ニ
、
五
九
口

一
.
回
口
五

一
九
口

六
‘
九
八
六
一

一
品
、
一
五
回

右
四
六

王
国
三
一
一一三尚
一三回

四
O
D

占
口



東
京
商
科
大
挙
研
究
年
報

荷
風
中
研
究

第
三
銃

二
七

O

と同
し上線、

てー
グじ
南ミ ア

害の1年元 米和2イ テ奈西
合を

計 図ンチ マ-，計
CCココ

(2)(4)(3)馬ラ馬(SX71 

三正u 昆
プ/、ミミ、 ，恒ブ~

一 戸己 o 戸己 主主二三一・ 2〈コ三
Cコ
Cグコb ヨ-ヨL プ-て/三、五三」三九"" 口Cコ

ヨヨ己

E耳 ヨ乙

ム己 ノグ、b 亡コ

ト三五 Cアコて ノヨ、三 〆、 Aペ=ニ， グ三b三 Cζココ

! v:ョ
三二百二己 3FKt 2 三三 Z耳
ノ、・. 1・・

ぷ巳 ぶ己 三記 プじー・ 三五

ト三
Zヨ - ..e -ーノ'- ..e 

p白 一・ 』ーー - -ー 三五 Cコ

(5) (5) 

ヨ
ノ、 =豆

プミ
= Cコ. 三三 .，. 

ノ、 ..e 
冗プ竺ヨt.. 戸ー=己=ーr グ=て 7プ〆L、て ー三C→正コ 一C己J〉 CCCコココノ、

ヨプヨ主五て、
:ft.. -一一h 一、一

一 グ4yb2 て 仁ダ;;>1，;;，:コて ニ-コ- ~ヨ CYコ" ごC二3 一--司-・ 主c主コCン
Cコ

三区

一--
:ft.. プ';

三"- 一 ・~、、

とぶつ巳 -'" 』三ー恒4豆 三Z且Eヲ ノ・2一三、、 一三一三ー ・ーー→-ーa・ ζcココ
~ー

三l1>五~

立之C盆コ雪宇 一
ノ、 ノ、. 

Cコ

~ミ
三2正t.. 
よ三5-二五)(cE5ESp) (CCc5ココ3)(』プc5bつa)(--c5-4コ) JCζU ココCコ

三主

ノZ、E 一三五L 一夕ノ、、ミ

ベZヨ~ 
ー三c→正コ Z耳 fCCココ、 ーo・ ーtこコ・ に7コて三五

にコ よ五 Cコ 亡コ Cコ Cコ

(
備
考
)

何
本
表
は
世
界
主
要
貿
易
凶
五
十
七
筒
図
に
就
き
図
際
聯
盟
事
務
局
後
一
行
。

H
M
M
g
E
E
O
E
-
-
H
a
E
ι
o
m
g
p
E
m
W
3
2
3
u
p
ζ
a
-
を

経
と
し
.
各
図
。
貿
易
統
計
諸
資
料
を
緯
と
し
て
可
及
的
に
随
(
二
、
二

O
O封
皮
・
一
、

0
0
0
庖
)
皐
位
に
て
算
出
せ

P
。

川
刊
は
容
積
噸
に
て
計
出
の
も
の
を
含
む
。
(
但
し
‘
右
皐
位
に
よ
る
も
の
は
各
年
共
に
同
一
貨
物
に
行
は
れ
た

P
J

ωは
数
量
未
計
出
の
貨
物
あ
る
錦
、
会
貿
易
量
を
一
示
さ
ず
。

ωは
勝
年
に
よ
ら
ず
。

ωは
一
部
推
算
に
よ
る
。

何
は
海
上
並
に
太
湖
上
O
M
作
図
貿
易
量
の
み
に
ワ
き
計
出
。

的
は
米
図
及
汐
テ
マ
ラ
と
の
陸
上
貿
易
を
含
む
。

開
は
一
九
三
二
年
七
月
以
降
満
洲
図
。
海
開
接
牧
後
の
数
量
を
別
に
算
出
せ
り
。



大落

花

共
他
穀
粒
及
粉

(
毅
を
含
む
)

茶卵

及

同

製

品

水

産

物

及

纏

鍾

誌

類

B 

極
東
主
要
輸
出
貿
易
日
間
最
近
五
箇
年
比
較
一
覧
表

(
皐
位
随
)

、玉

要

地

一一一日川一同校南洋一

一
一
一
同
一

一一一一一…一一叫洲一

日
引
H
L

F
J「」

一一一……満洲米岡欧洲一

仕

向

立生

欧
洲

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
一
一
一
八
九
天
王
山
一

一

九

二

九

年

(
伊
坂
)

(一一一一己

一
九
一
ニ

O
年

(
一
、
一
己
九
八
、
六
一
一
)
一

一
一
、
五
ニ
八
、
主
回
ご

(

う

一

一

平

(
ニ
八
五
‘
号
ヱ
ハ
)
一

九
一
回
ニ
、
占
一
一
六
一一一一平L

 

(
九
、
六
五
回
)
一

六
.
九
六
八
一

一

九

三

一

年

一一 』九

2122313 |三 三l三塁三|さ2 122 l言
三三|旦i丘|三」ーLI三上主I!=! 呈完-I~三上I~亘~II--J 

Fヒ

一

九

三

三

年

プむ
買昆ノ、
1m ミヨL

陵宝章 ヨヨL

L三」

主三三 J臼
=六、.
1m cコ
23天 l

一一屯回
.
0
八

四
一
一
六
.
六
六
五

三
六
回
、
占
ニ
六

Z 

F宅L...， 
四
一
、
六
一
一
一
口

六
口
、
八
六
六

一
口
一
一
一
二
一
口
口

回
.
ニ
ニ
九

五
、
六
占
口

口
、
占
四
回



東
京
商
科
大
事
研
究
年
報

商
事
研
究

植

物

性

油

生事官洋石

炭

戸
舶
用
を
不
合
)

箆

総布2足

第
三
波

(
九
九
、
一
〔
〕
九
一
)
一

一
五
八
‘
九
四
五
一

一
九
口
、
五
一
九
一

司
月
一
閏
、
回
九
一
三

一

(一乙一つ、六さ一口三-

-1一
回
.
五
五
(
〕
一

一
九
八
、
九
五
三

(
三
.
八
九
回
)
-

二
、
一
二
九
一

三
八
五
、
四
三
一
一

(
八
五
、
口
六
一
)
一

六
一
己
、
八
九
三
一

一
一
、
〔
恒
一
一
‘
五
八
四
一

〔
ニ
.
占
占
}
ペ
六
六
回
一
)
一

一
一
一
.
塁
=
一
口
、
六
五
ユ
一

回
口
、
品
。
五
一

(
占
九
一
、
口
同
一
一
円
)
一

一
二
一
六
五
、
六
一
三

一
一
一
一
一
.
占
九
二
一

一五一

(
ユ
ニ
占
.
玉
ニ
(
〕
)
一

一
一
回
(
〕
、
コ
四

3

〔
一
一
一
、
九
晶
玉
￥

一
一
回
口
、
四
六
回
一

一
回
布
、
旦
六
五
↑

一
一
八
、
一
九
四
↑

(
一
一
、
一
五
六
)
一

一
六
、
三
八
一

一
占
回
、
六
忠
一

(
四

.
1
一
五
)
一

一
ニ
‘
六
九
一

回
〈
八
、
占
五
六
十

(
一
(
〕
ぺ
九
四
一
)
一

六
口
、
主
四
国
一

一
一
.
一
2
0
.
A
ニ
五
一

(
ニ
‘
一
八
六
‘
八
五
八
，
)
一

E
.
0
=
一
六
.
一
一
回
一

(
占
芝
、
六
口
五
U
一

一
、
旦
一
八
、
豆
三
八
一

〈
九
、
九
D
国↑

四

ι

(
三
六
、
九
一
回
)
一

一
一
九
弓
五
六
九
一

〔
一
回
0
.
六
口
四
)
一
口
一
一
、
旦
〔
)
五
一

一
九
占
.
占
一
一
日
五
一
九
九
.
九
六
口
一

一
六
回
、
九
品
口
一
一
回
‘
六
品
豆
一

塁
、
目
一
五
六
一
目
さ
一
、
占
四
五
一

(

ニ

、

三

一

五

一

)

一

六

五

六

一

一

話

、

一

元

六

一

晶

、

四

一

回

一

一
五
占
、
口
八
六
一
一
一
一
一
五

4
2一

(
一
.
一
=
一
ニ
)
一
一
、
八
八
ニ
一

一

口

、

八

ニ

ゴ

一

一

九

‘

六

口

九

一

四
回
玉
、
六
八
八
一
四
四
五
、
歪
ハ
八
-

(
占
八
‘
八
{
〕
口
)
一
一
一
戸
一
玉
、
八
三
一
一
一

一
一
六
‘
六
四
五
一
一
九
‘
昌
一
品
一

一
.
1宮
、

実

ご

一

、

一

一

一

人

そ

八

一

一

品

一

一

五

六

c.
一
口
五
一

(
ニ
、
回
ハ
一
‘
六
占
一
)
一
一
一
、
一
五
六
、
六
八
九
一
ニ
、
A
O
占

.
Z
〔)一-一

t
一
‘
六
回
口
、
豆
占
仁
川
一
ニ
.
一
四
九
、
四
三
一
一
手
ハ
ニ
‘
同
九
四
一

王
六
.
六
六
=
一
↑
六
六
.
回
五
ニ
一
一
口
四
・
六
九
一
一
一

(
九
{
〕
回
、
回
口
八
〉
一
八
九
一
一
.
九
一
一
記
一
六
九
一
一
、
七
口
八
一

九
一
一
一
一
二
二
三
一
占
一
回
‘
九
一
一
一
一
一
一
一
一
、
六
屯
五
-

九

べ

三

一

』

主

ベ

四

八

一

九

九

ぷ

一

品

四

五

五

一

=

一

一

(
豆
一
口
、
=
一
一
一
四
)
一
一
品
ニ
、
九
一
三

一

三

玉

、

吉

一

五

二

一

一

u
菜
、
六
六
口
一

七

六ト
4
.
一一↓-一八

九
五
‘
口
一
四
八

五
九
・
六
一
一

一
一
八
吋
一

一
一
.
一
一
四
人

z
.
一
面
九

5
.
晶
一
占

四
品
回
二
一
四
五

一
回
.
一
回
晶

一
‘
一
一
一
六

八
六
品

口
六
・
豆
九
戸
』

=
豆
・
。
回
一



五一日本一
一一一一一;一

一
日
一
村
山
(
許
可
洲
一

一一一一

鎖銑

銭

及

銭

銅

砂原~::l 

フ.

以
上
十
八
貨
物

合

計

米

及

石糖フ

一、』六=一一

(
八
占
)
-

一、口六一一、口回主

三八、四九回一

(一芝、九九八一)一

一一三一二一四三十

一九百一二一五一

室
、
A
Z

一八九.回二回一

一ぎ一、主一一

=三一=一一、口実一

(六、
A
C
t
-
u
宅六〕一

一(〕、六回占.九六二

一、一九六一一一、一宝ハ一

五
百
一
二
三

一
J
一

〈

口

一

三

宅

一

三

四

回

一

三

一

戸

(

耳

一

)

一

(

一

)

一

六

占

一

一

三

一

一

九一一回、
A
2
0
一

六

一

一

ぞ

完

回

一

五

九

三

一

八

一

六

口

九

二

三

-

芝
、
八
台
一
一
去
っ
八
三
一
一
一
五
五
三
一
一
一
一
一
口
、
五
一
占
一

(
一
六
占
‘
六
一
占
)
一
戸
口
(
)
口
、
九
三
一
)
一
ニ
八
五
、
回
一
口
一
四
回
一
、
一
五
八
一

一八一一、
D
D
八
一
一
一
四
九
、
己
完
一
一
八
九
、

2

5

1

一

三
ぺ
一
一
=
一
八
一
一
考
百
一
三
一
一
八
一
一
一
二
込
O

一
一
一
号
、
一
一
三
九
一

吉
一
、
九
八
口
一
主
一
一
ぷ
一
三
一
一
ぷ
一
六
、
王
六
八
一
一
、
口
元
、
室
一
一
一
一

一
六
九
二
一
九
一
一
一
さ
つ
一
一
回
一
口
五
-
主
一
塁
一
、
口
ふ

一
言
、
E

D

A

-

貫
一
一
目
一
九
一
一
一
九
三
一
四
一
十
一
一
九
回
・
ミ
一

一
一
一
二
三
一
二
一
口
旦
一
一
、
九
四
五
二
一
九
九
一
一
一
、
主
九
.
九
芳
一
一
一
二
一
一
占
九
五
一
口
一

(
玉
、
口
六
回
‘
八
八
八
)
-
(
五
、
八
九
口
、
六
九
五
)
一
六
.
一
五
一
、
回
一
一
回
一
六
、
品
二
回
、
問
主
六

九
、
=
ニ
六
、
〈
一
一
一
口
一
九
、
へ
晶
玉
、
五
八
九
一
六
、
一
日
中
九
二
一
口
三
一
ニ
二
九
三
己
、
一
四
ニ
一

一
、
豆
一
一
回
、
八
回
口
一
一

J
一
二
一
一
、
八
八
一
一
一
、
四
五
0
.

一
一
五
一
一
ぷ
八
四
五
四
一

円
一
さ
つ
会
四
一
一
回
、
一
回
一
三
六
九
一
一

2325ι

円
一
一
三
八
一
一
一

C 

極
東
主
要
輪
入
貿
易
日
間
最
近
五
箇
年
比
較
一
覧
表

(
単
位
路
)

籾

一一MI函司
滞日|向

日翠
本緩

向

士也

要

イ士

主

近
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

一
九
二
九
年
一

一八=一二日一五六十

〔一回‘九九一円)一

〔
伊
坂
)

一九一一一

O
年

一

一

九

一

三

年

一A
0
.

一九口一

(ユ玉、四一一言二

ーー・ 2三
cコニ三.

2主主 ノ、
Cコ←一
」タ一一回一一一1

|九|

二三四|こ

ベ五|年 l
cコ友ヨ
o lZ!t I 

一一一玉、
A
Z
一軍一

(ユ()、ユ四八〕一

一
九
三
二
年七



中高羊 IJ、砂箆蹴生

委

及

粉

護

東
京
商
科
大
間
学
研
究
年
報

商
曜
研
究

糖

一 一一一一一一一文満日|支滞日|支滞日 l支滞日 l支浦日上支滞日l支滞日 1:支
一 一一一一一一l一一
馬 l印 比| 濠 1米日米 l 日南北川菊日蘭l濠日濠 1南
来 1I変 律| 洲 l岡本図| 本洋東1~p 本 ~p 1洲本が!i1洋
i 賓 l' i 剛、.i ‘ 
蘭| ‘ 1 ~p 印| ‘|日 |米支加|印
印| 印 1I変度 l 支ド本 図那奈 11変
度 那!‘|、.陀
・ i 加濠・

関川佳 |奈世H米
東i 陀図
洲

一一一一一一一一l一一一一一一-，一一一一一一一一l一一一一一一-，一一一一一一一」一一一一一-，一一一一一一一」一一一

花毛

支
那

類諜

第
三
務

(
四
五
九
五
九
)
一

一
一
七
回

一
二
九
2
1
四
え
ム
八
四
回
‘
四
四
九
一
一
、
=
一
四
九
二
九
八
一

四

八

=

一

ぷ

八

五

一

品

一

一

三

占

一

一

一

屯

具

、

さ

六

一

(
一
(
)
口
、
旦
(
)
九
)
一
(
八
四
.
六
六
八
一
)
一
一
六
五
、
八
八
一
一

一
一
四
回
、
六
五
六
一
一
九
八
、
昌
一
占
↑
回
口
、
一
五
八
一

(
見
九
、
主
一
一
一
三
)
↑
(
回
一
、
竺
九
五
〕
÷
九

D
J一一一元一

三

一

一

J

J
一

塁

問

、

ョ

一

八

九

一

六

六

九

、

問

。

九

一

実

問

、

回

口

九

一

(
一
一
口
、
宗
一
一
)
一
つ
一
玉
、
書
)
一
一
日
一
一
二
一
豆
一

一一一一
J

H一
八

一

一

一

戸

川

一

九
一
、
六
占

一
、
乙
八
五
.
旦
八
六

五
一
一
二
一
一
一
八

一
五
一
、
口
一
回

一
、
コ
一
同
一
て
一
豆
占

一一一一一一、六白占

八
占
、
屯
九
九

コ
八
五
、
ロ
回
一

〈
パ
占
.
一
一
=
一
八

一一一元

ー-ー之2
-一戸え巨費

7L -→7L -、 . ...， 0巳三主

ーー --三五
立司三五 一

一
{
)
八
、
さ
き

日中‘八一}一一

六
九
‘
九
一
口
(
)



恒楽園殺'兵品目Iifè'&lt~トヰト' <J 1J' <<J!rJ 1)同 4 lnl収制1111<J 川 1州国i|d 11cm24l 4 1γd官閣E劃ElJO'
(444間関2手) I 岨z 足長'絃思ト¥H，'米国'兵 (1 司1J' FI~同〉 (叩ï~く)1 (1(J'4(IHOI ~O'FI司 1<a'111111 

4米骨国'紙~ト司トト'十韮銑， m <J J'lJIIil'国00 4 ~IW f!干 1111 <J j'0111<'11<国 4 干<=iliCltOI<J 1'011'010 

日] 供:Jl!l' ~ミぜi4tz' 益事三 <1'4(<1 く0'11:同《 14(1)'111011 
ギ基 ~ .~ え'"， 守運

市民 米~ 111"1 

tII 主主版記'言草案 Il'~ I)I1I! I:FI'~lla al'0:11同! 1wo，;a 
与語 話語 ゐ~歪 tIIW -1射殺 (!llfRrlM) f!i:il!I:: <J;n:4(J 

~ 益事三 I I) <ï~1111 104('I(a< 114('同!l< 1:10"1!lO 11~' 1I:!l~判1 

tII 米軍， .\R1Il~'tl?~'~草案 1)10'凹O 111;11]'11:司1) 1111 4く'llqf1 ~lf<11 

担Z 側 語系 出歪 一 一
~ 言重案 〈同'FI4(II! ';1)'11:>/111 i(11'1I1;2!l¥ !l0'0司i !lO'1111 

tII t草案'獲蒸 j'II!IW1I101 I'FI01l]' l !l~ 料干 a

(思-;&l{-T<'走者E案J 占星 白14- (l)'I:!lill) on:制〕 (I' !l~-K) J)' <~ 司'

~ 重重幸三 11!i:!al! 1 <<'OO4( IIK4(0f!l 11l'<記 100' 

立工 4年H司'米国('"0匹、〕 同iIÌ~'C~O 制。'1]~司 附411〈1
f選 w 提 民十キ (1司・呼〈同〕 (1m'同ほ〕 (同'amm) 4(' C4(占 14(' (量生題 W)

特{ tII1キ IlI'司〈岡 l1:a'同長4 1I1'mmE!i 

1' 4( 111rl: ìJl~ I'{;:;F!' 

番重 w 努tII14- (<11 C!i("!4(E!) CI i('! i(干) 1<'0 1<' 

作(i ::n 1キ 〈 14('14(f!i Hi4(lIi 

11 tII ¥提案'凶 間m'o削i !l0)!j'く11;::: W 同 m5m'ml1al 

}却金事~縫毎朝E域内 Q 訴刺芸術品お (者三極〉 11 -p凶



東
京
商
科
大
察
研
究
年
報

商
革
研
究

第
三
波

二
七
六

t患 合以 /I白『煙¥τ'1-1ヲ 原 石 類金 (類銭 銑
上 属 屑銅
-五重油 i由 及 銭 及機. . 

十貨 械灯製 同 を 同

i由1由
重

製 合 製

計 計物 -u口u 泊 決 日ιτ同 、むノ ロ口ロ 銭
、町、司車---室

支 i前日 支浦口 支 i前日 支 i応日 支 1滞日 支 i蔚日 支 i芯

米日米 南日米 度目支領i荷 欧日米 米日欧
図本図 洋本図 本那ア洲 洲本国 岡本洲

、
ヂ

、

南南南 米交南 i洲蔚 ア支 力日 欧欧米
洋米洋 図那時 那 奈 世H洲図

F島寝各込 ~1:: 
欧米 領 南

君!洲図 ア 洋 濠
チr i1H 
ア F[J 露

一
三五 /、、「』「 zh旬. 一 一 = f町、 ーー・

/五、 fy立「主u主 主，担主
‘ 、 " 

グ三プ五ミミ
工2 zE，ヨL プ4ニく2 ーノプ-、司-ミ f主、主主、 主ブ7し主b 

主主 f、 Z三. 三主百主~ cプ巳て 宮E司ヨ

←:tt:: 、一・/、、
一...，・ ニ二・ 三Z正g ニコ 区ヨ Cコ

一ー- ・ 一= Z耳、ノ、 Cコ、 Cコ
‘ ヨ三L ・ ‘グ" - ニJ六三3a L 、

. .担・

ぷプに臼コて、 ニi?i、二g ぷププ日てく. 1m 
』回ゴ-一土三ヨ=三三Eι」CプCつてL ~三 二グ二む ζすコし ノヨ、三 cコ 主主 ，臼 Eヨ ZEZZ=主g ヨ3三~ 

戸一巳 ーー・ ¥』〆 -・ 一 、ノJ、 ノノ、、 三cコ三 、J ノE、ヨ ~gg~ 1 1 

毛ゴ¥2コ一ミ“2・ 〔コ石A九瓜国 一契阿間、

一 一一 一一 fヘ

プ少して fこ三五「二 ーE→" 

、 、

ノププ1、ミ4 
- r、 Eヨ ""-回ヘ 九タく 土2 f・Z三ヘ ブし ヨに三コ 三Z三ヨ ブアtむd 

ー一 、 三正
三口正 ー一、 二ー二 ζプ三ミ〉 二二 Cコ ・三三 』ー、 』ー-‘h にコ、、...，、 、~、

三E、ノE3E、五 、
、ヅ4可~之、

担当 -プむ. /ご二、 三戸二て
三豆 /、 土三

/グヱ、ニミき ¥三d五ノ ノ.t、~ ノ二、三 /プ、ミミ ペCヨコ
一 一¥-' -ー ー・『ー ¥v ブZ当L 』ヨー五・ 、J ノプ広、樹ミ ノ、\~

ベニ-:;グz=「bョ三三. 
一 一 一一

一一六占ZJ ( 一O九一 一四M 一

、

三三正三 /4区「ヨ2 三ノ昆、
ノ三=、五‘ FブプむbL1・ 一・ /Z3、主三、

工一二 f一， ""-三グゴbー /2ヘ ;Jプbて

~三7グ子u1ー三ミ・4ミ・ f¥ニAプグユむて、 ノニこCZコ二、二ヨ・にコ 、 ニ二

玉主プ=三主毛ミ、 」j三CL三Jコ、 二三プ区正二ヨく、
-ノ、、

一ブZ回主U、主 =コ ニコ-
C7コq 三にー三コ品 /、'"、J /C3コ、r. タベbZ2 、-プ-Jミ4 ニCコ二 二二 ぇ正 1 1 =:.. ¥J  ..e '-./ノ、

一
一 ...，、 三三、 一 一 一

、 1・

F三恒三、
Cコ 品升ミ三正 売三li: "'" 

/二Z三司主、 プ『Z /ププ1じt - 三院Z三Eヨ ... ー三五→ 3 
佐貫一・ノ、

』ーーー・ 二三. ィ7、L 』Eー" ノc、コ
-ノ、 Zヨとli: -ー‘
四国四 三三三五 にコ

F恒
A王三三Z込、2 /FC臼コ、. ーヱC己ユコ1・ ニCプ二コミ. ー三j民1ー4・. ノ三2丘、2、2 -三区正-ET -f区4ヨて 三ーZE→i. ヲ7プHミミm. E3タ之三〈 グプZ1しE3 4 、 完二六2 占.u ::.プ→、ミ 4J=FU二2 AJc戸コ二三2 

= 

'"ヨ ...，、 3三. 一

孟ブ五ミ
三〉佐片三E乙a- 』Cfーコて. ノプE、Eミ奪. /プC、コて ~ ペ'"二~ ー'"恒g 工2 「E「ヨ タFプKbL2、・ ξE7五1ヨ

一 区立 主主 三正

Cコ 戸己 :Iu Cコプ司"'" 三完玉三

三正 ノ3Z、貸L 』ー・ 2三 /プア、ミミ ::;立主、t主 /戸r己、一、 ニ三点コ三_Jーヨ一、三 三プ-三可 ，，'ミ ヨ三区司五三 ...， 亡コ ノ、 2ぐず9っしu タ，，= -
ノ三五、 ・-ーa 4ノ、2 三z五E通 Cにココ 三C三コ ノ;..'"、 - 三正

三五 /、ノ、



(
備
考
)

ー
、
以
上

B
.
c
爾
表
に
於
て
主
要
仕
白
地
乃
至
仕
向
地
は
最
主
要
の
も
の
よ
り
順
次
に
記
入
せ
・
り
。

出
入
且
涯
の
み
を
と
る
。

2

‘
括
弧
内
は
満
洲
組
問
立
前
の
数
字
に
し
て
支
那
の
数
字
中
に
含
ま
る
。
従
而
総
計
中
に
は
之
を
除
外
ナ
。
満
洲
閣
の
数
字
は
大
連
港
総

3
.

一
九
三
二
年
の
支
那
貿
易
量
中
に
は
六
月
末
日
迄
の
満
洲
凶
貿
易
量
を
含
む
を
以
て
重
複
の
分
あ
り
、
正
確
な
ら
ず
。

4
、
比
律
賓
に
付
き
て
は
輸
出
主
要
貨
物
の
み
一
示
ナ
。

を
時
世
界
海
運
貿
易
の
数
量
的
考
察

(
伊
坂
〉

(問
h

九.入一一一一一一向汀)

ご
七
七


